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本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　　一章　新たなる使者




　少し重たい夕ゆう陽ひが差し込む剣けん崎ざき家けの玄関で、古びた鞄かばんを手にしたその少女は、居並ぶ面々に深々と頭を下げた。

「本当に、本当に今日までお世話になりました」

　夕暮れの陽光を受けて本物の黄金のように輝く金髪の輝きの源は、もしかしたらその瞳に浮かぶ涙ではないか。

　そう思わせるほど美しい少女は、使い込まれた大きな鞄かばんを手に、口元を引き結び、玄関に集まった剣けん崎ざき家けの面々一人一人と改めて向かい合う。

「沢山のご迷惑をおかけした私に、とても返しきれないほど良くしていただいて……」

「俺がディアナちゃんにできたことなんて、ほとんど何も無いよ」

　黄金色の髪を持つ少女、ディアナの名を呼んだのは、剣けん崎ざき家けの大黒柱、剣けん崎ざき英ひで雄おだった。

「そんなことを仰おつしやらないで下さい。全ては、私の配慮が足りなかったことが原因なんです」

　ディアナは、英ひで雄おの言葉に長いまつげを伏せて首を横に振った。

「違う、ディアナが悪いんじゃ……！」

　たまらず声を上げたのは、剣けん崎ざき家けの長男、康やす雄おであった。

　だが、そんな長男を制するのは、母、円まど香かの声であった。

「ディアナちゃんの決心を鈍らせるようなことを言わないの」

「……母さん……俺」

「お兄ちゃん」

　なお食い下がろうとする康やす雄おを厳しく叱しつ咤たするのは、康やす雄おの妹、和のど香かであった。

「これ以上ディアナさんを引き止めれば、傷つくのはディアナさんだって分からない？　ディアナさんが決めたことなんだから」

「ち……くしょう……」

　食いしばる歯から漏もれる苦鳴には、康やす雄おの忸じく怩じたる思いが凝縮されていた。

　そんな康やす雄おを物悲しげに見ながらも、ディアナは決然と言った。

「そろそろ、行かなきゃ」

「……ああ」

　英ひで雄おが首肯し、ディアナはすっと顔を上げ、そして桜色の唇から呼びかけた。

「ヤスオ」

「ディアナ……」

「ヤスオはどんな困難にも負けない立派な方だと、私は信じています。どうか、お心を強く持って、苦難に立ち向かって下さい」

　励ますその声に、答える声には力が無い。

「ディアナ……ごめん、俺……」

　康やす雄おは、顔を上げることができない。

　だがディアナは、康やす雄おの表情の奥にある懊おう悩のうと決意を汲くみ取とったかのように微笑ほほえみ、身を翻ひるがえした。

「それでは……失礼します」

　そして最も早はや振り返らず、修理費用を火災保険で賄まかない復活した玄関のドアをくぐり、彼女にとっての異世界、日本の空へと歩を進める。

　その背は後ろ髪を引かれるようでありながら、剣けん崎ざき家けと訣けつ別べつする鉄の意思が芯となっているかのような複雑な色だった。

　そして。
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　救世の勇者、ヒデオ・ケンザキの家から出た異世界アンテ・ランデの魔ま導どう機き士しディアネイズ・クローネは、剣けん崎ざき家けの右斜め向かいに建つ単身者用アパート、マリーゴールドヒルズ所ところ沢ざわの一○一号室の玄関を開け、室内に姿を消したのだった。







「……っとにさー」

　ディアナが去った玄関で、和のど香かの声がトゲ棍こん棒ぼうとなって康やす雄おの耳の穴に突撃してくる。

「マジでどういうことなの。お兄ちゃん」

「本当に、申し開きも……」

「まぁ和のど香か、散々話したんだからもうあんまり厳しいことは……」

　父が慈悲でもってトゲ棍こん棒ぼうを防いでくれようとするが、

「お父さんはむしろ積極的に怒ってくとこでしょ、親なんだからさ」

「む、まぁその」

　思いのほかすぐに引っ込んでしまった。

「まぁまぁ和のど香か。いずれはこうしなきゃいけなかったんだし、ちょっと早くなっただけじゃない。そりゃあ康やす雄おのやらかしは弁護のしようがないけども」

「うぐっ」

　暗殺者の刃やいばのような母の一言に、康やす雄おは呻うめく。

「でしょ。やっぱディアナさんじゃなくてお兄ちゃんが家出ればよかったんじゃないの」

「それはそれでやっぱり変でしょ。そんなことになったらディアナちゃん、余計に責任感じちゃうじゃない」

「ああ、もう！」

　散々すぎる妹の暴言にも、康やす雄おはまるで言い返すことができない。

　そして遂ついに、和のど香かが決定的な一言を放つ。

「勇者修行とディアナさんとの生活で勉強に身が入らなくて中間テストで赤点三つって、本当どういうことなの!?　受験生としても勇者としても、自覚が足りないってレベルじゃないよ!?」

「ふぐうっ!!」

　ガラスで出来た蚤のみの心臓に容赦なくハンマーを叩たたきつけられた康やす雄おは、遂ついに耐えきれなくなり玄関に崩れ落ちたのだった。




　　　※




『日本のありふれた一般家庭』で『ごく普通の生活』を送ってきた剣けん崎ざき康やす雄おが高校三年生に進級した春、彼と家族の生活は、異世界からの来訪者により激変させられた。

　平和な家族の中心に突如現れたのは、異世界アンテ・ランデからやってきたとのたまう、魔ま導どう機き士しディアネイズ・クローネと名乗る少女。

　彼女は康やす雄おの父英ひで雄おと母円まど香かが、かつてアンテ・ランデの危機を救った勇者と大だい魔ま導どう士しであることと、今再びアンテ・ランデが陥った危機にその力を借りたい旨むねを告げる。

　だが、その勇者と大だい魔ま導どう士しの子、康やす雄おと和のど香かは、ディアネイズ・クローネが訪れるまで、両親の過去を一切知らされていなかった。

　サラリーマンの父と、専業主婦の母。

　父と母についてそれ以上の認識を必要としなかった兄妹きようだいである。

　間もなく五十代に突入しようという両親から『昔は剣と魔法を振るう伝説の戦士だった』と言われて混乱しないはずがない。

　そんな父が、救援要請に応じて会社を辞めると言い出したため、康やす雄おは自分と妹が人生の重要な分岐点に立っていることを理由に『異世界アンテ・ランデ』という存在自体に反発する。

　だが、異世界からの使者ディアナ、父の身の内の伝説の剣、母の魔法、何よりアンテ・ランデの危機に直結する死者の姿をした闇の怪物『シィ』の出現を目まの当あたりにし、康やす雄おはアンテ・ランデに関する認識を改めざるを得なくなる。

　康やす雄おに先立って両親の異常な過去を受け入れつつあった妹和のど香かもまた、全てを理解した上で死地に父を送り出すことを良しとせず、柔らかくディアナと異世界を拒絶する。

　ディアナ自身、三十年前の勇者に縋すがらねばならぬ故郷の有り方に疑問を抱いていたため交渉は物別れに終わるかと思われたが、その後、剣けん崎ざき家けをディアナの父アレクセイ・クローネの姿をしたシィと、シィを率いる謎の男『ウィリアム・バーレイグ』が襲撃する。

　康やす雄おと和のど香かの命を狙っているらしいウィリアムを迎え撃つディアナだったが、魔ま導どうも魔ま導どう機き士しの武ぶ機きもまるで通じず、完全敗北を喫した。

　間一髪、英ひで雄おの救援が間に合いウィリアムを退けるが、剣けん崎ざき家けも、そしてアンテ・ランデも、最も早はやシィにまつわる新たな脅威から目を背けることはできなくなった。

　そして、アレクセイ＝シィとウィリアムとの戦いを通じて『大切な人を守りたい』という思いに気づいた康やす雄おは、年を取った父に代わり、新たな勇者として立つことを全員に告げたのだった。




　　　※




　ディアナが剣けん崎ざき家けを出た日から遡ること三日。

　康やす雄おは非情なる三枚のレッドカードを食らい、教室の自分の席から立ち上がれないでいた。

　三年生最初の中間テストで取ってしまった英語Ｒリーデイング33点、古文34点、現代社会34点。

　所属する文系コースの三本柱である英語・国語・社会科科目の全てで赤点を取ってしまったのだ。

　しかもただの赤点ではなく、ギリギリあと一歩届かない赤点であるため、余計に辛つらい。

　武たけ丘おか高校の成績評定は十段階評価であり、評定３以下の成績は赤点として記録される。

　その基準は、テストの取得点数が34点ならば評定３、35点ならば評定４。

　つまり康やす雄おはこの三科目で、あと一問でもどこかで正解していれば、最悪の結果は免まぬかれ得えたはずなのだ。

　通年の平均評価が「４」未満であった場合、単位未取得とみなされてしまい、めでたく留年が決まる。

　もちろん一学期の中間テストの結果なので、ここからのリカバリーは十分可能ではある。

　だが、それはそれとして、大学受験を目指す高校三年生にとって、赤点三つはそんなに甘い事態ではない。

　唐突な事態に担任教諭からも呼び出しがかかり、放課後、康やす雄おは絞こう首しゆ台だいに赴く死刑囚の気分で職員室へと向かった。

「あ、ヤス、大丈夫か？」

　三十分ほどして憔しよう悴すいした顔で教室に戻ってきた康やす雄おは、クラスメイトの相あい生おい碧あお人とから沈痛な面持ちの出迎えを受けた。

「大丈夫じゃ……ないかも」

「まぁ、この時期に赤点三つじゃな、そりゃあ……」

　進学校と自認する私立高校の三年生として、受験科目になり得る可能性のある英語、国語、社会科科目の全てで赤点を取った事実を、担任教諭も教科担当教諭も看過しなかった。

　幸いにして呼び出しの理由は[image: 叱]責ではなく赤点対策ではあったが、赤点を取った本人の情けなさが変わるわけでもない。

「なんか課題が出たのか？」

「現社はレポート。英語と古文は来週どこかで追試」

　康やす雄おに課された赤点救済策は、英語と古文の追試と、現代社会のレポートである。

　本当は現代社会も追試になるはずだった。

　だが、他の社会科科目に比して受験科目としての重要性が相対的に低いことと、英語と古文が追試であることを聞きつけた教科担当が『負担が大きいだろうから、小論文の訓練だと思って頑張れ』と、余裕のある期限でのレポート提出に変更してくれたのだ。

　テーマは『選挙権年齢の引き下げに応じて成人年齢を引き下げるべきか否いなか』だった。

「……追試の方が簡単そうだな」

「やっぱり？」

　時間制限は緩いが、体裁を整えた小論文作成というのは決して生易しい課題ではない。

　その上、英語と古文の追試の対策をしなければならないことにも変わりない。

　席で項垂うなだれる康やす雄おを、碧あお人とは複雑な顔で見る。

「本当にあるんだな、定期テストの追試って」

「俺も初めてだから変に緊張してる」

　碧あお人とがそう言うのも無理はない。

　極論、残りの定期テストで赤点回避のライン35点以上を確保しつつ、一回でも評定５にかかる点数を取れば、一度の赤点を十分カバーして単位は取得できる。

　そしてそれは、残る全ての定期テストを一夜漬けの勉強で片づけたとしても、決して不可能ではない。

　だから大抵の場合は、定期テストで赤点を取ったからといって職員室に呼び出されたり追試を課されることなど無いのである。

　せいぜいが答案返却時と、保護者面談などでチクりとやられるくらいだ。

　だが、今回の場合は事情が異なる。

　康やす雄おはこれまで、学年トップクラスとは行かないまでも、中の中以下に落ちる成績を取ったことが無い。

　担任教諭も教科担当教諭も、康やす雄おの不勉強を責めるのではなく、何か家庭環境や学習環境に重大なトラブルが生じたのかと心配する様子が見てとれた。

　そして、教師達の推測は、はっきり言えば正しかった。

　その実態が推測の斜め上の話であったことを除けば。

「にしても、先生達の心配も分かるよ。ヤス、ここ半月くらいで急激に瘦せたよな」

「え？」

　碧あお人との思わぬ一言に、康やす雄おは目を見張る。

「自分じゃ気づかないのかもしれないけど、顔色悪かったしさ」

「そんなにか？」

　康やす雄おは慌てて顔に手を当てるが、それで自分の顔色が分かるはずもない。

「目の下にクマ浮いてる日も多かったし、テストのときも初日とかなんかふらふらしてたしさ」

　すると、二人の会話を聞きつけたか、クラスメイトの五十嵐いがらしと日ひ野のがやってきて碧あお人との意見に便乗し始めた。

「碧あお人とが言ってるの分かるわ。剣けん崎ざき、お前授業中に居眠りとかするタイプじゃなかったべ」

「え」

　五十嵐いがらしがにやにや笑ってそう言えば、

「うん。お前がなんか病気でもしてんじゃないかって疑ってた。瘦せて顔色悪いのに飯の食い方がなんか、がっついてるというか」

「えぇ……」

　日ひ野のは顔を顰しかめて五十嵐いがらしと頷うなずき合あう。

「それくらい分かりやすかったんだよ。先生達がそこまで見てるかどうかは知らないけど」

「な、何か悪いな、変な心配かけて。自分じゃ全然そんなつもりなかったんだけど」

　高校生にもなって、クラスメイトの男子同士がここまでストレートに相手の体調を気遣うなどそうそう無い。

　ここ最近の自分の変化は、それほどに顕著だったということだ。

「大体、少し前からお前おかしかったもんな。親の職業のこととか聞いてきてさ。お前の様子がおかしくなり始めたのあの辺からだったから、親がリストラとか、離婚とかそういうトラブル抱えてんじゃねぇかとか心配になって……ぁ……そういうんじゃないよな？」

　碧あお人とは軽口のつもりで言って、途中から有り得なくはないと思い直したのか、少しマズい話題だったかと後悔する調子で尋ねてくる。

「い、いや、そんなんじゃないんだ。あれはなんつーか、単純にテスト前ブルーって言うか、ちょっと親父おやじの昔の話を人に聞く機会があって、マジで進路とか気になっただけで」

　碧あお人とが、デリケートな話題を回避できて安堵する表情を見せ、康やす雄おもほっとする。

「そ、そうか、でもあれだ、何かあったら、大した力にはなれないかもしれんけど言ってくれよ？　悩みとか声に出して人に話すだけでも気分がすっきりして違うって言うじゃん」

　碧あお人との真まっ直すぐな友情が、眩まぶしすぎて仕方がない。

　いや、碧あお人とだけでなく、五十嵐いがらしも日ひ野のも、そして自分の変調を心配してくれた教師達も。

　自分は周囲の人間に恵まれていると、つい目頭が熱くなるが、だからこそ、こんなことは絶対に相談できない。

　勇者修行に熱中しすぎて、勉強に集中できなかった。

　誰が真面目に取り合うかそんな話。

　恐らく周囲からの友情も献身も、引き気味の愛あい想そ笑わらいに代わってしまうことだろう。

　それが分かっているから、康やす雄おは公の場ではただただ自分が油断していた、と弁解するしかなかった。







　だが、肝心の勇者修行の先生の目は誤ご魔ま化かせなかった。

　ディアナによる康やす雄おの勇者修行は、実質ディアナが学んだ魔ま導どう機き士し訓練の踏襲である。

　座学、肉体訓練、魔ま導どう修練の三本柱で成り立つ訓練の、このときは魔ま導どう修練の基礎中の基礎、『準備魔ま導どう』の授業中であった。

「痛っ!!」

　両手の間で往復させていた魔力が激しく弾はじけ、掌てのひらがしもやけを起こしたように真っ赤になりじんじんとうずく。

　準備魔ま導どうは、体内の魔力を手から表出させて両方の掌てのひらの間を往復させ続け、使用できる魔力総量を増やす、ジョギングのような作業だった。

　康やす雄おは準備魔ま導どうが始まって十分も経たたない内に、三度も掌てのひらの間の魔力を取りこぼし、弾はじけさせてしまっていた。

　ジョギングで走り始めて十分以内に三度転倒したのと同じ状況である。

「ヤスオ。何か、心配事があるのですか？」

　異世界からの来訪者であり、康やす雄おと同じく救国の英雄を両親に持つ魔ま導どう機き士しディアネイズ・クローネは、訓練中の動きがいつも以上に精彩を欠く康やす雄おの異変に目ざとく気づいた。

　いくら魔ま導どう初心者とはいえ、初めて魔力を表出できた日ですらこんなことはなかったため、ディアナは即時、康やす雄おに準備魔ま導どうを中止させる。

「えっ!?　な、何も!?」

　痛む手を庇かばいながら康やす雄おは即答するが、

「……ヤスオ？」

　口を引き結び困ったように睨にらむ表情からは、どうしてすぐバレる噓うそを吐つくんですか？　という、咎とがめるというより悲しむような様子がありありと見て取れた。

　数瞬の睨にらみ合あいの後、康やす雄おは美しい魔ま導どう機き士しのむくれ顔に屈服し、白状した。

　ディアナの華やかながら柔らかい容貌は、知らぬ者が見ればドレスと紅茶が似合う深窓の令嬢そのものである。

　いや、令嬢、の部分だけは間違いないのだがそれは家柄の問題だけで、彼女の両親は生きつ粋すいの軍人であり、彼女自身もまた軍人だった。

　更にはそもそも異世界の魔ま導どう機き士しの鍛えられた身体能力と精神力には、今の康やす雄おが千人に増えたところで敵かなわない。

　その場しのぎの噓うそなど、彼女の翠すい緑りよくの瞳には幼子の噓うそよりも浅はかに映るだろう。

「中間テストで、赤点取りました。それで、追試食らいました」

　観念した康やす雄おは、情けない真実を自白した。

「テスト？　アカテン……。追試っ!?」

　耳慣れぬ日本語をしばし頭の中で吟味する過程で、ディアナの顔色がどんどん青くなってゆく。

　それはもう、赤点を取った康やす雄お本人よりも焦あせった表情で、ディアナは胡坐あぐらで精神を集中していた康やす雄おの目の前に飛び込み、正座して身を乗り出し見つめてくる。

「それはもしかしてとてもマズいことではありませんか!?」

　今のディアナとの距離感が結構マズい、と思いながらも、ディアナの迫真の表情がさすがに大げさに感じたので、

「え、あ、や、言っても中間テストの赤点だし、課題と追試で挽ばん回かいでき……」

　そう軽い調子で言っていた。

　実際、赤点を取った当初こそそれなりにショックは受けていたが、今更足搔あがいてどうにかなるものでもなし、きちんと課題と追試で巻き返せばよいと軽く考えていた。

「いけません!!」

　だがディアナは、悲鳴混じりにそう言った。

「ヤスオは新たな勇者に立候補して下さいましたが、それ以前にタケオカの学生です！　それが今の本分です！」

「えっ、あ、いや、その」

「私、知っているんです。ヤスオが慣れない魔ま導どう修練を少しでも早く進めるために、毎晩遅くまで起きていらっしゃるのを」

「それは別にそういうわけじゃ」

　確かに康やす雄おは、家族が寝静まってから、部屋の中で準備魔ま導どうの練習をしていた。

　もちろん少しでも早くディアナの期待に応えられるようになりたい、戦う力が欲しいという理由があるにはあったが、それ以上に、単純に楽しかったからという面が否定できない。

　何せ、魔法だ。本物の魔法だ。

　ディアナに言わせれば今康やす雄おが学んでいるのは魔ま導どうなのだそうだが、現時点では区別がつかないし、そもそもそんな細かいことはこの際問題ではない。

　この現代に生きる高校三年生で、特撮ヒーローや漫画、アニメ、ゲームの必殺技のモノマネを人生で一度もしたことがない、という男子はいないだろう。

　雨あがりの帰り道、濡ぬれた傘から飛び散る雨粒が必殺の波動だと信じて疑わなかった時代が誰にでもある。

　もちろん、学年が上がるにつれて、人間は空を飛べないし、爆発する光の球を手から出せない、という事実に嫌でも気づいてゆく。

　それでも世の中から『超能力』や『マジックショー』が無くならないのは、大人になっても人間はどこかで『超常現象』に対する憧れを抱き続けているからに他ならない。

　そんな中、康やす雄おは『本物の魔法』と向かい合った。

　向かい合うまでの事情は深刻でひどく真面目なものだが、それはそれとして自分の力で本物の超常現象を引き起こす機会を得たことに、心が躍らないわけがない。

　こうして、うまくいかないなりに準備魔ま導どうの訓練には力が入り、結果、テスト対策は、全くしなかったわけではないが、十全の準備をしたとは言えない状態となる。

　魔ま導どう修練は、鍛えられていない康やす雄おの体力と精神を大きく損そん耗もうし、定期テスト対策に割く時間を侵食した。

　つまり、楽しいことばっかりに注力した自分が全部悪いのだが、ディアナはそうは思わなかったようだ。

「申し訳ありません！　私はヤスオの気概に甘えていました！　ヤスオにとっては日頃の生活を盤石にしてこその勇者修行なのに、私達アンテ・ランデのために御自分の立場を危うくするまでの無茶を……」

「えっ!?　えっ!?　ええっ!?」

「私、決めました。前々からケンザキ家のご厚意に甘えた生活をこれ以上続けるわけにはいかないと思っていたのです。丁度良い機会ですので、今夜ヒデオが帰られたら、今後のことをお話しさせて下さい！　とりあえず今日の修行はここまでです！　是非、挽ばん回かいのための勉強に励んで下さい！　さぁ。さぁ!!」

「ええええええええ!?」

　そしてその晩、ディアナが招集した勇者の一族会議で、康やす雄おは針の筵むしろに座らされていた。

　ディアナは、自分とアンテ・ランデのせいで康やす雄おに過剰な負担をかけ、本来力を傾注すべき定期テストに集中できなかった、と暴露してしまったのだ。

　だが、康やす雄おの行動全てを善意に受け止めるディアナと違い、真実を容易に見抜いた家族の視線は極めて冷ややかだった。

「つまり、魔法が使えるようになるんでウキウキしてそっちの練習にかまけて、試験勉強が疎おろそかになったってことだよね？」

　こんなとき遠慮するような妹は、この世にいないのである。

「ディアナさん、何も悪くないよね？」

　それは康やす雄おが一番よく分かっている。

　そして康やす雄おが分かっていることは家族もまた分かっているはずだ。

「そうです、全部俺が悪いんです」

　だから素直にそう認めるしかないのだが、

「いえ、そもそも私が無理難題を押し付けなければ、ヤスオが試験で不要な苦労を背負い込む必要もなかったと思うんです」

「ディアナさん甘すぎ！　そこまで責任背負い込まないでよ。勇者になるって格好かつこつけて宣言したのはお兄ちゃんだよ！　なら赤点取ろうが留年しようが悪いのはお兄ちゃんだよ！」

「ですがやはり根本には助けを求めた我々に責任が……！」

「やるって言った以上は本人の責任だよ！」

　ディアナと和のど香かが、自分の非を十二分に痛感している康やす雄おに向けて、百八十度違う方向から全力でダメージを叩たたきつけてくるものだから、康やす雄おはどんどんしおれて行ってしまう。

「んむ、まぁ二人ともその辺にして」

　見かねて英ひで雄おが口を挟む。

「まぁ確かに、赤点は褒められたことではないが、気が焦あせった康やす雄おの気持ちも分かる。別に、その赤点だけで留年が確定ということはないんだろう？」

「そ、それはもちろん」

「ならいいじゃないか。康やす雄おが今回のことはきちんと反省して、次の期末試験に向けて頑張れば」

　康やす雄お自身、そうするしかないと考えていたのでここで話が終わればよかったのだが、父が余計な一言を付け加えたため、事態はより混迷を深めてしまう。

「俺もさ、アンテ・ランデに転移してすぐの頃は、いきなり自分が凄すごい力を授かったことに調子に乗って、色々やらかしたもんだ。だから康やす雄おの気持ちは少し分かる。な、母さん覚えてるか、俺が調子に乗って風魔法撃ちまくって雪崩なだれ引き起こしたときなんか……」

　本人は場を和ませようとしたのだろう。

　だが、父にとっては昔の楽しい思い出話が、母にとってはそうではなかったようだ。

「お父さん、それとこれと今、何か関係があるの」

「えっ」

「今は康やす雄おがだらしないって話してるのに、あなたがそんなことでどうするの」

「えっ、あっ、ああ、まぁ、その」

「大体あなたがやらかした分、私やエリーゼがどれだけ苦労させられたと思ってるの」

「い、いや、その、それは、うむ」

　しかもそのベクトルが微妙に異なる方向を向いていたため、英ひで雄おもしどろもどろになってしまう。

　藪やぶ蛇へびだったと理解した英ひで雄おが沈黙するのを確認してから、円まど香かはディアナに向き直る。

「とにかくそういうことだから、ディアナちゃん、あなたは何も悪くないのよ」

「そうだよ！　むしろ住み込みのつきっきりでディアナさんに面倒みてもらって、赤点まで取ってるのに未いまだに準備運動の段階から先に進めないお兄ちゃんが落ちこぼれなんだよ！」

　父が余計なことを言ったせいでより攻撃は苛烈になって行くが、そこに再びディアナが割り込んだ。

「あの、実はその『住み込みのつきっきり』の部分もなんですが」

　剣けん吞のんな空気をディアナにも向ける和のど香かだったが、続いてディアナから飛び出した言葉にはさすがに息を吞のんだ。

「私、この機会に、一度ケンザキ家を出ようと思うんです」

　そう言って、少しだけ申し訳なさそうに康やす雄おの様子を窺うかがう。

　ディアナの言うことはこうだ。

　ただでさえ剣けん崎ざき家けに面倒を持ち込んだ身なのに、現状自分は、日本での生活の衣食住の全てを剣けん崎ざき家けに頼り切っている。

　その上円まど香かはずっと自室に住まわせてくれる上、英ひで雄おと康やす雄おは風ふ呂ろや食事などの優先順位を自分に譲ってくれる。

　明らかに自分は、剣けん崎ざき家けの面々に不自由を強い、好意に甘え過ぎている。

　なので、護衛や魔ま導どう機き士し修行についてはこれまで通りこなすが、生活の拠点を剣けん崎ざき家けの外に持ちたいということらしい。

「そうは言うけど、お金は大丈夫なの？」

「ニホンでも換金性の高い品を携帯しております。母からも、万一滞在が長引くようならばヒデオ達にご負担をかけてはいけないと固く申し付けられておりました。身分証明や売買や賃貸の契約についてはまたご面倒をおかけしてしまうかもしれませんが、どうか……」

「いや、だがそれは」

「さすがにねぇ」

　ディアナの言いたいことも分からないでもないが、英ひで雄おと円まど香かにしてみれば自分の子供も同然のディアナにそんな気遣いは無用だと言いたいし、その状況にあるのもやむを得ない理由があってのことだ。

　すると和のど香かが声を上げた。

「すぐそこに、小さなアパートあるじゃん」

「え？　田た山やまさんの隣の？」

「そこそこ。あそこならうちのすぐそばだし、そこまでボロくもないし、入居者募集の看板が錆さびるくらいずっと掲げっぱなしだから家賃も安くなってそうじゃん」

「いや、しかしなぁ。ディアナちゃんも女の子なわけだし、いくら近くて安そうだと言ってもあんまり長いこと空き室になってるわけだから妙な物件だということも……」

　件くだんのアパートを思い起こした英ひで雄おが難色を示す。

　だが和のど香かは首を横に振った。

「何言ってんの。ディアナさんじゃないよ。お兄ちゃんだよ」

「「は!?」」

　これには康やす雄おとディアナが同時に声を上げた。

「うちに居い候そうろう状態じゃ申し訳ないってディアナさんの気持ちも分からなくもないけど、何も悪いことしてないディアナさんを追い出すみたいで気分悪いじゃん。その点、やらかしたお兄ちゃんがうち出るなら別に何も問題なくない？」

　何故なぜ、世の妹という存在は、ここまで兄に対して辛辣なのか。

「そりゃお兄ちゃんがダメダメだからだよ」

　まるで心を読んだかのように、和のど香かは康やす雄おを睨にらむ。

「あ、あのノドカ、さすがにそれは本末転倒のような」

「私結構本気なんですけど」

「確かにねぇ、嫁入り前のお嬢さんの青春をうちの甚じん六ろくの育成に費やさせた挙あげ句くに、家から追い出すようなことはねぇ」

「あの、私決してそういうつもりで言ったわけでは！」

　自分が出て行くつもりが康やす雄おが追い出される方向に話がシフトし始め、ディアナに焦あせりが生まれる。

　かと言って今更ディアナが話を取り下げても、恐らく和のど香かが納得しまい。

　康やす雄おは自分の努力不足に端を発した事態である以上、何を言っても悪い方向にしか転がらないと分かっているので貝の沈黙を保っていた。

「みんな落ち着け。話がズレてる」

　このままでは誰もが引っ込みがつかなくなってしまうため、英ひで雄おが再び声を上げた。

「母さんも和のど香かも、追い出す追い出さないとか言い出すから話がややこしくなる。この五人で過ごす生活の中で解決すべき問題の優先順位を考えろ」

　その場の全員の視線が集まったのを確かめてから、英ひで雄おは続ける。

「まず、レスティリアからウィリアムやアレックスのシィについての反応があるまで、康やす雄おと和のど香かの安全に万全を期すのが第一。次がディアナちゃんの生活スペースの問題だ。康やす雄おの生活態度は本人が十分に反省して改めればいい問題だ。自分が言ったことをきちんと振り返って、これ以上周りに心配をかけるな。いいな？」

「はい……ごめんなさい」

　康やす雄おの久しぶりの発声は、ちょっと喉に絡からまる音だった。

「で、確かにうちは手狭で、現状ディアナちゃん一人の生活を受け止めきれていない」

　現実問題、ここまで子供が成長したサラリーマン家庭が、新たに大人一人の生活を受け入れるというのはまさに上を下への大問題なのである。

「寝床一つ取っても、母さんの部屋ではぎゅうぎゅうだろう。親友の娘を大事にする意味でも、ディアナちゃんに十全に任務を果たしてもらう意味でも、今のディアナちゃんの生活環境は改善する必要がある。個人的にも任務的にも一人になりたいこともあるだろう。だから」

　英ひで雄おはディアナを見て、告げた。

「和のど香かが言っていたアパートの様子を見てみよう。そして余程酷ひどい状態でなければ、ディアナちゃんの生活拠点をそこに移してもらう」

「は、はい、そうさせていただけるとありがたいです」

「え～？」

　ディアナはほっとし、和のど香かはどこか納得がいかない様子だったが、次の一言が決め手になった。

「どうせ賃貸には保証人が必要だし、ディアナちゃん一人では契約もできないしな。だから入居の初期費用と最低限の家電や家財、日本滞在中の家賃の半分はうちが出して、残りの家賃と食費や日用品にかかる費用は自分で出してもらえば、バランスは取れるはずだ」




　　　※




　こうして康やす雄おが赤点を取ってしまった三日後の今日、ディアナは剣けん崎ざき家けを出た。

　康やす雄おの部屋の窓から見えるすぐ近所のアパート、マリーゴールドヒルズ所ところ沢ざわの一○一号室がディアナの新しい拠点である。

　思い立ってからたった三日で入居できるものなのかとも思ったが、父曰いわく、まるで示し合わせたかのように内覧即入居が可能だったというので、たまたま幸運が重なったのだろう。

　所ところ沢ざわ市内だけでも似たような外観のアパートが百軒はありそうな、何の変哲もない二階建て全四室の洋室ワンルームアパートが『マリーゴールドヒルズ』なる大仰な名であることは、ディアナが住むことになって初めて知った。

　表向きの借り主は剣けん崎ざき英ひで雄おで、家賃は管理費込みで五万円。

　管理しているのは近所の不動産屋であり、間取りがネットに掲載されていないため、その家賃が高いのか安いのか康やす雄おにはよく分からない。

　とりあえず今日はこの後、ディアナの最低限の生活必需品を買いに行きがてら、引っ越し祝いと称してディアナを含めた家族全員で食事をしに行くことになっている。

「自分の本分、か」

　康やす雄おは勉強机の上に重なる三枚の赤点答案を眺め、溜ため息を吐つく。

　甘く見ていたつもりはなかった。

　だが、いざ異世界の勇者として立つと心に決めたとき、あれほどディアナや父に反発していたのが噓うそのように、勇者修行に心の比重を移してしまったことは確かだ。

　それは、決してファンタジー世界への憧れだけから来たものではない。

『子供が鉄砲を撃てるからといって、訓練された兵士には勝てないのと同じことだ』

　屈辱的な声が、耳元でこだまする。

　ウィリアム・バーレイグ。

　康やす雄おはあの謎の男との戦いを、人生観も世界観も全てが転変するほどの出来事であったにも拘かかわらず、とびとびにしか覚えていない。

　それほど必死で、かつ限界だった。

　和のど香かやディアナを害そうとするウィリアムに対し康やす雄おができたことと言えば、ただ幼子が癇かん癪しやくを起こしてだだをこねたような拙なすぎる抵抗だけだ。

　ディアナの武ぶ機き、ポルックスを乱射したと言うが、何故なぜポルックスを手にすることになったかはどうしても思い出せないし、撃った後に父が助けに来るまでの間も思い出せないことが多い。

　それなのにあのウィリアムと対たい峙じし、かけられた声に対して覚えた、失禁しそうになるほどの恐怖と、そんな恐怖を覚えた屈辱だけはありありと思い出せる。

　あれほど恐ろしい異世界の怪物シィを寄せ付けないディアナが、ウィリアム相手には一いつ矢しすら報いることができなかった。

　そしてウィリアムは、ただ一人あの場でウィリアムに毛筋ほどだがダメージを与えた康やす雄おに対して、ディアナと比ひ肩けんする程度に強くなければ戦いにすらならないと告げたのだ。

　考えるまでもなく、救国の英雄の両親の下、魔ま導どう機き士しという存在が当たり前にある国に生まれ育ったディアナと、つい先日まで両親の過去を何一つ知らなかった自分の間には、実際の訓練期間以上の開きがあるはずだ。

　康やす雄おもその差を大学受験の片手間に修行する一年で埋められるとは微み塵じんも思っていない。

　そもそも康やす雄おの立てた計画からして、一年後に大学を受験して後に休学し、レスティリアに行くという、なんら具体性の無い皮算用だ。

　それでも、一度決意を口にした以上、雀すずめの涙程度でも多く力をつけなければならないと思ったのだ。

「自分で自分に言い訳したって、何の意味も無いな」

　結局康やす雄おは、学校の勉強よりも勇者修行の方が優先順位が上だと思っていたのだ。

　だから、テスト勉強で手を抜いた。

　あってはならないことだった。

「追試で満点……で、期末は高得点維持くらいじゃないと、挽ばん回かいしたことにはならないよな」

　それは今の康やす雄おにとって、ある意味勇者になるより難しい気がするが、

「頑張ろう。……………………気持ちの上では」

　もう、あんな針の筵むしろは御免蒙こうむりたい。

　康やす雄おは、三枚の赤点答案用紙を手に取ると、机の引き出しからセロハンテープを取り出す。

「ここ、かな」

　勉強机に座ったときの視線の高さではなく、自室で準備魔ま導どうを行う際に、ベッドに座るときの視線の高さの壁に貼り付ける。

「もう優先順位を間違えない。これはその戒めだ」

　康やす雄おは大きく溜ため息いきを吐つき、気持ちを切り替えようとして、

「うん？」

　たった今答案用紙を貼り付けた壁に、画が鋲びようで刺した跡がついていることに気が付いた。

　そうして、今目の前に並ぶ三枚の答案用紙、どこかで見たような気がしてならない。

「あ」

　康やす雄おは唐突に、思い出さなくてもよいことを思い出した。

　あれは中学一年生のとき。

　無勉強でも満点が余裕で取れた小学校から一転、突然襲ってきた『定期テスト』の洗礼。

　康やす雄おは多くの教科でそれまで取ったことのない60点台、50点台という不名誉な数字を叩たたき出した。

　そしてそのときのワースト３、家庭科、社会、理科の三科目の答案用紙を、眠る前に目に入れることで臥が薪しん嘗しよう胆たんを心がけるべく壁に貼り出したのだ。

　結果、太い画が鋲びようを刺したことで壁に穴が開いて母に小言を食らった挙あげ句く、風やらなにやらに煽あおられて三枚とも一ヶ月と持たずにベッドと壁の隙間に落ちて埃ほこりだらけになったことまで思い出した。

「全っ然成長してねぇ!!」

　自分を奮い立たせるはずが、中学一年の自分に背後から闇打ちを食らい、やはり一年で勇者とか絶対無理なんじゃないかと、康やす雄おはまた頭を抱えたのだった。







　とはいえ、目の前に迫る追試という現実に対応せねばならない康やす雄おは、結局三枚のうち二枚の答案を剝がしてテストの復習に取りかかった。

　何せ先生達も暇ではない。康やす雄おのためだけに新しくテストを作り直すわけではなく、古文と英語Ｒリーデイングの追試は本テストの問題文を流用して作られることが事前に告知されていた。

　特に長文読解は全く同じ文章がそのまま出てくるため、きちんと復習さえしていれば、得点できないなどということは絶対に無いはずなのだ。

　ちなみに合格ラインは80点以上で、合格すれば評定が赤点の３から４に上がる。

「くそ……こんな長文を隅から隅まで把握しなきゃいけないなんて」

　英和辞典を使って解読する英語Ｒリーデイングの長文読解問題の一つは『日本の高校生が初めての海外旅行で出会った様々な出来事の感想スピーチ』である。

　高校生なら語学留学のためにニュージーランドにでも行けばいいのに、何故なぜか文中の高校生『ＨＩＲＯＳＨＩ』の行き先はハワイだった。

　メジャーな観光地程度のイメージしか持っていなかったハワイの魅力を沢山発見できたらしい。

　特に驚いたことは、日本人観光客の増加や日本企業の進出に伴い、多くの場所で日本語が通じたり日本語表記の案内があったことだそうだ。

「何でお前はそれを日本に帰ってきてまで英語で言うんだよＨＩＲＯＳＨＩィ！」

　自分の赤点を棚に上げて文中のＨＩＲＯＳＨＩに悪態を吐つく。

　だが、そもそも英語でスピーチできるＨＩＲＯＳＨＩと赤点のＹＡＳＵＯでは勝負にもならないため、悪態を吐つけば吐つくほど惨みじめになるだけだ。

　だがＨＩＲＯＳＨＩのスピーチ全文を何とか把握してから、康やす雄おはふと気づく。

「アンテ・ランデに行くんなら、向こうの言葉分かってなきゃ駄目なのかな」

　ディアナは日本語を完璧に操っているし、ウィリアムの言葉も思い出してみると日本語だったし、アレクセイ＝シィですら『ユウシャヒデオ』だけだが日本語を話していた。

「親父おやじ達のおかげで日本語は結構通じるのか？　いやいや、日本語ぺらぺらなのはディアナの家族だけってことも……でもウィリアムは関係ないよな。どうなってんだ？」

　何十年も日本に住んでいて、芸人相手にボケやツッコミもこなすような外国人タレントですら、母ぼ語ごの干渉、いわゆる『外国人訛なまり』が取れていない者が多いことを考えると、ディアナの日本語は異世界人なのにネイティブとの遜色の無さが異次元レベルだ。

「そういや親父おやじも母さんもいきなりアンテ・ランデに行って話が通じたわけだから、日本語で喋しやべれば都合よく魔ま導どうの力で相手に分かってもらえるみたいな現象が起こるのかな……それともまさか、アンテ・ランデの共通語は日本語だった……？」

「何ブツブツ言ってんの、そろそろ出かけるわよ」

「うわああっ!?」

「部屋の外まで独り言聞こえたわよ。勉強してたんじゃないの」

　いつの間にか部屋のドアが開いていて、母が困惑の表情で立っていた。

「してたよ！　てかノックくらいしろよ！」

「したわよ。あんたが聞いてなかったんじゃないの。ディアナちゃんの日用品を買いに行くついでに外食しようって、朝から言ってたでしょ。そろそろ行くわよ。レストラン、遅くなると混んじゃうし」

「え？　ああ、もうそんな時間か。分かった、すぐ行く」

　スリムフォンの時計を見ると、既に夕方の五時を少し回っている。

「ヤスオ、お疲れ様です」

　母についてリビングに下りて、そこにディアナがいることに、康やす雄おは最も早はや何の疑問も抱かなかった。

　それくらい、ディアナのいる風景は日常化してしまっていたのである。

　やっぱりうちを出る必要なかったんじゃないか、と思うには思ったが、それを言うほど無神経ではないので、

「待たせてごめん」

　それだけ言うと、英ひで雄おや和のど香かもそれぞれに出る準備を始めたのだった。




　　　※




　所ところ沢ざわ駅えき西口周辺はコンパクトながら繁華街のお手本のような街である。

　駅前のバスターミナルを囲むように百貨店や銀行が軒を連ね、駅に隣接する西せい夕ゆうは、所ところ沢ざわ駅えき乗降客にとって欠かせない買い物インフラである。

　駅を出て右手にあるプロポ通りは、学生も気軽に入れるチェーンのカフェから奥まった場所にある通好みの割かつ烹ぽうまで、飲食店の選択肢には事欠かず、ゲームセンター、パチンコ屋、カラオケなど、老ろう若にやく男なん女によが楽しめる商店街だ。

　それを抜けた先にあるのがショッピングセンター、オゾン所ところ沢ざわ店てんである。

　その偉容を前に、異世界の魔ま導どう機き士しディアナは呆ぼう然ぜんと立ち尽くしていた。

「こ、これが、伝説に謳うたわれるデパート、というものですね！」

「ディアナさんちょっと落ち着いて。何言ってんのか分からない」

　夜尚なお明るい活気と雑踏が満ちるプロポ通りを抜けた先にある巨大な商業施設に、ディアナは度肝を抜かれたようだ。

　日本に来てそこそこ時間は経たっているが、ディアナの行動半径は剣けん崎ざき家け周辺と康やす雄おと和のど香かの学校周辺に限られていた。

　康やす雄おの予備校も所ところ沢ざわ駅えき西口側にあるのだが、駅を挟んでプロポ通りとは反対方向に位置するため、気にはなっていたもののこちら側に来たことは無かったディアナ。

　康やす雄おも和のど香かも、最も早はや幼少期から馴な染じんでしまった光景の一つ一つがディアナには新鮮に映るらしい。

　そしてその最たるものが、このオゾン所ところ沢ざわ店てんだったようだ。

「母から聞いたことがあるのです。ニホンには、城ほどの大きさがある建物に収まる立体的な市場があると。それが、これなのですね！　これがデパートなのですね！」

「立体的な市場って……大きさならあっちのタワマンの方がよっぽどだし、てか、オゾンはデパートじゃないよね？　ショッピングセンターとデパートの違いって何？」

「売り物の価格帯や想定する客層の違いだな。最近じゃ境目が曖昧になってきてるが、それでも身も蓋も無いことを言えばデパートは高級品、デパート以外は大衆品を売ってると思えばいい。アンテ・ランデの都市には、こういう複合型の大型商業施設ってのが無いからディアナちゃんが珍しがっても仕方ないな」

「へえ、無いんだ。でも何で？」

　父の解説に、今にも走り出しそうなディアナの服の裾を摑つかみながら、和のど香かが振り向く。

「何で？　うーん、多分だけど徴税の問題とか、あとは集客距離の限界とかだろうなぁ。造れなくはないんだろうけど、造ろうと思わないんじゃないか」

「集客距離？」

「ああ。例えばこの前の戦いでうちの車が壊れてなかったら、今日ここに来たと思うか？」

「あー、そういや郊外の方のオゾンとか、電器屋も遠くに行ってたかもね」

「その遠くっていうのがな、電車や車の無い世界じゃ本当に遠いんだ。例えばほら、入いる間まのアウトレットパークあるだろう」

　父は、隣の入いる間ま市しの国道十六号線沿いにある郊外型アウトレットパークのことを例に出す。

　アメリカ資本の会員制大型スーパーに隣接しており、所ところ沢ざわ市し近縁のショッピングスポットとして代表的な地位を確立しつつある場所であり、康やす雄おも和のど香かも何度か行ったことがある。

「あのアウトレットに、家から歩いて来てる人ってどれだけいると思う」

「歩いて？　さすがにそんなにいないんじゃない？」

「いや、ほぼいないだろあの辺は」

　康やす雄おも話に加わる。

「だろ。ここだって、うちが所ところ沢ざわに住んでるからあまり気にしないが、これが例えば小こ手て指さしに住んでたら、気軽に歩いて来ようと思わないだろ」

　小こ手て指さしは、所ところ沢ざわ駅えきから飯はん能のう方面に二駅下る、西せい武ぶ池いけ袋ぶくろ線せんの始発駅の一つである。

　電車で二駅分の距離を歩く人間は、いないとは言わないが一般的ではないだろう。

「まぁ、小こ手て指さしにも西せい夕ゆうあるしね」

「そういう話をしてるんじゃない」

　父は苦笑するが、さすがにここまで言われれば康やす雄おも和のど香かも理解できる。アンテ・ランデの一般市民には、電車や自動車、自転車のような身近な長距離移動手段が存在しないのだ。

　自然、客を集められる範囲は狭くなり、客の絶対数が少なければ大型商業施設を造ってもすぐに商売が立ち行かなくなる。

　ちょっと電車や車で足を延ばしてどこどこに買い物に行こう、という考えそのものが、アンテ・ランデには存在しないのだ。

「あれ？　でも、ディアナ飛べるよな。飛べれば距離はあんまり関係なくないか？」

「私は飛べても、荷物は飛んでくれませんから」

　途中から話を聞いていたディアナはしみじみ頷うなずく。

「大きな貨物を飛ひ翔しようさせる魔ま導どうがあるにはあるのですが、費用や魔力がかかりすぎて地上で馬車を用いた方が圧倒的に費用対効果が高いのです。それも買い物のためにちょっと遠乗り、というほど安価でもありません。魔ま導どう機き士しでもそうそう長距離は飛べませんし、それに、空を飛んでも市壁を越えるのには結局税がかかります。世界中の主だった都市は必ず市壁の上に対空監視兵を常駐させていますから、気軽に遊覧飛行、というわけにはいかないのです」

「空飛ぶのに税金かかるのかよ」

　思わず突っ込みたくなるが、確かに当たり前のように空を飛ぶ人間だらけの世界なのであれば、飛空という移動方法に対する社会的対策が古くから発展して当然だろう。

「でも道路とか水路じゃなくて空でしょ？　結構逃げられちゃったりするんじゃないの？」

　和のど香かの問いに、ディアナはいかめしい顔で首を横に振る。

「許可無く国境や市壁を空から越境するのは重罪です。どこでも対空監視兵はエリート揃ぞろいですし、魔ま導どう設備も大きな予算が割り当てられています。魔ま導どう機き士しの一人や二人、逃げてもすぐに探知されてしまいますし、大国なら領空侵犯した飛空体を自動で撃ち落とす大型の武ぶ機きが配備されています」

「そういやあったなぁ、対空高射砲みたいのが」

　ファンシーショップが入る一階フロアで父が懐なつかしげな顔で物騒な単語を発し、

「デパート無いのに対空高射砲があんのか」

　康やす雄おは異世界の奇妙な不思議さに触れて首を傾かしげる。

「ほらほら今はそんなことよりディアナちゃんの買い物でしょ」

　円まど香かに促され、とりあえず一行はオゾン上階へと上がる。

　順々に見ていくためエスカレーターを利用するのだが、康やす雄おは以前ディアナが初めてエスカレーターを使ったとき、全く驚かなかったことを思い出した。

　予備校からの帰りに所ところ沢ざわ駅えきの駅ビル内を通ったとき、ディアナはごく自然にエスカレーターを乗り降りしていた気がする。

「なぁディアナ、エスカレーターって、レスティリアにあるのか？」

「はい。ありますよ」

　するとあまりに意外な返事。

「ニホンほどあちこちではありませんが、王宮や聖堂、大貴族の邸宅などには、似たような設備がありますし、福祉政策が充実している都市なら街の中にも魔法階段と呼ばれる設備があります」

「へぇ……」

　さすがにそれまで父や母の影響のはずはないが、考えてみると現状康やす雄おはレスティリアのことをほとんどイメージでしかとらえていない。

　これではデパートを珍しがるディアナをバカにはできない。

　追試が終わったら、次はレスティリアの生活様式、文化や風俗についても学ばなければならないし、何より、言葉の問題も解決しなければならない。

「なあ親父おやじがアンテ・ランデに行ったとき……」

　エスカレーターを降りて父に声をかけようとしたが、

「じゃあ和のど香か、そっち頼んだぞ。俺達はささっと家電類見てくるから」

「はーい」

「すみません、宜よろしくお願いいたします」

「康やす雄お、荷物持ちくらいはしてあげなさいよ。とりあえず一時間後目安で連絡するから」

「え？　え？　え？」

　父と母は、エスカレーターで家電フロアへ上がっていってしまうし、和のど香かとディアナは下りて雑貨のコーナーへと行ってしまう。

「あ、え、あ、ちょ、ちょっと待ってくれ！」

　高校三年生男子の本能として、かろうじて両親ではなく女子二人を追ったが…………結果的には色々と間違いだったとしか言えなかった。







　和のど香かとともに買い物に興じるディアナはとても楽しそうで、会話もはずんでいるようだ。

　その内容を把握できないのは、康やす雄おが売り場から少し離れたエスカレーター際ぎわのベンチでぐったりしているからだ。

　その傍かたわらには、和のど香かのアドバイスでディアナが選んだ日用品が積まれている。

　配送を必要とする大物こそ無いが、カップや食器などは運ぶのに気を使うし結構重い。

　タオルケットやシーツなどの軽くてもかさばるものもあるし、化粧品のボトルなどもこんなに重いものとは知らなかった。

　ディアナは当初、康やす雄おに荷物持ちをさせることを断固として拒んだが、むしろ康やす雄おの方から頼み込みやらせてもらっている状況であった。

　それはディアナの独立生活に対して責任を感じているからではない。

　ただただ女子の買い物時間の長さに圧倒されてしまい、手足のある台車に徹した方が気分的に楽だと気づいたからである。

　何に圧倒されたかと言えば、まず候補をピックアップするまでが長く、更に候補を絞り込むまでが長く、意見を求められてもそれが参考にされる気配もなく、酷ひどいことになると散々時間をかけて悩んだ末に結局買わない、という事態が頻繁に起こる。

　だが、和のど香かとディアナの様子を見ている限り、それは世界や次元の壁を越えて、女子には全く普通の現象らしい。

　基本買い物に悩むことの少ない康やす雄おは、

「スリッパくらいどれでもよくないか？」

　十分以上かけて室内スリッパを吟味した末に結局買わずに終わったときにはついうっかりそうこぼしてしまい、和のど香かに睨にらまれディアナに申し訳なさそうな顔をされてから、貝の沈黙を保っている。

　俺なら適当に決めちゃうけどな、と思うシーンは多々あれど、彼女達の買い物と自分の買い物を比較するのは、ライオンの狩りとチョウチンアンコウの狩りを単純比較して優劣をつけるくらい無意味で次元が違う。

　母は一時間後に待ち合わせと言っていたが、食器数点とシーツ、化粧品を買うだけで既に一時間が経過しようとしている。

　今三人は衣類のフロアにいるのだが、康やす雄おには女子の衣類の良よし悪あしは分からないし、下着類も買わねばならないと言うので、最初からベンチ待機を命じられている。

　ベンチの位置から見えるキャッシャーのどこにもディアナと和のど香かの姿はないから、まだまだ売り場であれこれやっているのだろう。

　無料メッセージアプリＲＯＰＥの家族ルームに『もう少し時間がかかりそうだ』という連絡を入れようとしたとき、目の前に影が差した。

　顔を上げてそこにあった顔に、康やす雄おは驚きよう愕がくする。
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「帯たて刀わきさん!?」

「やっほヤス君。何、そんな驚いた顔して」

　康やす雄おの中学時代のクラスメイトで、現予備校仲間である帯たて刀わき翔しよう子こが買い物袋を手に提げて立っていた。

「買い物？」

「え、あ、うん、その、俺のじゃないけど」

「それは分かってるよ。ファンシーショップの食器に、そっちは化粧品ぽいし」

　言い訳がましくなる康やす雄おに、翔しよう子こはベンチの上の袋の山を見て苦笑する。

「荷物持ちさせられてる感じ？」

「あ、まぁ、うん、帯たて刀わきさんは？」

「私はこれから講座。でもその前に色々買いたいものあって」

　そう言う翔しよう子この袋をよく見ると、オゾン内に入っている書店のものだった。

　康やす雄おの視線に気づいたのか、翔しよう子こは袋を掲げて見せる。

「買ってる漫画の最新刊が出てたから、今週一週間頑張ったご褒ほう美びに」

「堂々としてんな」

「日頃の努力の賜たま物ものよ。あー……それでさ、ヤス君」

「ん？」

　堂々とした翔しよう子こは、突然そわそわし始め、また康やす雄おの傍かたわらの買い物袋を見て、言った。

「その、家族と？」

「ん？　何が？」

「や、だから、買い物、来たの、家族と？」

「え？　あー……まぁ、うん。それがどうかしたの？」

「いや、何か私が声かけたらギョっとした顔になったからさ、見られたらマズかったのかなーって、ここ、女性ものフロアだし、買ってるの、女の子のものばっかりだし」

「あ、あー……ああ……あー」

　確かに、周囲を見回してもおよそ康やす雄おの普段の生活には縁のないものばかりだ。

　そしてあることに気づいたのだが、今、自分は結構危ない立ち位置にいるのではなかろうか。

　自分の中では翔しよう子こが不問に付してくれて既に終わったことになっていたが、日本に来たばかりのディアナは一度、夜道で翔しよう子こを威嚇したことがあるのだ。

　やむを得ない部分もあり、翔しよう子こは間に挟まった康やす雄おを責めはしなかったが、ディアナ本人が翔しよう子こに直接謝罪したわけではない。

　今更翔しよう子こがあのときのことを予備校で騒ぎ立てるとも思えないが、それでも無礼を働いたのが『こちら側』である以上、今後の人間関係に波風を立てないためにも、またアンテ・ランデに関する出来事を拡散しないためにも、ディアナと翔しよう子こが偶発的に出会ってしまうのは得策ではない。

　だが日ひの本もとに遍あまねく存在する八や百お万よろずの神々は、そんな康やす雄おの思惑など酌くんではくれなかった。

「お待たせしてしまって申し訳ありませんヤスオ。今大体の物を一通り買い終えたので、とりあえず合流を……あら？」

　きっと康やす雄おを待たせて申し訳ないと思ってくれているのだろう。

　ディアナは大きな袋を両手に抱えて急ぎ足で駆け寄ってきた。

　もっとゆっくり見てきてよかったのに。そう思っても最も早はや全てが手遅れだ。

　せめて和のど香かが一緒に戻ればいいのに、何をやっているんだあの妹は。レジにもいないし一体どこに。

　ディアナは康やす雄おと話している翔しよう子こを見てきょとんとしているし、翔しよう子こは翔しよう子こでディアナの顔を驚きよう愕がくの表情で見返していた。

　もう康やす雄おは余計なことを考えるのをやめた。

　最も早はや、この場を自分一人の絶望的に低い対異性用アドリブ能力で泳ぎ切るしかない。

「えっと、ヤスオのお友達の方ですか？」

　ディアナの問いは、康やす雄おと翔しよう子この真ん中を通るようにおずおずと発せられた。

　これまた随分日本人的な声のかけ方だ。そんなところまで完璧に日本語操らなくてもよかろうに、これでは康やす雄おが答えるしかないではないか。

「ああ、あの、うん。帯たて刀わき翔しよう子こさん。俺の、予備校の友達。で、帯たて刀わきさん。こっちが前にも話した、うちの親父おやじの知り合いのディアネイズ・クローネ」

　女子同士の間に挟まってそれぞれをそれぞれに紹介するなど、康やす雄おの人生の中で掛け値なしに初めての事態だ。

　元々あった焦あせりも手伝って、かなり早口になってしまったことは否いなめない。

　そしてディアナも翔しよう子こも、康やす雄おの答えにすぐには反応せず、それぞれ相手の顔を数秒眺め、

「「あっ」」

　異口同音に小さく叫んだ。

「あのときヤス君の敵とか言ってきた人!!」

「その節は本当に申し訳ありませんでした!!」

　翔しよう子こはわずかに身構え、ディアナは上半身が外れるのではないかと思うほどの勢いで頭を下げた。

「その、あの頃は私、ニホンの色々に本当に不慣れでして、ヤスオのご学友とも知らずご無礼を働いたことを、いつか謝罪しなければと思っておりました。本当に申し訳ございません」

　米つきバッタのようにぎっこんばったんと何度も頭を下げるディアナに、翔しよう子こは毒気を抜かれたように頭を搔かく。

「ああ、まぁ、その。驚いたけど、事情は聞きましたし、まぁ、その、いいですよ、そこまで謝ってもらわなくても。顔上げて下さい」

「恐れ入ります！」

　ディアナは真っ赤になりながら顔を上げ、それでももう一度翔しよう子こに頭を下げた。

「お、おいディアナ、何か色々こぼしてるこぼしてる」

「あ、あ、ヤスオ、ごめんなさいごめんなさい！」

　本人の中でも、よほど心に重荷として残っていたのだろう、ディアナの表情が心から安あん堵どしていることが分かる。

　謝りまくったせいで溢あふれんばかりの衣類が詰め込まれた袋のテープが剝がれてしまい、色々と細かいものが散っているのを康やす雄おが拾い上げてディアナに渡すくらいには、激しい謝罪であった。

　それを見て、翔しよう子こは溜め息を吐ついた。

「ま、こりゃ仕方ないわ」

「へ？」

　その瞬間、翔しよう子この雰囲気が少し変わったように思えたのは、康やす雄おの気のせいだろうか。

　翔しよう子こはディアナに向かい合うと、柔らかい口調で自己紹介した。

「私、剣けん崎ざき君と同じ中学校を卒業した帯たて刀わき翔しよう子こです。剣けん崎ざき君が言った通り、同じ予備校に通ってるの最近お互い気づいて、今も偶然会ったから声かけただけなんです」

「そうだったのですか」

「ええ。えっと、クローネさん？　は、剣けん崎ざき君と買い物ですか？」

「ヤスオと、と言いますか、ほとんど荷物持ちばかりさせて申し訳ない状況で」

「そっか」

　翔しよう子こは微笑ほほえむが、それは妙に乾いた笑みであった。

「それじゃ、私、今日も講座あるから行くよ。お邪魔しちゃ悪いし」

「ん？　あ、ああ……ん？」

　今、翔しよう子こは何か変なことを言わなかったか？

「ね、剣けん崎ざき君、気持ちは分かるけど、せめて服選ぶときくらいは一緒に回ってあげなきゃ駄目だよ。次からはそうしなね」

「うん……うん？」

　やはり、何か妙だ。

「あの、帯たて刀わきさ……」

「それじゃね、剣けん崎ざき君、また予備校で会ったら」

「あ、……うん。また」

　ほとんど康やす雄おに何も言わせずに、翔しよう子こはさっさと行ってしまった。

　ディアナはそれをまた頭を下げながら見送ったが、康やす雄おは得も言われぬ違和感にもぞもぞして半はん端ぱに手を振るだけで終わってしまう。

「ありゃ完全に勘違いされてるね」

「うわあっ!?」

「ノドカ!?」

　すると、いつの間にかディアナの隣に和のど香かが立っていて、訳知り顔で腕を組んでいた。

「あの人、最初はお兄ちゃんのこと『ヤス君』て呼んでたのに、いきなり『剣けん崎ざき君』になったの気づかなかった？」

「ああ、そう言えば……ってお前、いつから聞いてたんだよ！　てかどこ行ってた！」

「最初はって言ったでしょ。お会計終わってからトイレ行ってたの」

「お前何を当然のように……！」

「まぁそれはともかく、勘違いされちゃってるねー」

「は？　勘違いって何がだよ」

「はぁ？　お兄ちゃんマジで言ってる？」

　和のど香かは呆あきれた顔で、兄とディアナの顔を交互に見るが、二人はきょとんとした様子。

「はああああ……大丈夫かこの年上二人は……」

　妹、和のど香かは激しく肩を落としたのだった。




　　　※




「そ、そ、そんな、私とヤスオが、つき、つき、つきあって、って、そんな……！」

　ディアナの引っ越し祝いを兼ねた外食でお腹なか一杯幸せ一杯の帰り道。

　先ほどの翔しよう子ことのやりとりの意味をふとディアナが尋ねると、

「え？　本当に分かってなかったの？　あの帯たて刀わきさんって人、お兄ちゃんとディアナさんが付き合ってると思ってるよ」

　というとんでもない答えが返ってきたのだ。

「え!?　マジで!?」

　兄まで真剣に驚いた顔をするものだから、和のど香かは呆あきれたように首を振る。

「だから急に呼び方が変わったり、突然よそよそしくなったりしたんじゃん。まして前にディアナさんが敵だーとか言って脅したのって、あの人なんでしょ」

「そ、そんな……私、そんなつもりは……」

「いや、そんなことあるかあ？　無いだろ？　なぁ」

「あるよ。私だってあんなの見せつけられたら普通に予防線張るよ」

「な、何だよ見せつけって、予防線って」

「ディアナさんも色々誤解させやすい言動するからなぁ。お兄ちゃんも変な勘違いしないようにしなね？」

「な、なんだよ変な勘違いって……！」

「あー……なんかあのカレー屋、前と味変わったか？」

「コックさんの入れ替わり激しいみたいねー。でもナンは前より大きくなってたわよ」

　子供達の会話を背後にしながら、父と母は聞こえないふりで先ほど後にしたインドカレー屋の感想をひとしきり言い合う。

「ど、どうしたらいいと思う？　その、誤解がマジだとして」

「ええ？　どうしようもなくない？」

「そ、そんな」

「だって、帯たて刀わきさんにとってお兄ちゃんが誰と付き合ってても関係ない人なら、改めてディアナさんが彼女じゃないとか話題振っても自意識過剰にしか映らないでしょ。お兄ちゃんが帯たて刀わきさん狙いなら話は別だけど」

「お前さっきから発言がえげつなさすぎ……！」

「だってそうじゃん。あとはまぁ、億に一つ、帯たて刀わきさんがお兄ちゃんのこと好きだったりとかしたらまた話は別かもしんないけど、会ったの自体久しぶりなんでしょ？　だったらまずそんなこと有り得ないだろうし、ぶっちゃけ放ほっとくしかないんじゃない？」

「ほ、放ほっとくたってそんな」

「実際そうでしょ。大体今時小学生だって付き合う付き合わないくらい話題にするのに、高三にもなってこんな勘違いで慌てても仕方ないじゃん」

　女子十四歳のクール過ぎる意見に、男子十八歳反論できず。

　和のど香かは、背後で耳まで赤くして俯うつむいているディアナをちらりと振り返ってから続ける。

「ま、どうしても気になるなら今度会ったときか、ＲＯＰＥででも違うんだって言ってみたら？　帯たて刀わきさんのお兄ちゃんに対する印象がどんなでも、すっごい微妙な空気にはなると思うけど」

「救いが無さすぎる」

　妹の分析に対してとことん反論できる経験値の無い自分に落ち込む康やす雄お。

「その、ごめんなさい。私の短慮のせいで、私なんかと人からそう見られてしまって……」

　そこに沈み込んだ声でディアナの反省の声がかかり、康やす雄おはまた血の気が下がる。

　取りようによっては、康やす雄おがディアナのことを人間関係上の邪魔者だと思っているとも取れることに今更気づき、

「い、いや、それは違うんだ。これはなんというかその、俺は純粋に自分の状況を正確に他人に把握しておいてほしいだけで、その、ディアナに魅力が無いとか女子として見てないとかそういうことじゃなくて……あ、でも、その、これも変な意味じゃなくて、その、ええっと、何て言えばいいのか……」

「どーろーぬーまー」

　極めて言い訳がましい兄の様子をどこか楽しむような表情の和のど香かだったが、

「お父さん、お母さん、どうしたの？」

　ふと、両親が立ち止まったことに気が付いた。

　その答えが来る前に、

「ヤスオ、ノドカ、少しだけ身を低くして下さい」

　先ほどまで顔を真っ赤にして俯うつむいていたディアナが、別人のような顔つきで厳しい目を父と母の先に向けている。

　既に家の近く。街灯と家々の灯あかり以外は目に映るものもない閑静な薄暗い住宅街。

　もう剣けん崎ざき家けも道の向こうに見えているのに。

「母さん、二人を頼む。ディアナちゃん、後ろは」

「ＯＫ」

「三体います。こちらはお任せ下さい」

　ディアナは買い物袋を足下に落とし、どこに携帯していたのか、異世界の武ぶ機きであるポルックスの光の刃やいばを左手に出現させる。

　本来は右手用のカストゥルと対になる二刀の武ぶ機きなのだが、そちらはウィリアム襲撃の際の戦いで破損してしまい、ずっと剣けん崎ざき家けに置きっぱなしになっている。

「ま、まさか」

　和のど香かが青い顔をして周囲をきょろきょろと見回し、康やす雄おも緊張で動どう悸きが激しくなるのを自覚しながらも、なんとかこらえて状況の把握に努める。

　父の見る方向に、三体。

　同じくディアナが見る後方に、三体。

　異世界の怪物、シィがいた。

　夜の闇を凝縮した色の炎を纏まとい、その奥から禍まが々まがしい赤い瞳が覗のぞく。

「まだ人通りのある時間だ。すぐに終わらせるぞ」

「はいっ」

「康やす雄お、和のど香か、一応、動くんじゃないわよ」

　次の瞬間、康やす雄おと和のど香かと円まど香かとディアナが落とした買い物袋を、円まど香かの手から生まれたオレンジ色の光のドームが内側に守るように包む。

　確認するまでもない。母が展開した魔法の防壁、バリアだろう。

　ほのかに温かいその内側で和のど香かの表情が少し和らぐ中、康やす雄おは必死で二人の戦いを凝視していた。

　父の相手は道を塞ぐように立ちふさがる三体のシィ。

　かなり大柄なシィもいるが、休日のサラリーマンの装よそおいの父は躊躇ためらうことなく素手で立ち向かっている。

　その拳の先から何か出ているのか、父の繰り出した拳圧でシィは頭が吹き飛び、あるシィは全身に稲妻が走り、あるシィは竜巻に巻かれて黒い炎ごと空に打ち上げられる。

　この間、本当に十秒ほど。

　父は聖剣も出さず、余裕の表情を浮かべている。

　翻ひるがえって今度はディアナ。

　こちらは屋根の上にそれぞれ一体ずつ、バラバラに出現していた。

　それが一斉にディアナ目がけて襲い掛かってくるが、ディアナはポルックスの魔ま導どう弾だんでそのうちの一体を撃墜する。

　攻め手を欠いた二体の着地を冷静に回避すると、体勢が整う前にそのうちの一体に向けて光の刃やいばを繰り出し体の真ん中を突き通す。

　空手になったディアナの背中目がけて、残る一体が闇の炎に巻かれた剣らしきものを繰り出してくるが、ディアナは振り返りもしなかった。

「地の底に眠る炎の車輪よ、その轍わだちで叡えい智ちを開け!!」

　短い詠唱とともに右足を激しく地面に叩たたきつける。

　その瞬間、ディアナの背後に迫るシィがアスファルトの地面から立ち上がった無数の炎の柱に囲まれ身動きが取れなくなり、炎が消えた後には力を失ったのか膝から崩れ落ちるシィがいるのみであった。

「はぁ……お、終わったの……？」

「多分ね。大丈夫、和のど香か」

「う、うん……なんとか」

　時間にして三十秒もかからなかっただろう。

　幸い、誰かに見とがめられることもなかった。

　和のど香かはただ、ほっと胸をなで下ろして座り込んでしまっただけだったが、康やす雄おは父の圧倒的な力はもちろん、ディアナの超人的な挙動を目まの当あたりにし、難しい顔をしていた。

　ウィリアムの事件以来、シィが出現したのはこれが初めてだった。

　だからだろうか、康やす雄おは敵の全てが倒れても、全く安心していなかった。

　シィの襲撃そのものは決して偶発的な出来事ではない。

　少なくとも過去二回の襲撃はウィリアムの手引きにより明確に勇者ヒデオとその家族を狙うものであった。

　だから確信している。

　日本に現れるシィは、ゲームのフィールドで偶然に遭遇する敵対モブではなく、明確な害意の下に差し向けられたものだと。

　そして今の六体の中に、アレクセイ＝シィのような『リーダー格』が存在しなかった。

「ディアナ！　屋根の上に!!」

　康やす雄おの叫びに、全員がはっと上を見上げると、新たなシィが今まさにディアナに向けて飛びかかってくるところだった。

　小柄なシィだ。

　最初の六体に比べ、明らかに一回り小さい。

　だが、動きの俊敏さは、待ち受けるディアナが回避を選択するほどのスピードであった。

　小柄なシィは腕も使って四点で着地すると、曲がった関節を伸ばすと同時にディアナ目がけて体ごと跳躍する。

「なっ……！」

　意表を突かれたディアナはその攻撃をポルックスで受け止めるが、全体重をかけた攻撃に体勢が揺らぐ。

「噓うそだろ」

　ディアナの体力は、魔力のサポートも相まって超人的だ。

　如何いかに今の攻撃が物理的に重かったからといって、たかが体当たりであそこまで体勢が崩れるものだろうか。

「大丈夫か」

　英ひで雄おがディアナのカバーに入り、小柄なシィもそれに気づいて追撃を止やめる。

「どうやらこいつが、今回の頭か」

「そのようですね。妙に攻撃が重いです。気を付けて下さい」

　ディアナが英ひで雄おに警戒を促す中、康やす雄おはふと、背後を振り返る。

　そこには父が倒した三体のシィが倒れる姿。だが黒い炎は煤すすを巻き上げて燻くすぶり続つづけている。

「そうだ、送らないと、また現れるぞ。んんっ……」

　これだけは、既に自分でもできると実証済みだ。

　アンテ・ランデの鎮魂歌。

　シィの炎を鎮しずめ、天へと送る歌を康やす雄おは既に習得している。

『広き空よ　彼かの者　迎え入れよ　広き海よ　彼かの者　迎え入れよ』

　母のバリアの中からも康やす雄おの歌声が届き、父が倒した三体の炎がほどけ、風に吹かれた薪の灰のように空へと散って行き、そこにシィが存在したという痕跡は跡形もなくなっていた。

「よかったね、前のが偶然じゃなくて」

　シィが送られたのを見た和のど香かが康やす雄おに茶々を入れる。

「うるせぇ。よし、次はあっちを……」

　まだディアナの倒した三体が残っている。

　康やす雄おが振り向くと、妙なことになっていた。

「……なんだ？」

　あの小柄なシィが、棒立ちになっている。

　先ほどまで俊敏な動きと謎のパワーでディアナを翻弄していたとは思えない程、康やす雄おの目から見ても隙だらけだった。

「ど、どうしたんだよ。二人とも、早くそいつ……」

「いや」

「それが……」

　英ひで雄おとディアナも何故なぜか倒しあぐねている様子なのだが、現状倒さない理由が分からない。

「とりあえず、そっちの三体も送るぞ。だから早くしてくれよな」

　妙な動きをしているとはいえ、シィを倒さない理由はない。

　父とディアナに任せておけば安心だからととりあえずは鎮魂歌を再び歌い、それぞれに倒れる三体を送るが、

『ア…………ア……ァ』

　何故なぜかあの小柄なシィまでもが、鎮魂歌に聞き入ったかのように炎が消し飛び始めたのだ。

　倒れた者達ほどではない。

　だが、送られるときの現象と同じく、少しずつ炎が剝がれて行く。

「これは……？」

　ディアナがその現象に目を丸くしているうちに、倒された三体は虚こ空くうに消え、小柄なシィは歌に圧倒されるように後ずさって行く。

　まさか、このまま浄化できるのだろうか。

　康やす雄おが終わろうとする鎮魂歌を、もう一度最初から歌い直そうとした次の瞬間だった。

『グルッ!?』

　シィが、突然獰どう猛もうな唸うなり声ごえを上げて大きく飛びのいた。

　そして今までシィがいた場所に、何か硬いものが突っ込む音がして、ディアナと英ひで雄おもはっとして身構えた。

　まるでどこかから狙撃されているように、逃げるシィを追って硬い音が地面を這はう。

「この攻撃は……！」

　ディアナが狙撃の発射点を特定しようと周囲を見回したとき、それは唐突にシィとディアナの間に降り立った。

「何をぐずぐずしている！　クローネ少佐！」

　凜りんとした女性の声が、小柄なシィを追った。

「シィを前に攻撃を躊躇ためらう者があるか！」

　街灯に照らされた髪の色は、銀色であった。

　音も無く着地し、流れるような身のこなしであっという間に小柄なシィとの間合いを詰めるその後ろ姿は、レスティリア魔ま導どう機き士しの兵装のようだ。

「せああああっ!!」

　その手に携えた長い棒のようなものを振りかぶり、小柄なシィに止とどめの一撃を加えんとする魔ま導どう機き士しであったが、

「くっ！」

　間一髪、その攻撃は空振った。

　シィの姿が急速に萎しぼみ、闇の炎の柱となってすっと地面に吸い込まれてしまったからだ。

　あれが、送られなければ起こるというシィの逃亡か。

　倒したと思ったシィも鎮魂歌で送らなければあのように地面に吸い込まれ、またどこかで新たな死者として復活するのだろう。

「逃がしたか」

　シィに止とどめを刺し損ねた新たな魔ま導どう機き士しは悔しげに舌打ちをするが、すぐに気を取り直したのか、棒状の武器を軽く地面に立てる。

　その棒を中心から二つに折って、二丁拳銃のように腰のホルスターに入れると、魔ま導どう機き士しは初めて振り向き、康やす雄お達に顔を向けた。

　銀色の髪に、青い瞳。

　冷たい印象を抱かせる表情ながら、装よそおいは康やす雄おが初めてディアナと会ったときと同じ、レスティリア魔ま導どう機き士しの軽けい装そう鎧よろい。

　胸元の十字飾りがディアナの紺色とは違い金色で、両手首には蛇を模したバングル。額には赤橙色の宝石が嵌はまったサークレットをつけている。

　街灯の灯あかりの下に現れたその人物の顔を見て、ディアナは姿勢を正し、右手を掲げる。

　それが敬礼だと気づいたのは、新たな魔ま導どう機き士しも同じようにしたからだ。

「任務ご苦労。クローネ少佐」

「恐れ入ります、ヴェレッガー大佐」

　やはりレスティリアの魔ま導どう機き士し。しかも、ディアナの上官に当たるらしい。

　そしてこれもやはりというか、明瞭な日本語で会話していた。

　父も母も未いまだ警戒は解かず、新たな人物の登場を見守っているが、ディアナにヴェレッガー大佐と呼ばれた魔ま導どう機き士しは臆さず英ひで雄おに向き直る。

「勇者ヒデオ・ケンザキとお見受けします」

「……そう呼ばれていたのは随分昔の話だ」

「お会いできて光栄です」

　父を確認した魔ま導どう機き士しは、再び敬礼をし、名乗った。

「レスティリア王国魔ま導どう機き士し、ハリーヤ・ヴェレッガー大佐です。ボーラード九世陛下の王命により派遣されました。お見知りおきを」
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　　二章　勇者に求められるもの




「くそ……ＨＩＲＯＳＨＩめ……」

　英語Ｒリーデイングの追試を職員室の隅の応接スペースで受けながら、康やす雄おは口の中で実在するかも分からないスピーチ高校生ＨＩＲＯＳＨＩに悪態をつく。

　完璧に把握してきたＨＩＲＯＳＨＩのスピーチの内容のおかげで、新たな設問もすらすらと解ける。

　制限時間は本テストと同じく50分間だが、全ての設問を解いて頭から見直してもなお時間が余ってしまったため、康やす雄おは少し古びた革のソファに体を沈み込ませ大きく息を吐く。

　この調子なら、古文の追試もさほど困ったことにはならなそうだ。

　残るは現代社会の小論文課題だが、これはもうただただ参考書と資料を読みつつ手探りでやるしかない。

「久々に、帰りに部室寄ってくかな」

　古文の追試は担当教諭の都合もあり三日後だ。

　康やす雄おは、たった今、本来中間テストでクリアするべきだった試験を終えた自分の右手を見る。

　昨日明らかになった、本当ならもっと以前に知っておくべきだったディアナにまつわる真実を受け、康やす雄おは大きな岐路に立たされていた。




　　　※




「単刀直入に申し上げます。ウィリアム某なにがしやケンザキ家の皆さまの現状は全てクローネ少佐の報告により、レスティリア首脳部が把握するところとなっております。その上で」

　剣けん崎ざき家けのリビングにて、くゆる紅茶の湯気を前に、新たな魔ま導どう機き士し、ハリーヤ・ヴェレッガー大佐は、まっすぐ康やす雄おを見た。

「御子息ヤスオの来臨は歓迎されません」

「大佐!?」

　ディアナが驚きの声を上げるが、ハリーヤの眼光は、大佐を拝命する軍人の厳しさで二の句を告げさせなかった。

「ま、そりゃそうだろうな」

　一方の英ひで雄おは、さして驚く風も無く頷うなずく。

「厳しいことを言うようだが、『俺達』の『二代目』でいいのであれば、そもそもディアナちゃんが日本に来る必要もないわけだからな」

「……あっ」

　その一言で、ディアナはまるで初めて自分の立場に気づいた、とでも言わんばかりに呻うめく。

「仰おつしやる通りです。レスティリアが求めているのはあくまで勇者ヒデオご本人。もっと言ってしまえば『伝説の存在の再臨』です。伝説の後継者ではありません」

　ハリーヤは、自分の傍かたわらで姿勢を正して立っているディアナには一いち瞥べつもくれない。

　随分な言いように聞こえるが、ディアナも救国の英雄の娘なのである。

　しかも康やす雄おとは違い、何年もの間魔ま導どう機き士しとしての修練を積んでいるのだからその実力に疑いは無く、康やす雄おを勇者に仕立て上げるよりも何倍も話は簡単だ。

　だが、現実に彼女に与えられた役目は、伝説の後継者ではなく、伝説を呼び戻す使者であった。

「クローネ少佐は優秀な魔ま導どう機き士しですが、その存在は長くレスティリアで知られた現実的な一個人です。戦力として優秀でも、一戦力以上の象徴的存在にはなり得ません」

「……」

　実力はあっても、カリスマ性は無い。

　それが、今のハリーヤのディアナ評であり、恐らくレスティリアの総意なのだろう。

「なお悪いことに、彼女はアレクセイ将軍が戦死されたあの作戦に於おいて、測量武官として従軍しておりました。如何いかにシィ対策が確立されていない頃のこととはいえ、伝説の勇者の仲間である父上をみすみす死なせてしまったことは、憐れん憫びんや同情を誘っても、戦意を高揚させる役には立ちません」

「あの、ちょっといくらなんでも言い過ぎじゃ……」

　堅い言葉を使ってはいるが、要するに父親が死んだ戦いで全く役に立たなかった上に世間からもそう思われている、と言っているのだ。

　あまりにディアナに対して酷すぎる言葉に康やす雄おは抗議の声を上げようとするが、　ハリーヤは、康やす雄おの浅い抗議を一笑に付した。

「ヤスオ・ケンザキ。これはお父上に代わる勇者として立候補した君も直面する現実だ。『勇者ヒデオ』の名は、最も早はや民草や若い騎士達には『神』にも等しい」

「神って、そんな……」

「伝説とはそういうものだ。三十年の間に、勇者ヒデオの名と伝説にどれほど大量の尾お鰭ひれがついたと思う。その尾お鰭ひれ全てを吞のみ込こむ必要は無いが、最低でも国の公式記録と照らし合わせてそぐわぬ程度の実力が無ければ、勝手に失望した者達が簡単に君の敵に回る」

　ハリーヤの分析は、最も早はや勇者ヒデオ云うん々ぬんではなく、社会科学的予測と言ってよかった。

「参考までに聞いておきたいんだが、その尾お鰭ひれってどんな感じになってるんだ？」

　青い顔をして黙り込んでしまったディアナと康やす雄おを見て、英ひで雄おはそんなことを尋ねてみた。

「そうですね。例えば聖剣ルタバーガにまつわる伝説など顕著なのですが」

「聖剣の伝説。うん」

「各地の王室や聖堂などに残る『聖剣の欠片かけら』を全て繫つなぎ合あわせると、刃渡り二十メートルほどになることが調査で判明しています」

「……ありがちだな。ルタバーガは欠けたり折れたりした部分は消滅するんだが」

　英ひで雄おは苦笑するが、次の例にはさすがに目を見開いた。

「あと、今のガズ共和国には『ヒデオ聖せい剣けん川がわ』という川がありまして」

「待て待てなんだその名前」

「誰か止める人がいなかったのそのダサい名前」

　それまで黙って聞いていた和のど香かまで、困惑する。

「ガズ共和国での避難民防衛戦でルタバーガの一振りが大河を生み出し、迫りくる魔王軍の悪魔達から民草を守ったという逸話が……」

「あのときのか！　それはたまたま悪魔の魔法が谷底の鉄砲水を誘発しただけで、地形変えたのは俺じゃないぞ!?」

「事実はどうあれ、勇者ヒデオの戦いの末に生まれた川ということで、今や川沿いには聖堂が建てられ、川の水は聖水として珍重されています。あとは、バスケルガルデ連邦の古代時計塔攻略戦の逸話が有名で」

「嫌な予感しかしないが古代時計塔ってあれだろ、未来を見られる魔法が封印されてるとかいう噂うわさがあったけど、結局は星の運行を記録した古い時代のカレンダーがあっただけの……」

「ヒデオは時計塔の魔法を使って、空に輝く星を一つ生み出したという話に変わっています」

「『魔法を使って』と『星を生み出す』の間に何が起こった」

　最も早はや、世界で起こった超常現象は全部勇者ヒデオのせいにされていてもおかしくない。

「何より語り草は、やはり御身がレスティリアに降臨した際の、悪魔将軍の一団をたった一人で撃退した事件です。総勢十万もの悪魔軍をたった一人で迎え撃ち撃退してしまった」

「いや、総勢三万。あと、俺が倒したのはその一割もない」

　やや遠い目になる英ひで雄おだが、ハリーヤは真剣だった。

「ですが、このような逸話が信じられているということが問題なのです。もちろん、御身が再臨されてその実力が実際の数字通りだったとしても、世界には十分驚異的な数字です。簡単に総勢三万のうち一割も倒していないと仰おつしやいますが、それができる者がいなければ、あの戦いでレスティリアは滅びるしかなかったと、当時を知る誰もが言っています」

「一割……三千の悪魔……」

　康やす雄おは、魔王コール戦役の話をディアナと両親からしか聞いていないし、悪魔という生き物も今のところ見たことが無い。

　だが、三千、という数字が途方もない数であることは分かる。

　恐らくその戦いとは、父がアンテ・ランデに召喚されてすぐに遭遇し、ディアナの両親と知り合った戦いのことだろう。

　自分の環境に置き換えても、武たけ丘おか高校の全校生徒数は七百人弱。

　その四倍以上の数が殺意を持って一斉に自分に襲い掛かってきたとして、撃退できる道理はどこにもない。

　それは武器を持っていても同じことだ。

　現実の武器には弾数や耐久力、ベストエフォートを発揮できる期間に著しい制限がある。

　一振りの日本刀が斬れる人間の数が決して多くないことは巷こう間かんよく言われているし、銃弾は持てば持つほど重量となって自分の動きを制限する。

　以前、碧あお人とが演劇部の後輩のためにと持ってきた模造刀は、康やす雄おの腕力ではとても戦闘に用いることはできない重量であった。

　その点、聖剣ルタバーガは羽根のように重量を感じさせず、体の負担は普通の鉄製の剣よりはずっと軽いだろうし、父には魔法もある。

　だがその点を差し引いても、異形の悪魔を三千も倒すほど自分の体力が持つかどうか。

　敵だって攻撃してくるから、走ったり逃げたり跳んだりもする必要がある。

　極論、全く重量の無い武器を一撃当てれば絶対に敵が倒れるとしても、シャトルランしながら最低三千回は攻撃のために腕を振らなければならないのである。

　ボクサーがシャドーをしながらジョギングすることはままあるが、それは極限まで鍛えられた肉体があるからできることである。

　シャトルランをしながら、全力の正せい拳けん突づき三千回。

　普通の人間にできることではないし、やることでもない。

　康やす雄おは、思わず自分の手を凝視する。

「……もちろん、シィと魔王コールは違う。偉そうなことを言っても、私も戦役後生まれの人間だ。言ったように、民が信じる尾お鰭ひれをそのまま再現する必要も無い。だが、君は若い。そして彼女も」

　ハリーヤは康やす雄おと、そしてディアナを見た。

「アレクセイ将軍も勇者ヒデオも、相応にお年を召されているからこそ、往時の力に至らないという納得は得られる。だがもし君が父上に代わって立つなら、父上と同格かそれ以上の期待を抱かれることは、十分に承知しておかなければならない。それを、君は分かっているか？」

　そう聞かれれば、

「分かっていませんでした」

　そう答えるしかない。

　そうでなくても、学生としての本分すら全うできていない康やす雄おだ。

　今からたった一年で一つの国の期待を背負うほどの実力を得るような覚悟など、できていたはずがない。

「正直なのは良いことだ。それにレスティリア国内には、そもそも勇者ヒデオの招しよう聘へいに反対する声も未いまだ根強くあります。他ならぬ私も、どちらかと言えば反対の立場です」

「はぁ!?　何それ！」

　勝手と言えばあまりに勝手な話に和のど香かが怒りの声を上げるが、英ひで雄おがそれを制した。

「ディアナちゃんから聞く限りじゃ、まだコールのときほど悲惨なことにはなってないんだもんな。取り返しがつかなくなるうちに、って意見も分かるが、なんとかなるうちは自分達で、って思う人達がいるのも分かる。騎士団にしてみりゃ、お前達が頼りにならないって言われてるようなもんだもんな」

　ハリーヤを理解する、というより和のど香かに言い聞かせるように英ひで雄おは言い、

「そりゃそうかもしれないけどさ……散々迷惑かけられてそんなこと言われても」

　和のど香かも引き下がりはするが、納得していないことがありありと分かる。

「ご理解いただき助かります」

「そしてそれを押して行くとなれば、そういう根強い反発に遭うことを覚悟しろ、と言いたいわけだ」

「……」

　そして今の言葉は、自分に向けられたものだと、康やす雄おは理解した。

　比較の対象は救世の英雄である父、勇者ヒデオ。

　そして他ならぬレスティリア騎士団の総力だ。

　莫大な国家予算を投じて運用される開門塔ゲートタワーをくぐってやってきたのが、準備魔ま導どうもろくにできない赤点小僧では、最も早はやクーデターを誘発しているようなものだ。

　改めて、自分の考えが未いまだ浅いどころか物事の表面すら見通せていなかったことに心が重くなる。

　アンテ・ランデという異世界は、行けば自分の全てが受け入れられる理想郷ではない。

　大勢の人間が住み様々な思惑が同居し合う、人間社会の存在する土地なのだ。

　そして、人間社会がある以上、全ての人間が必ず自分を助けてくれるなどということは、それこそ億が一にも有り得ない。

　康やす雄おの表情が暗くなってゆくのを横目に見ながら、ハリーヤは思い出したように言った。

「ところで、まだ小官がニホンにやってきた理由をお話ししていませんでした」

「ああ、そういやそうだったな」

「小官の任務は、クローネ少佐の補佐としてケンザキ家の皆さんをお守りすることです」

「えっ!?」

　これに驚いたのはディアナだった。

「た、大佐が私のほ、補佐とはどういうことでしょうか!?　それに、今、大佐はヒデオの招しよう聘へいに反対の立場だと……」

「私情と王命は別だ」

　だがハリーヤはディアナを軽くいなして、康やす雄おを見る。

「ウィリアム・バーレイグなる男や、ニホンにシィが現れた理由については、現在開門塔ゲートタワーの運用に関わる魔ま導どう機き士し達がエリジーナ閣下の下、調査に当たっております。ですがケンザキ家の安全確保こそが何より急務。急務と言いつつクローネ少佐の報告から間が空いたことはお詫わび申し上げますが、事情が分からなくても先ほどのように、シィが出現するのは紛れもない事実。今日からは小官も、ケンザキ家の護衛に加えていただきたいと思います」

「疑うようで申し訳ないが、君の実力の程はどうなんだい？　俺がいた当時からそうだったが、騎士団の高官は武人というより官僚的な側面が強い。失礼だが、年齢もかなり若いように見えるが」

　真っ向から相手の実力を疑ってかかる父の物言いに康やす雄おは焦あせるが、ハリーヤは平然と頷うなずいた。

「御ご懸け念ねんはごもっともです。こればかりは言葉をいくら弄したところで何の証明にもなりませんが、とは言え御身と事を構えるわけにも参りません。先ほどのシィとの戦いでの私の行動が、証明にはなりませんか」

　確かに七体目の小柄なシィに対して、ハリーヤはディアナとはまた違う超人的な戦闘術を披露してみせていた。

「あの……差し出がましいこととは思いますが……」

　すると、ディアナがおずおずと言葉を挟む。

「ヴェレッガー大佐は、騎士団の『エリート』を体現されたような方です。十五の歳としに入隊されてすぐに頭角を現し、十六の歳としには戦闘術と武ぶ機きの論文で技術中ちゆう尉いを拝命され、私の父が亡なくなった後は対シィ戦線にて数多くの武功を挙げられ、その……」

　ディアナは本当におずおずと、言った。

「私達、同年代の魔ま導どう機き士し達から頭が一つも二つも抜けておられる、憧しよう憬けいの的でもあります」

　すると、それまで毅き然ぜんとしていたハリーヤが、少し決まり悪そうに目を泳がせた。

「……クローネ少佐。ケンザキ家にとって、貴官は、私の身内だ。身内がそんな大げさなことを言っても説得力が無い。そういうのは、その、困るから」

　頰が少しだけ赤くなっているのは、もしかして照れているのだろうか。

「ん、まぁ、ディアナちゃんがそう言うのなら、そこはいいか。それで、護衛に加わってくれるという話だが……」

「は、はい。んんっ」

　ハリーヤは軽く咳せき払ばらいをして、仕切り直す。

「ヤスオとノドカ、お二人の日常生活をシィの脅威よりお守りする、という方針だと伺っております。私が加わることで、現状のマドカとクローネ少佐の負担を軽減しつつ、可能であればウィリアム某なにがしにまつわることや、先ほどのシィの襲撃の原因などを調査させていただければと思います」

「そうか。その間の拠点はどうするんだい？」

「先ほどクローネ少佐が、近所の集合住宅に居を構えていると聞きました。少佐が良ければ私も応分の負担をした上でそこに滞在させてもらえるとありがたいのですが」

「私は全く問題ないのですが……確か、賃貸契約が単身者用だということでしたがそちらは大丈夫でしょうか」

　最後は英ひで雄おに向けた問いだが、英ひで雄おも少し考えて頷うなずいた。

「まぁ一応確認はしてみるが、女性二人ということなら問題ないんじゃないかな。他に入居者もいないみたいだし、そう厳しいことは言われないと思う」

「恐れ入ります。すまないなクローネ少佐。後からやってきて厄介になるようで」

「いえ、そんな……」

「ま、色々タイミングが良いことは間違いない。護衛の手が増えるのは単純にありがたい。しばらく、よろしく頼む」

「承知いたしました」

　英ひで雄おの裁可があれば、最も早はやディアナや剣けん崎ざき家けの面々が反対する理由も無い。

　ハリーヤは立ち上がり、伝説の勇者にレスティリアの敬礼を送る。

「差し当たって、遅い時間に申し訳ないが、ヤスオ、少し時間をもらえるだろうか」

「え？」

「クローネ少佐が、魔ま導どう機き士しの訓練を施していると聞いた。君の適性を見ておきたい」

「「え」」

　その瞬間、康やす雄おとディアナは同時に凝固する。

「どうした？」

「え、えっと……今からですか」

　時計はもう夜の十時を回っている。だがハリーヤは全く動じない。

「当然だ。君の適性や能力から護衛計画を立てる必要があるのだ。いくら護衛と言っても、生活を騒がせては本末転倒だからな。君が一人でカバーできる部分があるのなら、それに越したことはない」

　言うことは分かるのだが、康やす雄おはもう恐ろしくて家族を振り向くことができなかった。

　そもそもディアナが『近所の集合住宅に居を構えている』原因が、そこにあるのだから。

　ハリーヤは、そんな康やす雄おの凝固した表情に気づいているのかいないのか、満面の笑みを浮かべて言った。

「最近までご両親の過去を知らなかったとは聞いているが、それでも勇者ヒデオと虹の賢者マドカのご子息だ。その才能には、大いに期待している」

　本心ではそんなことを思っていないのが丸分かりなのに、わざとらしく嚙かんで含めるようにゆっくりと。

　その理由を康やす雄おは、十数分後には知ることとなる。







「……これは酷ひどいな」

　呆あきれ。一言で言えばそれに尽きる。

　ハリーヤの目の前には、疲ひ労ろう困こん憊ぱいで倒れる康やす雄おの姿。

　その隣には、まるで自分が[image: 叱]責されているかのように小さくなっているディアナがいた。

　剣けん崎ざき家けの庭で、基礎的な魔ま導どう訓練で適性を見たいと始まったハリーヤのメニューを、康やす雄おは一つもこなすことができなかった。

　そもそも準備魔ま導どうすらクリアしていないのだから、それも当然である。

　ハリーヤも、まさかここまで康やす雄おが何もできないとは思いもしなかったのか、どんどん表情が硬くなっていった。

「クローネ少佐。一体この一ヶ月弱、何をしていたのだ」

「そ、それは……」

「まさか準備魔ま導どうすら満足にクリアできていないとは思いもしなかったぞ。これは、どちらの問題だ？」

　要するに、教える側の問題か、教わる側の問題かという問いだ。

「はぁ、はぁ……お、俺の……」

　息も絶え絶えに手を挙げる康やす雄お。こればかりは、ディアナのせいにするわけにはいかない。

「だろうな」

　ハリーヤも分かっていたようで、腕を組んで鷹おう揚ように頷うなずく。

「先ほど私が言ったことを覚えているか？」

「はぁ、はぁ……え？」

「勇者ヒデオと虹の賢者マドカのご子息だ。その才能には、大いに期待している、と言っただろう。君は、レスティリアで君が成り替わろうとしている物の大きさを、全く分かっていないようだ」

　ハリーヤはそう言って、康やす雄おの隣で小さくなっているディアナに視線を移す。

「クローネ少佐は、剣聖アレクセイ・クローネ、大魔法使いエリジーナ・ラダガストの名と常に比較されて生きてきた。彼女自身がどれほど努力し成果を挙げても、さすがはご両親の血筋と褒めそやされ、失敗すれば立派なご両親に恥ずかしくないのかと責められる。誰も彼女自身の力を見ようとはしないし、実際に彼女が多かれ少なかれ家名によって固められた地盤に立っている以上、公正な目を赤の他人に要求するのは逆に酷だ。そして勇者に立候補したという君が比べられる対象は、はっきり言ってアレクセイ将軍やエリジーナ閣下の比ではない」

「……」

「戦いの様子が歪ゆがんで伝わり、その偉業は伝聞によりどんどん大げさになってゆく。ヒデオの名を冠した街、道、山、川が世界中にある。そんな中に、伝説の存在の子が現れたら何が起こる。失望されるならまだいい方だ。今のままでは一年みっちり修行を積んだところで何ができるようになる気もしない。そんな人間が勇者の倅せがれだなどと名乗れば、偽にせ者もの扱あつかいされた上に民草を惑わせた罪で処刑すら考えられる」

「しょ、処刑って……」

「今でさえ、勇者ヒデオの縁者を名乗って詐欺や狼ろう藉ぜきを働く愚か者は枚挙に暇いとまが無い。そんなときに国が本物かどうか疑わしい者を連れてきたら、それこそ犯罪を助長することに繫つながりかねん」

　もう情けなくて言葉も出ない。

　世界を救うはずの勇者に立候補して、なんで詐欺犯を助長させる原因かのようなことを言われなければならないのか。

　だが、それが今の自分の現状であり、康やす雄おには一言も言い返す材料が無い。

　悔しさに歯は嚙がみするが、続くハリーヤの言葉は、思いがけないものだった。

「だがまぁ、君はそれでいいんじゃないか？」

「「へ？」」

「さっきも言ったが、私個人は勇者招しよう聘へいに反対の立場だ。クローネ少佐だって、このていたらくの男を連れて行けるとは思っていないだろう？　このままなら、勇者招しよう聘へい案あんは現実的ではないと判断されて、遠からず再考されるだろう」

「……」

「それに、全く何もできないのは護衛には好都合だ。護衛対象が余計な動きをする心配が無いからな。半はん端ぱに戦闘行動に出られたらそれだけ危険が増すわけだから、できればヤスオには、今のままでいてもらいたい」

　散々だ。

「悔しいか？」

「……悔しい、ですね」

　ここまで言われて悔しくないはずがない。

「だが、それが君の現実だ。君は、レスティリアに来れば自分一人の力では両の足で立つことすらできない。自分の足で立つことのできない者は、戦場では死ぬしかない。私が」

「大佐!?」

　ディアナが思わず叫ぶが、次の瞬間ハリーヤの棒状の武ぶ機きが鋭い短剣となって康やす雄おの喉元に突きつけられる。

「あと少し腕を下ろすだけで、簡単に死ぬ」

「……っ！」

　喉に当たる殺意は、間違いなく本物だ。

　ウィリアムと、そしてシィの殺意に触れたからこそ分かる、命を搦からめ捕とろうとする冷たい心の手。

　恐怖に見開いた康やす雄おの目と、ハリーヤの深海のように底知れぬ深い青色の目が合ったとき、その奥に、奇妙な揺れを見た気がした。

「ふふふ」

　すると突然、殺意と威圧が消え、ハリーヤの顔が悪戯いたずらっぽく歪ゆがんだ。

「随分と可愛かわいい顔をするじゃないか」

「は!?　いてっ！」

　大声を上げた途端に喉が短剣の先端に当たりちくりとする。

「大人の小言に、精一杯虚勢を張ろうとする子供の顔だ」

「お、俺は……！」

「君は勇者には向いていない」

　間近に迫るハリーヤの唇から、冷酷な宣言が下る。

「どうしたらいいのか分からないのだろう？　クローネ少佐に宣言した手前、引っ込みがつかなくなっているのか？　それなら安心しろ。できないことをできると言うよりも、できないことをできないと言う方が罪は軽い。せめて下手に戦おうなどと考えず、戦闘以外のところで頑張るというのであれば、まだ応援のしようもあるのだがな。先ほどの送りの鎮魂歌は、なかなかのものだったぞ」

「でも、それだけじゃ、誰も守れないじゃないですか」

「子供のように虚勢を張っても、他人どころか自分の身一つ守れず命を落とすだけだ。君には君のできることをしろ……ん」

「え……ひっ!?」

「た、大佐!?」

　突然ハリーヤの顔が近づいてきたと思ったら、康やす雄おは喉に生温かいものを感じて悲鳴を上げる。

　先ほど、ハリーヤの武ぶ機きが少しだけ刺さったところを、何か湿ったものが撫なぜて行き、微かすかに滲しみる痛みが走った。

「血が出ていた」

　ハリーヤの蠱こ惑わく的てきな笑みで、ようやく何が起こったか気づいた康やす雄おは、目の前で閃せん光こうが炸さく裂れつしたかのような眩暈めまいを起こした。

「な、な、な、な、うぇ、ええええ？」

「なんだ、これくらいで顔を赤くして。十八にもなって初心うぶな悲鳴を上げるな」

「た、た、た、大佐、い、い、今ヤスオの首、な、な、なめ……」

「そっちもか」

　赤く発光しそうなディアナの顔を見て、興を削そがれたようになったハリーヤは康やす雄おから顔と武ぶ機きを離す。

　武ぶ機きをホルスターに収めると、今度は康やす雄おの首にすっと指を伸ばした。

　その瞬間、康やす雄おの顎の下に淡い光が灯ともり、消えたと思ったときには首の痛みも消えていた。

「止まらなかったから、塞いでおいた」

「……な」

　治癒魔法、というやつだろうか。

　手を当てると、僅かに血が指に付いたが、傷らしき感触はどこにもない。

「明日から私も護衛につく。よろしくな。英えい雄ゆうの子供達」

　さらりと手を上げて庭を出て行くハリーヤを、康やす雄おは倒れたまま、ディアナは顔を真っ赤にしたまま呆ぼう然ぜんと見送るが、

「クローネ少佐。鍵が無いと部屋に入れん！」

　庭の塀の向こうからかかった声にディアナが弾はじかれたように立ち上がり、

「は、はいっ！　そ、それじゃあの、し、失礼しますヤスオ。えと、また、明日……」

　倒れたままの康やす雄おに一瞬だけ頭を下げて、ハリーヤを追いかけて行ってしまった。

　康やす雄おはそれを見送りながら、

「……また……面倒な人が……」

　夜空に恨み節を放つと両手で目を覆って、そのまましばらく起き上がることができなかったのだった。




　　　※




　英語Ｒリーデイングの追試の採点で95点の結果を出し、無事、第一関門を突破した康やす雄おは、夕ゆう陽ひの差し込む、武たけ丘おか高校旧校舎第一音楽室にいた。

　合唱部が廃部になると同時に使えなくなるはずだったこの部屋だが、不思議なもので、代々の先輩から後輩へ受け継がれる学校が与り知らぬ部室の合鍵、というものがある。

　康やす雄おも一つ上の先輩から譲り受けた、どこぞの鍵屋で勝手に複製した鍵をキーホルダーにつけて持っている。

　仮にも音楽室であり、使用には職員室に申請しなければいけないことになっているが、盗まれるようなものもなく、申請のルールは半ば形骸化している。

　その代わり室内楽同好会や軽音楽同好会などが練習をしていたら素直に引き下がらなければならないが、合唱部が健在だった頃から各同好会の練習日程は大体変わらないので、康やす雄おの部室滞在が邪魔されることはほとんどない。

　だから今日も康やす雄おは、一人教室の中央に立って大きく深呼吸をする。

　両手を合わせ、呼吸とともに体の中を巡る力に意識を集中させ、そして、体を動かさずに、掌てのひらの間で魔力をキャッチボールさせる。

　小指の爪の先ほどの光が掌てのひらの間に灯ともり、康やす雄おの両手の間の、ラグビーボールほどの空間を行ったり来たりする。

　ただそれだけの現象が起こる中、康やす雄おの息が徐々に荒くなる。

　そしてものの十分もしないうちに、

「ぶはあっ！」

　耐えられなくなった康やす雄おが構えを解くと光は霧散し、康やす雄おの額には冷や汗が張り付いた。

「ダメだ。ほんの三、四日くらいやらなかっただけなのに、何か全然もつ気がしない」

　見た目には、蛍ほどの光を手の中で右往左往させているにすぎない。

　だが体にかかる負担は、両手にグリップの無い十キロの重りを持ち続けているに等しい。

「あー。手首が」

　後に残る疲労まで、ダンベル運動にそっくりだ。

　追試が決まってからディアナに魔ま導どう修行の中止を言い渡されて四日。

　マリーゴールドヒルズ所ところ沢ざわにディアナがスピード入居して以来、初の準備魔ま導どうだったがこの有あり様さまだ。

　これでは……。

「だからできることをしろと言っただろう。できないことはするものではない」

「うわあああっ!?」

　突然室内に自分以外の声がして、康やす雄おは飛び上がる。

　一体どこにと思って慌てて周囲を見回すと、なんと窓の外からハリーヤの顔が覗のぞいていた。

　問題なのはここが旧校舎最上階の四階で、窓の外にはベランダのような足場は一切無いことである。

[image: ]

「な、何やってんですか！　外から見られたらどうするんですか！」

「そちらこそ、こんな狭い空間で準備魔ま導どうなど、もし暴発でもしたらどうする。私は君が突然魔力を高めるのを感知したから緊急事態かと思ってやってきたのだ。あまり紛らわしいことをしないでほしい。……よっと」

　しかも窓から飛び込んできたハリーヤの風体を見て、康やす雄おはギョっとする。

「ちょっ……」

　ハリーヤは、武たけ丘おか高校のジャージに身を包んでいるのだ。

　魔ま導どう機き士し修行中のディアナもジャージ上下をよく着ているが、何か彼女達の琴線に触れるものがあるのだろうか。

　いずれにしろ学校指定のジャージは銀髪青眼のハリーヤが着ると明らかに浮いていて、変装にすらなっていない。

　というか、まずそのサークレットだけでも外すべきではなかろうか。

　武たけ丘おかのジャージの色は全学年共通の落ち着いた色合いの青だが、ただでさえ風貌が目立つハリーヤなのに、赤橙色の宝石が嵌はまった黒光りするサークレットがそのままとか、変装する気があるのかどうかはなはだ怪しい。

「……というか、そのジャージ、もしかしてどっかからパクってきてませんか」

　するとハリーヤは悪びれた様子も見せず、

「魔ま導どう機き士し兵装では目立つから相談したら、ノドカがこの学校のものだと言って貸してくれた。昨夜はクローネ少佐の部屋に寝泊まりしたが、衣類のことまで考えが及ばなくてな」

「俺のかよ！　和のど香かの奴やつ勝手に何してくれてんだよ！　てかディアナの服借りて下さいよ！」

「仕方がない。事情を知らない他人のものを盗むわけにはいかないし、君のものなら後で洗濯して返せば済むことだ。あと、クローネ少佐のは色々サイズが合わなかったのだ。許せ」

　許せ、と言いながら、大して悪いと思っていないのは顔を見ればはっきり分かる。

　昨夜も真面目なことを言いながら、結局は康やす雄おをからかっていただけのようにも思える。

　父の前ではあれほど軍人然としていたくせに、これは一体どういうことなのか。

　勇者ヒデオの前だから猫を被かぶっているのか、単に自分が年下で未熟だからナメられているだけなのか。

　ディアナの軍人としてのハリーヤ評を思い出すにどうも後者であるような気がする。

　そこまで考えて、つい昨日の喉の件を思い出し顔が火ほ照てる康やす雄おは、ハリーヤのからかい顔から逃げようと慌てて距離を取った。

「だ、だとしても、学校で使う服はやめて下さい！　俺にも着回しの計画が」

「暇を見て目立たない衣類は用意する。しばらく我慢してくれ。きちんと洗って返すから。……それとも洗わん方がいいか？」

　さすがにここまで露骨だと、康やす雄おでも冷静に対処できる。

「洗って干してアイロンがけして返して下さい。あと、どっちにしろハリーヤさん目立つから、護衛方針ももう少し検討して下さい」

　康やす雄おが冷静になったのを見て、つまらん、と余計な一言を加えてから、ハリーヤはようやくからかいの気配を収めた。

「近距離での護衛をやめろという話なら却下だ。昨日の今日で取り逃がしたシィが君達を狙わないとも限らん。今日はクローネ少佐も、ノドカにぴったり張り付いているはずだ。この後は、帰宅せずにヨビコウとやらに行くのだったな。既に事前に提出されているタイムスケジュールを三十分もオーバーしている。護衛計画に響く。不測の行動は控えてもらいたい」

「ふ、不測の行動って……」

　大げさな物言いではあったが、ハリーヤの表情は真剣だった。

「軍事行動中に理由なくタイムスケジュールを外れるのは厳罰ものだ。もし勇者としてレスティリアに来れば、君は否いや応おうなしに騎士団に所属することとなる。もしそうなれば、こんな程度の[image: 叱]責では済まないぞ」

　ハリーヤはそう言うと、壁にかけられた時計を見る。

「そろそろ移動しよう。帰りはタクシーとやらを使うよう、マドカから仰おおせつかっている。いいな」

「分かりましたよ……ねぇ、ハリーヤさん、聞いてもいいですか。あとお願いだからそのまま廊下に出ようとしないで下さい。せめて来たところから人目につかずに出て下さい」

「ん？」

　明らかに浮いたジャージ姿のまま堂々と廊下に出ようとするハリーヤを止めてから、康やす雄おは尋ねた。

「『少佐』になるのって、どれくらい大変なんですか？」

　ハリーヤは、しばし質問の意味を測りかねていたが、すぐにあの底の見えない笑みを浮かべて、すり寄るように康やす雄おに近づいてきた。

「『大佐』の方には興味は無いのかい？　何なら、これからもっと静かで誰にも邪魔されない場所に移動して、護衛がてらじっくり教えてやってもいいが」

「無いです結構です」

　心底面倒そうに溜ため息を吐つきながらはねつける康やす雄おに、ハリーヤは不満そうだ。

「初心うぶなくせにノリが悪いな君は。若い頃のお父上も軽薄そうに見えてかなりのカタブツだったという逸話が残っているが、そういう血だけは継いでいるのか」

「色々と気になりますが、まずは俺の質問に答えてもらえると嬉うれしいんですが」

「ま、いいだろう。だが私のノリも、ただ君をからかいたいだけではない。君が勇者になるなら、こういうことには早めに慣れておいた方がいい」

　さらりとからかいたいだけと言い出したハリーヤに今度は康やす雄おが呆あきれる番だったが、ともあれハリーヤは扉から出るのを大人しく諦め、さっと窓の外のベランダに飛び出した。

「『勇者』の称号は、色々な意味で恐ろしく重い。そういうところも含めて、あの純粋で君以上に初心うぶで、真まっ直すぐなディアネイズ・クローネが君に話さなかったであろうことを、色々教えてやる。十分後に正門前に集合だ。遅れるな」

「は、はい……」

　からかいから一転、恐ろしく真面目な雰囲気のハリーヤに吞のまれ、康やす雄おは二つ返事で頷うなずく。

　そして急ぎ足で、それでも友人やクラスメイトなどに見とがめられないように意識しながら慎重に学校を抜けると、既に正門前にはタクシーが止まっていて、ジャージ姿のままのハリーヤが仁王立ちで待っていた。

「遅い。一分過ぎた」

「す、すいません。人に見られないように来たら遅くなって……」

「それで人に見られていたら話にならん」

「へ？」

　ハリーヤの視線を追って康やす雄おが振り向くと、そこには、

「おーヤス。追試終わったの？　今帰り？　駅まで一緒に行かね？」

「げっ！　あ、碧あお人と！」

　一体どんな巡り合わせか、相あい生おい碧あお人とが演劇部の小道具を満載した大きなトランクを引きずりながら歩いてくるところだった。

「ん？　何？　タクシー？　……誰？」

　当然のようにそこはもうタクシーの前で、剣けん崎ざきの苗みよう字じが刺し繡しゆうされたジャージを着たハリーヤも目に入る。

「あ、いや、その……」

「ご学友か？　すまないが今日の彼には私の先約がある。用があれば、明日以降にしてくれ」

　そしてハリーヤは、碧あお人とに見られていることをはっきり理解した上で、やおら康やす雄おの腕を抱き寄せた。

「うえっ!?」

　腕に感じてはいけない感触を覚えた康やす雄おは慌てて離れようとするが、全く力が入っている様子も無いのに、ハリーヤの腕を振りほどけない。

　こんなところで魔ま導どう機き士しとのフィジカルの差に圧倒される康やす雄おは、結局ハリーヤに全く逆らえなかった。

「行くぞヤスオ」

「え？　先約？　何？　え？」

「あ、わ、悪い碧あお人と。その、今日は……」

　今日は何なのか、自分でも分からないが、とにかく康やす雄おは曖昧なことしか言えずに碧あお人とに背を向け、タクシーに引きずり込まれた。

「では、失礼する。……トコロザワ駅の西口まで頼む」

　ハリーヤはトドメの余計な一言を碧あお人とに言ってから、慣れた様子でタクシーに行き先を告げる。

「……離して下さい。シートベルトしないと」

「何だ、恥ずかしいのか」

　ハリーヤにはもう取り合わず、発進した車内で振り向くと、そこには呆ぼう然ぜんとこちらを見送る碧あお人との小さくなってゆく光景が。

　絶望的な気分で項垂れる康やす雄おだが、隣のハリーヤからは意外な言葉が飛び出てきた。

「私に、よくも無駄に目立つようなことをして、と思っているだろう」

「え？」

「意識してのことだ。今の君に接近する人間は、誰であれ警戒する必要がある。いや、君だけでなく、ノドカにもな」

「……どういうことですか」

　警戒しながら尋ねると、ハリーヤは一瞬だけ康やす雄おに流し目をくれてから、自分の席側の窓の外を流れる光景を見ながら言った。

「あのディアネイズ・クローネが少佐官になるには、どれだけ大変だったかという話にも繫つながることだ」




　　　※




「君のご両親とご家庭は、こう言っては何だがさほど特殊な環境や身分にいるわけではないだろう？　こちらの世界では」

「まぁ、そうですね。ぶっちゃけ日本中、似たような家庭は腐るほどあると思います」

　サラリーマンの夫と、専業主婦の妻。高校生の兄と、中学生の妹。

　過去に目をつぶれば、珍しくもなんとも無い取り合わせだ。

「だが、アレクセイ将軍とエリジーナ閣下はそうはいかない。二人とも、名家出身で国の重鎮だ。そして、勇者ヒデオと並び称される、世界に名の知れた英雄だ。その美しい一人娘がクローネ少佐、ディアネイズだ。どうだ。これだけで、どれほどの面倒が彼女に待ち受けていたか、想像できないか？」

　康やす雄おは乏しい想像力を必死に働かせて、導き出した答えを提示する。

「嫉妬とか、やっかみとか……あとは、政略結婚の申し込みとか」

「まさにその通りだ。それはもう、酷ひどいものだったと聞く」

　どう聞いたのかは分からないが、国の英雄の一人娘の縁談となれば、ゴシップとして大いに巷ちまたの話題となるのだろう。

「噂うわさの域を出ないが、十二の歳としに内外から百件近い数の縁談が舞い込んだそうだ」

「十二歳で縁談が百件!?」

　耳を疑うとはまさにこのことだ。

　申し込んだ側は、一体どのツラ下げて十二歳の少女に縁談を持ち込んだのだろう。

「当然その大半が、会ったことも無い男からだぞ。同じ女として想像するだにおぞましい」

　ハリーヤは、割と真剣な嫌けん悪お感かんを浮かべて吐き捨てる。

「当然ご両親はそんな縁談、断りのための差出人名だけ控えて暖炉の火にくべた。国としても、二人の一人娘が迂う闊かつに他国の貴族や王族などと姻戚関係になろうものなら国際情勢が面倒なものになるから、かなり神経を尖とがらせてふるいにかけたらしい。それでも断り切れずに持ち込まれたのが百件だ。申し込んでくる奴やつらも、少しは思惑を隠せと言いたくなる」

　会ったことも無い相手との縁談など、初めからディアナ個人ではなくその背景への欲が全てだと子供でも分かる。

「レスティリアの成人年齢は、ニホンのように法で決まっているわけではないが、慣例として十五歳ということになっている」

「そうなんですか」

　十五歳とはまた随分早い。

　武家政権時代の日本の元服が今の年齢でそれくらいだという話は聞いたことがあった。

　現代社会の追試代わりに出されたテーマが『成人年齢の引き下げ』について論じるものだと思い出し、何かの参考になるかもしれないので一応傾聴しておく。

「ディアネイズが成人年齢になると、そろそろ周囲からの圧力を防ぎきれなくなってきた。国の中にも、アレクセイ将軍に政略結婚を唆そそのかす勢力があったほどだ。だから彼女は、ほとんど逃げるようにして騎士団に入隊した」

「逃げるようにして？」

「そうだ。騎士団となれば軍属だ。軍属の人間は当然国家に忠誠を誓うから、形だけでも諸外国の貴族とおいそれと姻戚関係を結ぶことはできなくなる。彼女を狙う勢力は国内に限定されることになった。そうなれば、あとはご両親が方々から手を回して彼女の周囲をガードすれば、偶然の出会いによる突発的な恋愛を除けば、わずらわしい求婚から彼女を遠ざけることができるからな」

「じゃあ、ディアナが特例で出世したっていうのは、そういう諸もろ々もろから守るためですか？」

「違う。事務的な話になるが、国内の法で軍属が開門塔ゲートタワーを使うには、佐官以上の階級が必要なのだ。異例の特進は、法を捻ねじ曲まげるより、強引にでも出世させた方が話は簡単という判断によるものだ。それに、三ヶ月前まで中ちゆう尉い官かんだったと言っただろう。そこまでの出世は、彼女の才能と努力によるものだ。ご両親ゆずりの戦闘術と魔ま導どう技術は同世代の中でも頭一つ抜きん出ている。実戦経験こそ少ないが、単純な対人戦闘能力であれば私にも比ひ肩けんする」

　今ハリーヤは、暗に自分の方が強い、と言ったわけだが、それは今は重要ではない。

「でも、結婚したくないだけなら、例えば出家みたいなことってできなかったんですか？　その、宗教みたいな」

「聖せい王おう神しん教会のことか？」

　ことか？　と聞かれても康やす雄おには初耳の宗教だが、恐らくその名のメジャーな宗教が存在するのだろう。

　ハリーヤは顔を顰しかめて首を横に振った。

「教会なぞ、騎士団が可愛かわいく見えるような魔境だ。現実の国境の効力が薄い上に、貴族の子女の出家など還げん俗ぞくを前提にした一時避難のようなものだと誰もが分かっている。狼おおかみから逃がすために隙間だらけの檻おりに閉じこめるようなものだ。何の意味も無い」

　なるほど、確かにそう言われればそんな気もする。

　古文のテストでも、出家して尼になることを決意したものの、いつか戻ってきたいという恋の歌を歌った平へい安あん歌人の物語が出題され、出家ってそんな適当にするものなのかと思った記憶がある。

「そしてこれは、君にも同じことが言える」

「はい？」

　だが突然、そこで自分に話を振られて康やす雄おは驚く。

「今の君の実力は横に置いておこう。仮にクローネ少佐の手引きでレスティリアに行き、上手うまく立ち回って勇者として受け入れられたとしようか。するとどうなると思う」

「どうなる……って」

「君は十八歳の、立派な青年だ。かつて圧倒的な力を振るい世界を救った勇者の息子だ」

「え、まさか」

「君と近づきたいという人間は、シィよりも多いぞ。君の所属を巡り、国内は荒れる。君を自分の娘の婿に迎えたいなどと言い出す者も現れる。中にはろくでもない貴族の女が言い寄ってくるかもしれん。自分の領民を優先的に救ってくれと数多あまたの貢みつぎ物ものを持って嘆願に来る者もいるやもしれんな。君はそんな連中にどう対応する気だ？」

「い、いやでもそれは……ディアナのお母さんや王様がなんとかしてくれるんじゃないんですか？」

「もちろん、最初の内はそうだろう。だがボーラード九世陛下は大変なご高齢であり、アレクセイ将軍死去の後はエリジーナ閣下の負担も増している。レスティリアは今、クローネ家の権勢の陰りと、国王陛下の命の灯ともしびを横目に水面下で権力争いが激化し、権謀術数渦巻く修羅の巷ちまただ。それでいてシィ対策も打たねばならない。もちろん相応に人はつけられるだろうが、およそお父上のように諸国漫遊の旅の末の救世、とはいかんだろう。今のままでは、たとえ君がお父上と同等の力を得たとしても、行き着く先は『勇者』という名の『兵器』でしかない」

　つまり、権力者達に便利に使われる道具、ということだ。

「だが話はこれで終わりではない。ここからは、先日現れたシィや、私が君の学友にわざわざ姿をさらすような真似まねをした理由にも関わってくる」

「え？」

「今、私はこのままいけば君がレスティリアでどのような扱いを受けるか説明した。だが、これは別に、レスティリアに限ったことではない」

「レスティリアに限ったことではない……って」

「分からないか？　『勇者』の力を欲しがっているのは、レスティリアだけではないということさ」

「!!」

　そこで、康やす雄おは唐突に理解する。

　アンテ・ランデにある国は、レスティリア一国ではない。

　魔王コールに最初に滅ぼされたというトルジェーソ大公国や、昨日の話題にもガズ共和国という国名が出てきたではないか。

「魔王コール戦役当時は、世界が絶望に打ちひしがれていたからこそ、勇者ヒデオは世界中で歓迎され、世界が彼の旅を後押しした。だが、今は情勢が違う。どこもまだ、シィ問題を解決こそできていないが、国が瓦が解かいするほどの事態には陥っていない。そして、レスティリア以外にも、開門塔ゲートタワーを持つ大国は多い」

　康やす雄おはようやく理解した。

　ハリーヤが今日、敢あえて目立つように行動した理由を。

「よその国が、親父おやじや俺や和のど香かを狙ってるってことですか？」

「君が勇者として立つ、という情報が漏れれば、いずれそうなる。いや、もう漏れているかもしれないな」

　ハリーヤは目だけで康やす雄おを見る。

「ヒデオは、どうしたってレスティリアに味方するし、伝説の存在に無法を働こうと思うバカはそうそういない。だが、君とノドカなら話は別だ。君達の身柄を手に入れれば、アンテ・ランデ全土で優位に立てるかもしれない。レスティリアを相手に、全く違う交渉事の材料にできるかもしれない。アンテ・ランデのどこの国にも後ろ盾の無い君達二人の身柄は、手に入れさえすれば世界をひっくり返すことができるかもしれない価値を秘めている」

「お……俺や和のど香かを誘拐するために、他の国が動き出すってことですか」

「誘拐とは限らん。釣り餌は様々だ。金、地位、女、後は特に今の君達にとって価値がある、家族と故郷の安全を交渉のカードに出すかもな。他ならぬ私達がそうしているわけだし」

　確かに、今の剣けん崎ざき家けの日常生活は、レスティリアによって安全を保障されている部分が大きい。

　そして昨夜またシィが現れた以上、剣けん崎ざき家けにはディアナとハリーヤの護衛を断ることは現実的ではない。

「クローネ少佐の報告にあった、ウィリアム・バーレイグというのも、そういった連中の一人なのではないかと私は思っている。君やノドカを狙う、という宣言も、それを裏付けているように思う」

「そう……ですかね」

　確かにウィリアムの発言や戦いの顚てん末まつを伝聞で知れば、そう思うかもしれない。

　だが康やす雄おの印象では、ウィリアムは存在そのものがとても人間とは思えない。

　根拠を問われれば言葉にするのは難しい。最も早はや人間に残された太古の野生の遺伝子がそう感じさせたとしか思えないのだが、それを今ハリーヤに説明しても分かってはもらえないだろう。

　あればかりはシィと同じで、実際に相対さなければ分からないものだ。

　それに康やす雄おは康やす雄おで、人間ではないという印象だけでウィリアムがアンテ・ランデのどの国や組織にも所属していないと反論できる根拠も無い。

　ハリーヤは続ける。

「だから私とクローネ少佐は目立たなければならない。今、勇者ヒデオとその家族にツバを付けているのは私達レスティリアだ。それを無視して近づく者は許さないぞ、っとな」

「え……あ、ちょ！」

　気が付くと、いつの間にかまたハリーヤが康やす雄おにしなだれかかってきていて、康やす雄おは一気に血圧が上がって、限界まで座席の隅に逃げようとする。

　だがそんな康やす雄おの経験値の無さをおちょくるようにハリーヤは康やす雄おの耳に口を近づけてきて、わざと息をかけて囁ささやいた。

「このタクシーの運転手だって、アンテ・ランデから来た者でないとは限らないだろう？　君やノドカやクローネ少佐の生活の様子を探るスパイだったら大変じゃないか？　だから私は、こうして君を守っているんだ」

「あ、ひ、分かったから、分かったから、離れて、離れて下さいって！　うぁっ……！」

　このままでは別の物を守り切れなくなる。逃げられるものなら窓から逃げたい。

　腕には自分のジャージの生地越しに、未知の感触が伝わってくる。

　今にも泣きそうな康やす雄おの横顔を見て満足したのか、ハリーヤはくくっとくぐもった笑い声を上げて、何事もなかったかのように康やす雄おから離れた。

「はぁ、はぁ……」

　康やす雄おは激しく高まる動どう悸きを抑えるように深呼吸をして、ちらりとルームミラーに映る運転手の様子を窺うかがう。

　老齢の運転手は、耳栓でもしているのかと思うほど動じず、安定したハンドルさばきを見せ、こちらに意識を払っていないのが逆に困る。

「そうだ。いいことを思いついた。実は今私が提示した色々なストレスをかなり軽減できる方法が一つあるんだが、聞きたいか？」

「……言いたいんでしょ。何ですか」

　思いついたってなんだよ、と心の中で突っ込んでから一応伺うと、

「ふふふ」

　ハリーヤは完全にいたずらっ子の目で、指を立てた。

「君とクローネ少佐が結婚してしまえば、話はぐっと簡単になるぞ。何せ救世主の子供同士だ。世界中が注目するし、王国とクローネ家の圧倒的な後ろ盾が手に入るから妙な連中に振り回される心配も……」

　康やす雄おは聞かなければよかったと心底後悔した。

　ハリーヤもそんな康やす雄おの反応は逆に予想外だったらしく、不満そうに眉根を寄せる。

「クローネ少佐はこちらの基準でも十分美しい娘だろう。何が不満だ」

「本当にハリーヤさんがディアナと同年代なのか疑わしくなってきましたよ。発言が完全に親戚のおばさんじゃないですか！　てか本当ああいうのやめて下さい！」

「失礼な。人が真面目に提案しているのに。それに何だ？　ああいうのとは。私は何をやめればいいんだ？　うん？」

　分かっているくせに！

　康やす雄おは歯ぎしりして喚わめく。

「どこが真面目ですか。何でみんな、俺とディアナをくっつけたがるんですか！」

「みんな？」

「いや、こっちの話ですけど……それより、どういうつもりなんですか！　アンテ・ランデに行きたくなくなるような話ばっかりで、ハリーヤさん、ディアナの補佐なんでしょう!?」

「最初に言ったが、私個人は勇者招しよう聘へいに反対の立場だしな」

　顔を赤くして反論する康やす雄おの反応を面白がるハリーヤだったが、また一瞬窓の外に目をやって、どこか寂しげに笑った。

「そうだな、君に今のアンテ・ランデに幻滅してほしくないんだ。勇者ヒデオにも、かな」

「……幻滅？」

「お父上が旅したアンテ・ランデと今のアンテ・ランデは完全に別物だ。この平和で豊かな国から敢あえて命の危険を冒してまで来る必要は無いと思っているし、それでも来ると言うのであれば、できる限り嫌な思いはしてほしくないというだけだ……私は最近」

　窓の外に流れる風景が所ところ沢ざわ駅えきが近いことを告げる中、ハリーヤはそこだけ妙に小さく呟つぶやいた。

「シィは、魔王コールの惨禍を忘れ、相争うようになってしまった人々への、神の罰ではないかと思うことがあるよ」







「さて、着いたようだ。安心しろ、さすがにこの小さな建物の中にまで入ろうとは思わない」

「勘弁して下さいよ」

　タクシーから降りた康やす雄おは、車内に残って声をかけてくるハリーヤを振り返り渋い顔をする。

「だが、先ほども言った通り近くにはいるつもりだ。もしかしたら途中でクローネ少佐と交代するかもしれんが、基本的には見えないだけですぐ近くにいると思え。それ以外のことについても、よく熟考してもらえると助かる」

「はいはい」

「返事は一度でいい。ああ、それとだな、うし…………よ」

　ハリーヤは、真剣な顔で声を潜める。

「はい？」

　だが、街の騒音とタクシーのエンジン音で何を言っているのかよく聞こえなかった。

「だから、うし…………にら…………よ」

「何ですか、聞こえませんよ」

　眉を顰ひそめて開いたドアから車内に顔を近づけると、ハリーヤはしてやったりという顔で笑い、康やす雄おは嫌な予感を覚えるが、既に遅かった。

　ハリーヤはまた耳元に顔を寄せてきて、

「後ろに気を付けろよ。君のことをもの凄すごい顔で睨にらんでいる少女がいる」

　とのたまったのである。

「っっっ!!　あだっ!!」

　思い切り振り返ろうとしてタクシーの天井にしたたか頭をぶつけ、蹲うずくまった隙にハリーヤを乗せたタクシーは走り去ってしまう。

　そのテールランプを恨めし気に睨にらむ暇ひますらなく、康やす雄おが恐る恐る後ろを振り返ると……。

「どーも。剣けん崎ざき君」

　目から氷の魔法でも発射しそうな顔をした翔しよう子こがじっとこちらを見下ろしていた。

　明らかに心の奥に冷たい怒りの氷を宿していて、康やす雄おとしては意味が分からず狼狽うろたえるばかり。

「や、やぁ……帯たて刀わきさん」

「私ね、一つ謝んなきゃいけないなって思って」

「え？」

「前に私冗談で言ったじゃん。ヤス君が……剣けん崎ざき君が私のことすぐに分かんなかったとき」

　呼び方を言い直すあたり、理由の分からない翔しよう子この不機嫌の度合いが察せられる。

「沢山の女の子と仲良くしてるんだろうから私のことなんか思い出せないよねーって、さ。ごめんね」

「ご、ごめんって、何が……」

「やー、マジでモテてんだなーって思って。昨日と今日で違う子、しかも二人とも外国人。おまけにタクシー降おり際ぎわにキスとか、もう凄すごすぎてついてけないわ。都内の私立高行くとやっぱ違うねー。進んでるってやつ？」

「キ…………!?　い、いや、違うんだって今のは!!」

　否定したいが、キスという単語に動揺した康やす雄おは、昨夜の庭での出来事を思い出して顔を赤くしてしまう。

　それがもう完全に翔しよう子この言葉を肯定しているようにしかならないことが分かっていても、感情の動きは止められない。

　散々警戒していたはずなのに、またしてもハリーヤにハメられた。

　確かに傍はたから見れば、そう見えなくもない構図を作られてしまっていた。

　恐らくハリーヤは、康やす雄おがタクシーを降りた時点で既に翔しよう子こに気づいていたのだ。

　気づいていて敢あえて翔しよう子この印象に残りやすい行動を取ったのだ。

　だがいくら目立つのが重要だからって、もっと他にやり方があるだろう!!　と、恨み言を言ったところで、目に見える場所にハリーヤはいないし、翔しよう子こも信じてくれそうにない。

　大体、都内の私立高という響きに何の意味があると言うのだ。

　都内がいいのなら、所ところ沢ざわとなんら変わらない隣の東ひがし村むら山やま駅えきはもう東京都だ。

　それに武たけ丘おか高校から学校最寄り駅の間に生徒が寄り道できる場所など、コンビニかマグロナルドか野菜の無人販売所しかない。

　都会的華やかさなどとは全く無縁の学校生活なのに、そんな『都内私立』の持つイメージだけで物を語られても困る！

「ま、これを漫画買うレベルで堂々とされても困るから、ＴＰＯは弁わきまえてね。そんじゃー」

「あ、ま、待ってくれ帯たて刀わきさん！　違うんだ！」

「何？　何が違うの。別に私、剣けん崎ざき君が誰と付き合ってても気にしないんですけど」

　振り返る翔しよう子この顔つきは、気にしていないと言う人間の顔ではない。

「い、いや、だから付き合ってるわけじゃ」

「ふぅん、じゃあ遊びでキスとかしちゃうんだ」

「いやだからそもそもそれが誤解で!!」

「あ、ごめん私もう講座で今日確認テストだから。それじゃね」

　翔しよう子こは早口に康やす雄おの言い訳をシャットアウトし、さっさと講座ブースへと入って行ってしまう。取りつく島も無いとはまさにこのことだ。

　誤解を解くどころか深めただけに終わった康やす雄おはその場にがっくりと膝を突き、

「お、おいどうした。顔色悪いけど大丈夫か？」

　そのまま気絶し崩れ落ちそうになったところを、危ういところで担任助手の小こ林ばやしの声で我に返ったのだった。




　　　※




「はっはっは!!　そうか、あの後そんなことが！」

　剣けん崎ざき家けのリビングに、ハリーヤの愉快そうな笑い声が響き、康やす雄おは恨めしげにそれを睨にらむ。

　相変わらず康やす雄おのジャージを着込んだままのハリーヤは康やす雄おの視線などどこ吹く風で、テーブルの上に沢山の金属パーツを広げつつ、何かの作業をしていた。

　隣ではハリーヤにジャージを勝手に貸した和のど香かが、興きよう味み津しん々しんでその作業を覗のぞき込こんでいる。

「笑いごとじゃないですよ……」

　康やす雄おはぐったりとハリーヤの向かいに座り、

「大佐！　何をなさってるんですか！　ヤスオの生活を騒がせてどうするんですか！」

　ディアナは顔を赤くしながら康やす雄おの隣に来ると猛然とハリーヤに食ってかかる。

「うわぁ……お兄ちゃんそれはうわぁだわ」

　そして和のど香かは、呆あきれたような笑みを浮かべて兄を挑発してくるのだから、実質味方はディアナだけということになる。

「和のど香かまでなんだよ!!　なんで俺がそんな目で見られなきゃいけねぇんだよ！　俺何もしてねぇよ！」

　康やす雄おが予備校を出た午後九時過ぎ。

　帰かえり際ぎわにはもう翔しよう子この姿はどこにもなく、代わりに予備校から少し離れた路地に、ディアナが立っているのを見つけたときには色々な意味で泣きそうになった。

「ヤスオ!?　一体どうされたのですか!?」

　白い顔で涙目になっている康やす雄おを見てディアナは慌てるが、康やす雄おは家に帰るまで何も話すことができなかった。

　そして、顚てん末まつを話した結果がどういうわけかこの有あり様さまである。

「そのショウコ・タテワキという少女が妙に意識した視線を送ってくるのでな。つい他国のスパイかと疑ってしまったのだが、そうか、この国の人間だったか」

　噓うそ吐つけ絶対分かってやっていただろう。そんな康やす雄おの心中を読んでか、

「半分本気だぞ？」

　しゃあしゃあと言ってのける。

「残りの半分は何なんだよっ!!」

　タクシーの中で少しでも真面目に話を聞いた自分がバカだったんじゃないかと思えるくらいのハリーヤの軽さである。

「そもそもヒデオを怒らせるような接触の仕方を他国がするはずがありません！　ただでさえ我々はケンザキ家の方に迷惑をかけている身なのですから、自重なさって下さい！　そ、そんな、や、ヤスオと、き、き、キスするような真似まね！」

「ディアナさん落ち着いて。絶対にしてないから。してたらお兄ちゃんこんな落ち着いてないから」

　その場にいなかった和のど香かが見てきたような口で、顔を真っ赤にして憤慨しているディアナを宥なだめる。

　確かに和のど香かの言う通りなのだが、どう考えても経験値の低さをバカにされているとしか思えないため、兄として極めて複雑な気分だ。

　それに、確かにキスはしていないが、知り合って間もない女性に喉を舐なめられるというのは今思えば十分に普通のことではない。

「まぁ落ち着けクローネ少佐」

「これが落ち着いていられますかあっ！」

「テーブルを叩たたくな。部品が飛ぶ」

「ハリーヤさん、ネジ一個落ちてた」

「ああ、すまないノドカ。その、右の同じサイズのと一緒にしておいてくれ」

「うん」

「……さっきから何やってんすか」

　ハリーヤがいじっている機械、どこかで見たことがあるような気がするのだが……。

「クローネ少佐のカストゥルだ。応急処置だけでもしておこうかと思ってな」

「……修理していただいてるんです！」

　まだ怒りと羞恥の収まらないディアナは、むすっとしながらも言う。

「カストゥルって、この間壊れた……」

　ディアナが和のど香かを守ってアレクセイ＝シィと戦ったときに破壊された、右手用の武ぶ機きだ。

「電圧に押し負けて中の魔ま導どう線せんが焼き切れてしまっていた。幸い機き盤ばんは無事だったから、万全とは言わないが、最低限使えるようになる。見てみるか？」

　またハリーヤに近づくのは怖いが、それでも武ぶ機きの内部がどうなっているのかは興味があったので、康やす雄おはハリーヤの動きに最大限警戒しつつ後ろから覗のぞき込こんだ。

「うわ、なんだこれ」

　そして、すぐにその内部構造に視線を奪われる。

　拳銃のグリップのような形状のカストゥルの内側は、コンピューターのマザーボードの上に機械式時計の歯車を浮かべたような不思議な機械空間だった。

　歯車の軸には美しい色合いの宝石が埋め込まれており、歯車と歯車を細い線が繫つないでいるのだが、いくつかの場所が激しく破断しているのが康やす雄おの目にもよく分かった。

「武ぶ機きの機き構こう魔ま導どう文ぶん法ぽうは、この機き盤ばんの上の構造の組み合わせと機き盤ばんの内側の術式によって成り立っているんだ」

「この焦げてるところが、壊れた部分なんですか？」

「そうだ。魔ま導どう線せんという。人の魔力を効率よく伝達するための線だ。『雷』のレグルスの純粋な電気を受け止めきれずに破断したようだな」

「純粋な電気？」

「なんだ、魔ま導どうの基礎だぞ。クローネ少佐から習わなかったのか」

　そう言われてディアナを振り向いてから、康やす雄おははっと思い出す。

「そうか。魔ま導どうや魔法で発現する現象の半分は魔力ベースだから」

「はい。少ない魔力でどれだけの現象を発現させられるかも、武ぶ機きや魔ま導どう、魔法を扱う素養に大きく関わります」

　ディアナは生徒の解答を褒めるように微笑ほほえんだ。

「父のレグルスは、母が部品の一つ一つまで父の特性に合わせて作った特注品です。元々父はさほど魔力量を多く持たない人でしたが、その発現効率は並みの武ぶ機きを遥はるかに凌りよう駕がしていました。恐らく魔力１に対し、発力８くらいはあったと思います」

「恐ろしい武ぶ機きだな。そしてシィになってすらその扱いを忘れていない事実も恐ろしい」

「そんなに凄すごいの？」

「武ぶ機き無しの魔法なら魔力対発力は１対１が普通だ。武ぶ機きがあっても１対３もできれば優秀な部類だな。でもそう考えると」

　ハリーヤはふと、康やす雄おを見る。

「君は不思議だな。鎮魂歌による送りは魔力量に依存する。君は大した魔力量も無いのに、この前は三体同時に送ってみせたな」

「ああ、あれですか？」

　ハリーヤと出会ったシィとの戦いのことを言っているのだろう。

「あんな無茶なことをして、体に負担は無いのか？」

「負担てほどの負担は……ただ歌ってるだけですし」

「それはそれで、凄すごいことだぞ」

「そう言えば確かに……」

　ディアナが今更気づいたように頷うなずく。

「普通の魔ま導どう機き士しなら一度に一人一体、頑張って二体が限界なんです。同時に三体以上となると、聖せい王おう神しん教会の上級司祭でもなければなかなか……」

「へぇ、そんなもんなんだ」

　そう言われてもいまいちピンと来ないのだが、ここ最近いいところが無い康やす雄おだったので、褒められれば悪い気はしない。

「魔法の適性というのは結構露骨だからな。自分で言うのも何だが、私は武ぶ機き適性が広い代わりに、魔法全般がさほど得意ではない。炎や電撃はこけおどし程度。治癒だって、君の喉の擦かすり傷きず程度を治すのが関の山だ。送りの鎮魂歌も頑張って一度に一体だからな。そう考えれば、まぁそこは誇っていいところじゃないか？」

「下手に褒めない方がいいですよ。調子に乗りやすいから、お兄ちゃん」

　この際、妹の暴言も特に気にならない。

　だがハリーヤは、気を付けよう、と微笑ほほえんで話を打ち切り、カストゥルの修理に意識を戻す。そして、意外な物を取り出した。

　ビニール袋から取り出されたのは、何の変哲もない細い針金だ。ラベルのバーコードに近所のホームセンターのシールが貼られている。

「それで代用するんですか？」

「昼間、マドカに頼んで買ってきていただいた。この世界で最も魔ま導どう線せんに近いものだ。なんとか代用できるだろう」

「銅線じゃなくていいんですか？　鉄に電気なんか流したら焼き切れません？」

「魔力を最も通しやすい金属は鉄だ。特に工業用に加工された鉄は、最適な量の炭素も含んでいるから、代用が利ききやすい。本当は新しいカストゥルを持ってこられればよかったのだが、面倒なことに攻撃用武具の移動量が決められていてな。自分のものを持ってきたら、カストゥルを運ぶ余裕がなかったのだ」

　そう言うとハリーヤは、腰のホルスターに収まった棒状の武ぶ機きを軽く叩たたく。

「まぁ君の言う通り、確かに魔ま導どう線せんはこちらの鉄よりはあらゆる魔力に対し丈夫に作られているが、レグルス相手では分が悪かったというだけで、普通のシィを相手にするだけなら、これでも十分だろう。そろそろ少し顔を離してくれ。万が一飛ぶと危ないから」

　ハリーヤは康やす雄おと和のど香かに距離を取らせると、針金を伸ばしてカストゥルの機き盤ばんに当てて行く。そして素手の指先から魔力の光を発し、まるではんだごてのように鉄線を機き盤ばんの上に落としてゆく。

　熱で針金を切り落としているように見えるのに金属が灼やける異臭は一切せず、落ちた鉄の欠片かけらも光につつまれてまるで意思を持つかのように、機き盤ばんのあちこちへと散って行く。

　散った先で収まった形は、素人しろうと目めにはまるで初めからそのために作られた部品のようにも見え、とても応急処置の範囲に収まるものではないように見えた。

「凄すごい綺き麗れいになっていきますね」

「私がか？」

　作業に集中していても康やす雄おをからかうことをやめないその根性は、もう尊敬に値する。

　だが、やはり集中しているせいかキレが悪く、簡単に回避できた。

「機き盤ばんがです」

「つまらん」

　ハリーヤは機き盤ばんからは目を離さずに言うと、ふと真面目な声色になった。

「『美しさは力』」

「え？」

「私に武ぶ機きの扱いを教えてくれた父の言葉だ。武ぶ機きに限らず、物には様々な美しさがある。外観の美しさ、内部の美しさ、機能美、使用感、製造工程、整備工程まで、物を作るときには状況が許す限りあらゆる部分で美しさを追い求めればそれだけ多くの人にとって良い物ができるという意味だと、私は思っている。その点、カストゥルとポルックスは実によくできている。最も普及している武ぶ機きだというのも、納得だ」

「魔ま導どう機き士しって、自分の武ぶ機きは自分で作ったり整備したりするんですか？」

　今話題に上がっていたレグルスも、思えばディアナの母の手作りだ。

　自分が使う武具の手入れを怠らないのは当然のことだが、まさかその武ぶ機きの製造まで自分の手によるものなのかと驚くが、

「普通は稼か働どう部ぶ分ぶんに油をさすとか、使用前に安全点検をするくらいしかできません。大佐が特別なんです」

　ディアナが首を横に振り注釈を入れた。

「技術中ちゆう尉いとして出世されていたことは話しましたけど、騎士団の武ぶ機き開発局の総責任者が唸うなるほどの、武ぶ機き職人も顔負けの技術と知識を入隊当時からお持ちなんです。あらゆる武ぶ機きの特性を理解して、最適な戦闘法を編み出すプロフェッショナルなんです」

「あっ!!」

　ディアナが解説をしていると、ハリーヤが大きな声を上げて、途端に金属の灼やける臭いがリビングに漂い始める。

「クローネ少佐……やめてくれ。手元が狂う」

「え？　あ、も、申し訳ありません」

　うっすら頰を染めてぶっきらぼうに言うハリーヤに、ディアナはとりあえず謝るが、話はそのまま続ける。

「特に、大佐の武ぶ機き『蛇じや骨こつ』のマルフィックはその形態が変幻自在。魔力次第でどんな形状も取るのですが、その分非常に扱いが難しいそうです。世界に使い手が数人しかいないと言われているのですが、この整備の腕前のおかげで大佐が最もその能力を引き出す名手であると評判で……」

「あっ!!」

　するとまた、金属が灼やける臭いと、ハリーヤの悲鳴。

「……クローネ少佐！」

「は、はい！」

「君が話していると気が散るから、ちょっと席を外してくれ。ヤスオもノドカも！」

「え？　あ、は、はい」

「はーい、分かりましたー」

　顔を赤くして唸うなるハリーヤの迫力に押されて、何となく三人はリビングを出てしまう。

「いきなりどうしたんだろう」

「わ、分かりません……でも、とりあえず終わるまではそっとしておいた方が」

　康やす雄おが首を傾かしげ、ディアナもおろおろとしている。

「うーん、もしかして、だけど」

「何ですか、ノドカ」

「いや、もしかしてハリーヤさんって、褒められるの、苦手なんじゃない？」

「ええ？」

「ほら、初めてうちに来たときも、ディアナさんが褒めたらなんか照れてたじゃん。優秀で何でもできる人って逆に周りからそれが当然って思われて褒められること少なそうだから、人前でディアナさんが言うみたいにストレートに褒められるの、きっと照れくさいんだよ」

「……そんな殊勝なキャラかなぁ」

　むしろ褒めたらもっと褒めろくらい胸を張るようなタイプだと康やす雄おは勝手に思っているが、

「いーや、あれは絶対そうだね。むしろ褒められて照れくさい思いすんの苦手だから、気ぃ張ってるまであるね」

「考えすぎじゃないかぁ？」

「なら今度試してみればいいじゃん？」

　和のど香かは随分と自信満々だ。

「でも、そうですね。褒められると嬉うれしい反面、妙に気恥ずかしくなること、ありますね」

　ディアナもある程度その分析に賛同できるのか、妙に納得顔で頷うなずく。

「康やす雄お？　帰ってるの？　お風ふ呂ろ空いたから入っちゃったら？」

　そのとき洗面所の方から母の声が聞こえてきた。

「ああ。分かった。それじゃ、ディアナ、俺悪いけど」

「はい、すみません、何だか、色々と、その……」

「ん？」

「いえ、私だけでなく大佐まで……その、変な誤解を、色々とされてしまって……大佐がそんなことをなさると分かっていたら、止めていたんですけど」

「う、あ……あ、いや」

　顔を赤らめて俯うつむいてしまうディアナの横顔に、康やす雄おは激しく動揺する。

　現状、ディアナとの関係を他人に誤解されて、康やす雄おが困ることはあまりない。

　だが、当のディアナ側がどう思っているのかということを、今まで全く考えなかった。

　まさかディアナから異性として好かれていると勘違いするほど思い上がってはいないが、男の悲しい性さがとして、そうである可能性を完全に排除することもできず、またディアナ個人の沽こ券けんにも関わるので、迂う闊かつな返答をするとそれこそ泥沼だ。

　そしてこういう場合、最悪手なのは沈黙なのだが、康やす雄おの思考はフリーズし、見事に言葉を失ってしまった。

「それでは、失礼しますね……また、明日……」

　ディアナは切なげな笑みを浮かべて玄関に向かい、康やす雄おはそれを曖昧な返事で見送るしかできない。

　ディアナが出て行って、洗面所から聞こえる母のドライヤーの音だけが響く中、

「へたれ」

　妹の渾こん身しんの一撃が心の脇腹に炸さく裂れつし、康やす雄おはがっくりとうなだれる。

「ンなこと言ったってどうすりゃいいんだよ……」

「ディアナさん可愛かわいいんだから付き合っちゃえばいいのに」

「お前本当簡単に言うな!!　付き合う付き合わないってそんな軽い話じゃねぇだろ！」

　ハリーヤから聞かされたディアナの過去一つとっても、軽率に粉をかけるようなことはできないし、そもそも康やす雄おの経験値でそんなスキルは発揮できない。

　だからそう強く反発したが、和のど香かはそれを鼻で笑う。

「はぁ？　何言ってんの。意識してないんなら、気にしてないとか、勘違いされて困っちゃうよなーくらいで流せば済むことでしょ。それができないってことは、少なからずお兄ちゃんがディアナさんのこと、そういう対象として意識してるってことじゃん」

「え……あ、いやでも」

「もっと言えば帯たて刀わきさんとか、ハリーヤさんも？　ちょっと親しくなった女子全員意識しちゃうとか、今までどんだけ女子と縁が無かったわけ？」

「い、いや、別に縁が無かったわけじゃ……部活とか、クラスとか、ちゃんと女子と話してたし、ただ、一緒に遊んだりとかが無かっただけで……」

　心の死体蹴りをやめない妹相手に何を告白しているんだと、康やす雄おは我ながら情けなくなってくる。

「……ディアナさんさ、これまでずーっと、人間関係で嫌な目に遭ってきてるんだよ」

「和のど香か？」

　嫌な目、とはどういうことだろう。

　もしかして、和のど香かは和のど香かで、ディアナの過去を本人から聞いたりしたのだろうか。

「そんな中でディアナさんの心の支えって言ったら、『三十年前の勇者ヒデオ』だけだったんだよ。今日、学校の帰りにそんなようなこと、言ってた」

　やはりそうなのか。

　どういう経緯でそういう話題になったのかは分からないが、きっかけがオゾン所ところ沢ざわ店てんでの翔しよう子この勘違いであることは想像に難かたくない。

「そういうこと、少し自覚して。今のお兄ちゃん、赤点取るようなナメた生活態度してるくせに、結構ディアナさんの中で特別なんだから」

「は!?　へ!?」

　分かりやすく動揺する兄に、和のど香かはこれ以上ヒントをやるものかと顔を顰しかめる。

「ほら、さっさとお風ふ呂ろ入ってきちゃいなよ。ガス代勿もつ体たいないでしょ」

「え、あ、和のど香か、それどういう」

「知らない。いいからさっさと消えて、ほら！」

「ちょっとあんた達、何を騒いでるのよ。ディアナちゃんもう帰ったの？」

　そこに丁度母が出てきて、親の前で付き合う付き合わないなどといった話題を出したくないため康やす雄おもそれ以上和のど香かを追及できなくなってしまう。

「んー、お兄ちゃんがどうしようもないって話してただけ」

「おい」

「別にそれは今更でしょ」

「おいっ！」

　妹と母の暴言への抗議は、一切黙殺された。

「そう言えばハリーヤさんが、さっきからリビングでディアナさんの武ぶ機きの修理してるよ」

「ああ、そんなこと言ってたわね。分かったわ。紅茶でもいれてあげましょうか……康やす雄お。お父さんもそろそろ帰ってくるから、早く済ませちゃってね」

「分かったよ……！」

　和のど香かは、憤ふん懣まんやるかたない様子の兄が洗面所の扉を気持ち荒っぽく閉めるのを聞きながら、肩を落とした。

　ディアナが来てすぐ、まだ兄がディアナやアンテ・ランデの諸もろ々もろに大反発していた頃。

　ディアナが『今の兄に瓜うり二ふたつな勇者ヒデオ』にずっと憧れていた、という話を聞いていた。

　そのことが、今のディアナと兄の関係にどう影響しているかは分からないが、贔ひい屓き目め無しに見ても、ディアナはとにかく兄に対して色々と甘い。

　べたべたしているということではなく、康やす雄おの全てを肯定的に捉えすぎているのだ。

　そして今日、学校の帰り道に聞かされた、ディアナのあまり思い出したくない『貴族令嬢』としての数々の縁談遍歴を思えば、恐らく真正面から等身大でぶつかってくる『勇者ヒデオ』に生き写しの兄など、極めて特殊な存在だろう。

　その上で、自分を守りたい、守ってほしい世界を守りたいと言い出したあの兄である。

　問題は、恋愛云うん々ぬんに拘かかわらずただそれだけのことでディアナが兄を全肯定するほど感情を寄せてしまっていることだ。

　兄が、人柄はともかくさほど優秀な男性でないことは家族としてよく分かっているし、現状の兄は日本の常識に照らし合わせて社会的マイナス点が多く目立つ。

「ダメンズ好きって奴やつかなぁ」

「何、和のど香か」

「ううん、なんでも」

「あ、マドカ。申し訳ありません、ちょっと手順を間違えまして、臭いが部屋に」

「あらあら。大丈夫ですよこれくらいなら。和のど香か、換気扇つけてくれる」

「はーい」

　キッチンの換気扇のスイッチを押しながら和のど香かは　色々な意味で大丈夫だろうか、あの兄は、と、小さく溜ため息いきを吐ついたのだった。







「もう、ったく、なんだっての、もう！　うぎゃあ!!」

　浴室に入り洗面器に湯を溜ためようとした康やす雄おは、カランの栓がシャワー側になっていることに気づかず全開で冷水シャワーを浴び、悲鳴を上げる。

「んがあああああ！」

　椅子に腰かけ慌てて湯船から湯を掬すくって体にかけ、カランが温かくなるのを待つ間、和のど香かに言われたことを頭の中で反はん芻すうすると、それに付随して、色々なシーンが頭を駆け巡る。

　翔しよう子こ、ディアナ、そしてハリーヤ。

　これまでの人生からは考えられないほど多様な女子と短期間で接近し、或あるいは接触している状態で思い出されるのは、座り込んだところを引き起こされたときの翔しよう子この手の感触。

　アレクセイ＝シィに倒されたディアナを抱えたときの、体の柔らかさ。

　タクシーの中で迫られた、ハリーヤの息の感触。

「うがああああああああぼろばろろろろろろ！」

　和のど香かがあんなことを言うから、余計なことばかり思い出してしまう。

　洗面器に張った水に顔を突っ込みながら叫ぶ康やす雄おの背中に、ドアの外から、

「お風ふ呂ろ場ばで何騒いでるの、窓開いてるのよ！」

　母の呆あきれた声がかかる。

「うるべえびょおおおお」

　うるせぇよぉぉ！　と水の中で叫ぶ十八歳高校生男子は、それでも社会常識として声が響く浴室に面している隣の家に声を聞かれてはならないと考え、水のしたたるヘタレになりながら立ち上がり、浴室の窓を閉めようとする。

　幸い、隣接する家の窓に明かりは灯ともっておらず、聞かれている心配はなさそうだった。

　というか、真っ暗だ。

　夜だからというわけではなく、全く窓の外に光が無い。

　いや、光が無いとかそういうことですらなく、窓の外に何か黒いものが……。

「え」

　唐突に窓の格こう子し越ごしに現れた赤い二つの点に、康やす雄おは思考が停止してしまう。

　自分が今、何を見ているのか分からず、手はそのまま窓を閉めようとして、

「あ」

『ぐるるるるる……』

　唸うなり声ごえが聞こえたとき、ようやく停止した思考が働き始めた。







「だああああああああああああああ!?」

「何だっ!?」

「ちょっと康やす雄おいい加減にしなさい！」

「またお兄ちゃん大騒ぎしてる……ってちょっと!!!!　何してんの!!」

　絶叫が聞こえてきたと思ったら、康やす雄おが全身ビショ濡ぬれのまま、タオル一枚で前を隠しながらリビングに飛び込んできたのだから、リビングにいた女性三人、ハリーヤと円まど香かと和のど香かの驚かんことか。

　だが康やす雄おも康やす雄おで悠長なことを言っている場合ではなかった。

「しっ、しっ、しっ」

「何がシッシよ！　こっちがシッシよ！　何裸で外出てきてんの！」

「シィが風ふ呂ろ場ばにっ!!」

　その瞬間の、円まど香かとハリーヤの行動は素早かった。

　テーブルを飛び越えてハリーヤが走り、後を追うように円まど香かが駆ける。

　だが、やはり康やす雄おの数秒のお見合いが問題だったのだろうか。

「な、何だっ!?」

　重いものが激しく崩れる音がして、康やす雄おが二人を追って廊下に戻ったときには、既に悲惨なことになっていた。

「今度はお風ふ呂ろが……」

　円まど香かの呆ぼう然ぜんとした声も仕方がない。

　脱衣所と風ふ呂ろ場ばを仕切るドアが破られたその向こうには、寒々と口を開けた風ふ呂ろ場ばの壁と、情けない音を立ててぴゅうぴゅうと噴き出すお湯。

　そしてその光景を背景に揺らめくシィの姿があったのだ。

「康やす雄おのお風ふ呂ろを覗のぞくなんて、随分趣味が悪いわね！」

　円まど香かの手に炎が灯ともり、

「同感です」

　ハリーヤも、腰の不思議な武ぶ機き、マルフィックを構える。

「小柄ですね。昨夜、私が逃がした個体のようです。ここで仕留めるべきでしょう」

「そうね、とはいえご近所の目もあるから、これ以上大騒ぎはしたくないわ」

「それは、相手次第と言えそうです」

　少なくとも如何いかなる方法でか、木造家屋の壁を素手で破るほどのパワーを秘めているのだから油断できる相手ではない。

『……オ…………』

「ん？」

『…………オ…………』

「何か、喋しやべっている……？」

「また勇者ヒデオかしら。もう本当に、あんなおじさんの何がいいのかしらね」

　風ふ呂ろ破やぶりの小柄なシィは、目の前の円まど香かとハリーヤには目もくれず、何かを探しているようだ。

　そのとき、音を聞きつけたのか、帰ったはずのディアナが玄関から飛び込んできて叫ぶ。

「今、もの凄すごい音がしませんでしたか!?」

　それに気づいた康やす雄おが、

「ディアナ!?　悪いけど和のど香かの方を……！」

　リビングから顔を覗のぞかせて迎え入れた。

　それがマズかった。

「ヤスオっ!?　何ですかその格好は!?」

　瞬間湯沸かし器デ・アールのように顔を真っ赤にして湯気を噴き出しかねないディアナが見ているのは、装備品がタオル一枚だけの康やす雄おであった。

「い、いや今はそんなこと言ってる場合じゃ……！」

『ぐるる……？』

「あ！　し、シィが!!」

「遅いっ!!　男の裸ごときで狼狽うろたえるな！　相手が一体でなければやられているぞ！」

　シィの唸うなり声ごえとハリーヤの[image: 叱]責でようやく我を取り戻したらしいディアナは、ちらちらと康やす雄おの方を窺うかがいながらも、スウェットのポケットからポルックスを取り出し身構える。

　実際、ハリーヤの[image: 叱]責は冗談にしか聞こえないが、シィ相手に油断をすれば、死ぬのは自分なのだ。

　だが、次の瞬間奇妙なことが起こった。

『ぐるるるる……！』

　シィが踵きびすを返し、風ふ呂ろの壁の穴から逃げ出したのだ。

「なっ！」

「えっ？」

　また逃げるのか。

　ハリーヤが一瞬早くそれを追って駆け出し、円まど香かは踏みとどまって家を守る選択をする。

　ディアナは拍子抜けしたように戸惑い、和のど香かは、

「いい加減何か着ろっ！」

　リビングに積まれていた洗濯物の中から、兄に向かってバスタオルを投げつけたのだった。




　　　※




「一体何だというのだ……！」

　ハリーヤは忌いま々いましげに舌打ちしながら、逃げるシィの後を追う。

　形勢の不利を悟って逃げるシィならこれまでいなかったわけではないが、全く交戦しないうちから逃げるシィには出会ったことが無い。

　しかも、この異世界ニホンに、たった一体で出現するという異常事態。

　送りに失敗したり、手が回らなかったりして一度大地に吸い込まれたシィを追う手立ては今のところ無いが、その点でもあのシィは奇妙だ。

　ハリーヤの少し前方を、家々の屋根を飛び回りながら逃げているのである。

「どこに向かっている……」

　シィの行動は、何であれ情報として蓄積しなければならない。

　可能な限り追跡を続行し、行動を観察することに決めたハリーヤは、追跡を悟られないよう注意してシィの後を追った。

「ん！」

　やがて、シィは目に見えて速度を落とし、ある家の屋根の上で停止する。

　観察するに、どうやら飲食店と住居が併設されている家屋のようだ。

　暖簾のれんの奥から光が表の通りに漏れて、酔客達の賑にぎやかな声が聞こえてくる。

　大勢人が集まっている場所に狙いを変えたか。

　これまで多くの家屋の上を飛んできたのだからそれはそれでおかしいのだが、他に考えられる要因も無い。

　危険な行動に出るなら即座に始末せねばならない。

　そう覚悟を決めたハリーヤの目の前で、シィは更に妙な行動を取った。

　飲食店側ではなく、灯あかりの消えた二階の窓に、さっと飛び込んだのである。

「しまった！　住人を襲う気か！」

　ハリーヤは急いで同じ窓に取りつくが、そこで、信じられないものを目にした。

　六畳の畳が敷かれた和室のその真ん中に、先ほどのシィが佇たたずんでいる。

　部屋に住人はおらず、うっすら聞こえる酔客達の声に誘われることもなく、窓にはりついたハリーヤに気づくわけでもない。

　ただシィはその場に立ち尽くし、赤く光る両の瞳を眠るように閉じた。

　次の瞬間、

「なっ…………」

　ハリーヤは言葉を失った。

　全身の黒い炎が一斉にするすると解ほどけ、中から人間の体が出てきたのだ。

　炎は顔の瞳に吸い込まれるようにしてものの数秒で消え、完全に姿を現した人間は、その瞬間膝から崩れ落ちて畳に倒れ伏した。

「…………！」

　死んでいるのかと思ったが、窓の外からでもはっきり分かるほど呼吸をしているし、その場ですぐに寝返りまで打ってみせた。

「ふゃ……はああ……」

　寝言だろうか、間の抜けた寝息とともに漏れた声からは、シィの凶暴さや禍まが々まがしさは一切感じられない。

　だが、今目の前で、シィから人が現れたことだけは間違いない。

　何よりハリーヤにとって信じられなかったのは、他ならぬその人間の正体である。

「確か……ショウコ・タテワキ……」

　康やす雄おの予備校の友人だという、あの少女に違いない。

　他ならぬ自分が、康やす雄おの関係者と見み做なして探りを入れた相手だ。

「シィが生きた人間に宿るだと……？」

　予備校の前で、彼女から奇妙な魔力や、不審な気配は感じなかった。

　ディアナからの報告や和のど香かの物言いからも、この少女が日本の人間であり、アンテ・ランデと何ら関わりが無いのは明らかである。

　纏まとう衣類は、夕方見たときと変わらぬ地味な色合いの上着とズボンだけ。

　シィと関わる要素など何一つ見当たらないこの少女に、何が起こったというのだろうか。

「本当に、こんなことが……？　本当に……シィが人間に……」

　ハリーヤは思わず、額のサークレットに触れる。

　指先に当たる宝石が、氷のように冷たい。

「……っ……くそっ！」

　ハリーヤは悔しげに歯は嚙がみするが、それでも翔しよう子こから、しばらくの間目を離すことができなかった。




　　　※




　さんざん和のど香かにどつかれながらもなんとか服を着た康やす雄おと、折角服を着たのに康やす雄おを極力視界に入れないようにしているディアナが、ハリーヤを出迎える。

　家の奥、風ふ呂ろ場ばの方から英ひで雄おの唸うなり声ごえが聞こえるから、帰宅した途端突き付けられた風ふ呂ろ場ばの惨状に頭を抱えているのだろう。

「大佐、ご無事の帰還、何よりです」

「さっきのシィ、どうなったんですか？」

　駆け寄ってくるディアナと康やす雄おを前に、ハリーヤは首を横に振った。

「残念だ。また逃がしてしまったよ」

　落胆する二人の表情を見て、ハリーヤもまた、自分の手て際ぎわの悪さを悔いるように、首を振ったのだった。







　　三章　それは青く見えるもの




　昼休みが始まると同時に、康やす雄おの席の周囲には人垣ができた。

　顔を上げなくても誰が来たかは分かっている。

「よっしゃあ、飯だ飯だ」

「悪い、ちょっと席借りる」

「ヤス、今日弁当の日だよな？」

　五十嵐いがらしと日ひ野のと、そして碧あお人とである。

　この展開は昨日、碧あお人とにハリーヤとタクシーに乗り込むのを目撃された時点で既に予想できていた。

　むしろ、よく昼休みまで待ったと褒めてやりたいところだ。

「昨日の帰りのこと聞きたいなら、悪いけど面白い話にはならないぞ」

　康やす雄おは開口一番そう切り出すが、悪友三人の好奇心に満ちた表情は変わらない。

「大丈夫だ。剣けん崎ざきが美女と腕組んでタクシーに乗ったってだけで、十分面白い。笑える」

「お前の笑いの沸点低すぎだろ」

　悔しいが、そう言われてしまうのも仕方がない。

　というか、自分だってこの三人の誰かに彼女ができたなんて話が持ち上がったら、ある程度お上品に探りを入れたくなるからだ。

「で？　昨日のあれは誰で、あの後一体何があったんだよ」

　それでも碧あお人とがここまで好奇心丸出しで踏み込んでくるのは珍しい。

　そのことを問いただすと、

「お前この前二人で彼女できねぇーってグチり合ったの忘れたとは言わせないぞ。それから大して経たってないだろ」

　そう言えば、ディアナが来たばかりの頃そんな話を碧あお人ととしたような。

「言っとくけど、彼女とかじゃねぇからな」

「じゃ何だよ。見せつけるように腕組みやがって」

「あれは俺のせいじゃなくてあの人が俺をからかってるだけなんだって」

「おいおい待て碧あお人と。まずはその女がどんな感じだったかってのを聞かせろ」

　五十嵐いがらしも碧あお人とと同じく興きよう味み津しん々しんの様子で、

「がっつきすぎ」

　日ひ野のは一歩引いた位置にいるようだ。

「おおそうか、らっしーヒノっち心して聞け。多分、年上だ。そんで、外国人。超美人」

「年上の外国人の美女だと!?」

「美女かどうかは主観によると思うが」

「あれを美女と言わずに何と言うって感じだな。見たことの無い色の髪でさ」

「お前そんな美女と腕組んで密閉空間に!?」

「密閉空間って、タクシーだぞ」

「いい匂いなんだろうなぁ！」

「タクシーのシートの匂いしかしねぇよ」

「五十嵐いがらし気持ち悪い」

　悲鳴混じりの五十嵐いがらしに、日ひ野のが突っ込む。

「彼女じゃないなら何なんだよ。よその高校の子か？」

「いや、碧あお人との予想のうち、年上ってとこだけ合ってる。親の知り合い」

　これは、康やす雄おが予あらかじめ用意していた噓うそで、もっと言えばディアナのことを翔しよう子こに説明したのと同じ内容だった。

　ハリーヤはディアナとは違い、日本に来るまで父や母との直接的な関係は無かったはずだが、今後アンテ・ランデから来た者達のことはそう説明すると自分の中で統一することに決めていた。

　半分は本当のことだし、人によって噓うその内容を変えられるほど康やす雄おは器用な性格ではない。

「親の知り合い？　いくら外国人の年齢が分かりにくいったって、そこまで年上には見えなかったぞ」

「親世代ってわけじゃねぇよ。正確に言うと、親父おやじが昔仕事してたところで今働いてる人なんだ。よく分からないんだけど、随分親父おやじに恩義を感じてるみたいで」

「外国人ＯＬかぁ……いいなぁそれ」

「五十嵐いがらし気持ち悪い」

「それで何でヤスを迎えに学校まで来るんだよ。って言うか、ＯＬにしちゃ格好大分変じゃなかったか？　なんかうちの学校のっぽいジャージに、デコにごてごてしたアクセサリー着けてたし」

　やはりあのサークレットは目立つか。だがそこも対策済みである。

「いや、何でも、小さい頃俺に会ったことがあるんだってさ。それでなんか、ちょっと遠い親戚とか従姉妹いとこみたいな接し方してくんだよ。腕組まれたからって何も思うことないし。デコに着けてんのは、何なんだよって聞いたことあるんだけど、個人的なこだわりみたいでさ。あれ、やっぱ変だよな」

　これは初めて吐つく噓うそである。

　若干噓うそ成せい分ぶんが多いがこれくらいは許容範囲だし、康やす雄おの純粋な感想として真実が含まれているから違和感の無い言葉が出てくる。

　ハリーヤは父と母にはきちんと礼儀を払っているが、康やす雄おや和のど香かに対してはディアナよりもずっと強く踏み込んでくるし、やはりあのサークレットを外さないのはちょっと変だ。

　腕を組まれたことに関しては……逆にそこだけが噓うその重要なポイントなので、そこを心で強化しておけばなんということもない、はずだ。

「うわぁ、剣けん崎ざきお前なんかそれ」

「何だよ」

「めっちゃうらやましいわ、そのシチュ」

「日ひ野のと同じこと言わせてもらうけど、お前どうした、気持ち悪いぞ」

「そうだよ。大体五十嵐いがらし、彼女いるじゃん」

「えっ」「はっ？」

　日ひ野のの何気ない一言に目を丸くしたのは康やす雄おと碧あお人とであった。

「あれ？　言ってなかった？」

　そして当の五十嵐いがらしは、あっけらかんとそう言い出すからたまらない。

「お、お前自分に彼女いるくせして俺がちょっと女の人といただけであんな気持ち悪いこと言ってきたわけ!?」

「ら、らっしーに彼女が……噓うそだろ、そんなの間違ってる」

「ちょっと待てよ碧あお人と。俺に彼女がいるって、そんなにおかしいか」

「「「おかしいな」」」

「お前ら！」

　康やす雄おと碧あお人とと日ひ野のの返事が見事に被かぶる。

「てか何？　日ひ野のはそのこといつから知ってたんだよ」

「中学の頃から。俺と五十嵐いがらしが同じ中学なのは知ってるよな」

「「中学の頃からあ!?」」

　康やす雄おと碧あお人とはまた目を剝むいた。

「こいつの彼女、家が隣同士で、幼稚園からずっと一緒なんだよ。幼おさな馴な染じみってやつ」

「「はああああ!?」」

「何だよ、そんなに不思議か？」

「「ねぇよ！」」

　康やす雄おはこんなときなのに、碧あお人ととの友情が深まった気がしてならない。

「え？　何、高校同じ？　まさか俺達も知ってる子？」

「いや、高校は別」

「ちなみに彼女の方が偏差値高い高校行ってる」

「余計なこと言うなっての」

「お、お、お前、お前、おおお前ささ最初から俺達を裏切ってたのか」

「碧あお人と、お前そんな女に飢えてるキャラだったか？」

「裏切りは許せないタチなんだ！」

　どこまで本気なのか分からないが、それくらいに碧あお人とにとっても、もちろん康やす雄おにとっても五十嵐いがらしに彼女がいる、という事実は衝撃だったのだ。

「てか俺の彼女のこたどうでもいいんだよ。今は剣けん崎ざきに青春の桜が咲くかどうかの瀬せ戸と際ぎわなんだろ！」

「いや待て、俺とその人はそういう関係には絶対ならない。よってこれ以上追及しても、親父おやじの関係者だって話以上のことは出てこない。むしろ五十嵐いがらしの話詳しく聞かせろ」

「ええ、なんだよそれつまんねー。よそのカップルのこと知りてーんだよ、何か聞かせろよ」

「これが勝者の余裕って奴やつですよ！　聞きましたか剣けん崎ざきさん！」

「碧あお人と、今度はお前が何か気持ち悪いぞ」

「うるせぇ！　ってか、まさかおい、ヒノっちまで仲なか良いい女子いるとか言い出さないよな」

「だから俺は別にあの人と仲なか良いいわけじゃ」

「ヤスは黙ってろ。どうなのヒノっち！　グレーなブルースプリングなのは俺だけ？」

　必死の碧あお人との追及に、日ひ野のは少し考えるような仕草をした。

「特別、いないかな。多分」

「何でちょっと今考えた!?　多分って何！」

「いや、去年後輩のそこそこ仲なか良いい女子の何人かからそれなりにチョコもらったから、あれはカウントしていいのかなって」

「勝者っ!!」

　碧あお人とは完全にノックアウトされてしまう。

　日ひ野のは陸上部に所属していて、一応短距離のレギュラーらしい。

「碧あお人とだって部活の後輩に女子沢山いるだろ」

「部内にカップルなんてできたらいい芝居にならないんだよ！　そう思ってきたんだよ！」

　熱心な演劇部員は、色々複雑らしい。

「らっしー。見せて」

「え？　何を」

「写真！　彼女の！　あるでしょ一枚くらい！」

「ええ？　やだよ、何で見せなきゃいけないんだよ」

「いや、五十嵐いがらし、この流れでそれは空気読めてない」

「日ひ野のは見たことあるからいいだろ」

「俺は良くても相あい生おいと剣けん崎ざきは納得しないと思うぞ」

　康やす雄おと碧あお人とは激しく頷うなずく。

「ちょっと待って。うかつに人に見せるとあいつうるせーんだよ。見せても大丈夫そうなの探すから……」

　嫌そうにしながらも、五十嵐いがらしは素直にスリムフォンを取り出し、アルバムを検索し始める。

「こんなことになるなら、ヤスをからかおうなんて思うんじゃなかった……！」

「人を呪わば穴二つってな」

　血を振り絞るような碧あお人との呻うめきに、康やす雄おは少しだけ仕返しできた気分だった。

「ああ、あった。これならいいよ。ちょっと前の奴やつだけど」

「…………」

　碧あお人とは画面を凝視しながら、どんどん絶望的な顔になってゆく。

「ど、どうしたんだよ」

　言いながら同じように画面を覗のぞき込こんだ康やす雄おは、すぐに理由を察した。

「お前、こんな可愛かわいい子が幼おさな馴な染じみで彼女とか、もう未来永えい劫ごういい事ないと思った方がいいぞ」

「剣けん崎ざきに賛成」

　日ひ野のもしたり顔で頷うなずいた。

　それほど、五十嵐いがらしの彼女だという女子は、日本の美少女を絵に描いたような人物だった。

　その隣ではっちゃけた笑顔を浮かべている写真の中の五十嵐いがらしは、殴りたくなる顔を絵に描いたようないつもの五十嵐いがらしだった。

「いや、お前ら属性だけで語るなよ。俺にしてみりゃ幼おさな馴な染じみなんて事実に何ら特別感無いし」

「碧あお人との殺気。碧あお人との殺気」

　目から恨みの殺気を放つ碧あお人とがシィになってしまうのではないかと心配になるくらいに、碧あお人とは般はん若にやの形相になっている。

「中学の何年からよ」

「正式に付き合い始めたのは二年の終わりからだったかな。だからもう、四年？　まぁその前のこと考えると付き合い自体は十年とっくに超えてるけど」

「かあっ!!」

　碧あお人とはもう、妖怪変化を駆逐する僧そう形ぎようのような奇声を発してなんとか自分を保っている。

「でも、うっかり高校別になっちゃったろ。俺が浮うわ気きしてねぇかってうるせぇんだ。ちょっと機嫌悪くなると怖くてさ」

「きええええええええっ！」

「だからさ、もしその外国人が剣けん崎ざきの彼女とかだったら、よそのカップルがトラブルんときどうしてるか知りたかったんだよ」

「だからカップルとかじゃないって。てか、疑われて機嫌悪いってのも、まぁ愛されてる証拠だろ」

「あー、でもここは擁護しとくか。マジで結構怖いぞ。聖せい奈なちゃんが機嫌悪いときはすぐ分かる。普段はこいつのこと『イガちゃん』て呼んでるくせに、すっげぇ分かりやすく冷たい声で『五十嵐いがらし君』とか言っちゃってさ」

「……えっ」

「その可愛かわいさだけでも罪なのに、『聖せい奈な』なんて綺き麗れいな名前なことに怒りを禁じえないけど、イガちゃん呼びされてることで少しだけ怒りが和らいだ！」

　日ひ野のの擁護に碧あお人とは頭を抱えて暴れそうになるが、康やす雄おは虚を突かれていた。

「渾名あだな呼よびが、苗みよう字じ呼よびになると機嫌悪いのか」

　そう言えばあのとき和のど香かに全く同じことを言われたことを、今になって思い出した。

「分かりやすいバロメーターの一種かな。他にも傍はたから見てると色々あるよ。絶対目合わせなかったり、五十嵐いがらしの話聞いてるようで聞いてなかったり」

「学校のこととか話すときは超要注意。聖せい奈なの知らない女子の話とか絶対禁句。聖せい奈なが通ってんのは地元の都立なんだけどさ、なんか私立高は公立より華やかみたいな変なイメージ持ってんだよな」

「愛されててよござんすねえええ!!」

「相あい生おい、落ち着け。人格が変わってる。あとここまでいくと嫉妬深いとも束縛強いとも取れるから、そこまで羨ましがるとこじゃない」

　食べかけの弁当をひっくり返しかねない碧あお人とを見かねて日ひ野のが肩に手を置いて落ち着かせるが、康やす雄おはそれどころではない。

「……渾名あだな呼よび……知らない女子の話……私立高のイメージ……」

　死ぬほど思い当たる話ばかりで、血圧が下がってくる。

「剣けん崎ざき？　どったの？」

　スリムフォンをしまいながら、顔色が変わった康やす雄おを見上げる五十嵐いがらしだが、康やす雄おはもう五十嵐いがらしのことなど見ていなかった。

　これは、自分の考え過ぎだろうか。

「いや、でも、まさか」

『お兄ちゃんも変な勘違いしないようにしなね？』

　妹の忠告が脳裏をよぎる。

　だが、それでも。

　あまりに事態は符合する。

　だが、それでも。

　そう判断をするのは早計ではないか。

　いや、それでも。

　勘違いだったときのダメージは計り知れない。

　いや、それでも。

　確認する術すべはどこにも無い。

　それでも、想像してしまう。

　翔しよう子この気持ちを。

『あとはまぁ、億に一つ、帯たて刀わきさんがお兄ちゃんのこと好きだったりとかしたらまた話は別かもしんないけど』

「っ……！」

　思わず頰が赤くなる。

　今自分は何をバカなことを。

　五十嵐いがらしにノセられて、とんでもないことを考えてしまった。

　こんなことを迂う闊かつに確かめようとした日には、一生和のど香かから後ろ指を指されることになる。

　第一、自分にはそんな要素は無い。

　やることもやれず、自分の宣言も守れず、運動も勉強もルックスも十人並みの、自分には。

　前提が整っていない。

　だから有り得ない。

　だが、一度でも考えてしまったら。

「次からどんな顔して会えばいいんだ……ただでさえ面倒なことになってるのに」

　次に翔しよう子こに会ったとき、冷静でいられる自信がなくなってしまった。

「あーあ、五十嵐いがらしが変な自慢するから、剣けん崎ざきも相あい生おいもおかしくなっちゃった」

「え!?　今こいつらが変なの俺のせい!?　俺なんか自慢した？　そもそも剣けん崎ざきをからかい倒す企画じゃなかったっけ？」

　人の気も知らぬ五十嵐いがらしは、それぞれ別の理由で心ここにあらずな康やす雄おと碧あお人とを交互に見て、首を傾かしげるのだった。

　と、そのとき、康やす雄おのズボンのポケットの中でスリムフォンが軽く震えた。

　手に取ってみると、最近とんと使われなくなったキャリアメールに、知らないアドレスからメールが入っていた。

「何だ？」

　スリムフォン用のウィルス対策ソフトは入れてあるので深く考えずにメールを開くと、そこに書かれていたのは、意外過ぎる内容だった。

『こうしてあらためて文章をおくるのは不思議なきもちですデイアネイズです。まどかにスリムフォンをかってもらいましたよろしければとうろくしてください。きょうわわたしがおむかえにあがりますのであんしんしてくださいね』

　小さな『ィ』を入力できていなかったり、『は』が『わ』だったりする文面から、慣れぬデジタルデバイスで必死にメールを打つディアナの顔が見えるようで、苦笑してしまう。

　漢字変換が少ないのは、操作に慣れていないか、言葉を喋しやべれても漢字まではカバーできなかったかのどちらかだろう。

　いずれにしろ、ディアナとスリムフォンで繫つながるのは安全のためにも良いいことだ。

　ついでに言えば、電話帳の中に家族以外の女子の名が増えるのは、それだけで嬉うれしいことである。

「……ん？　わたしがおむかえにあがる？」

　だがすぐに、康やす雄おはあることに気づき顔が青くなる。

　なので慌ててメールに、

『いや、大丈夫だから、いつも通り遠くから護衛してくれればいいから』

　と返信した。

　ところがそのままいつまで経たっても返信は無く、学校が終わる時間になり、

「あ、ヤスオ！　お疲れ様です、お待ちしていました！」

　校門で、碧あお人とと五十嵐いがらしと日ひ野のが見ている前で、タクシーを待たせて待機しているディアナと遭遇してしまったのだった。

　康やす雄おは最も早はや眩暈めまいがしてきて、恐ろしくて振り返る気にもなれない。

「すみません、メールをいただいたのに、買ったばかりで返信の方法が分からなくて」

　きっと碧あお人とは、鬼そのものの形相をしているに違いない。

「じゃ、じゃあ明日また」

「皆さん、失礼いたします」

「よ、余計なことしないでいいから！」

「えっ？　あっ、すみませ……！」

　いちいち碧あお人と達に挨拶をするディアナをタクシーに押し込むと、康やす雄おは逃げるように自動ドアを手で閉め、

「すいません所ところ沢ざわ駅えき西口まで！」

　悲鳴混じりに目的地を告げ、逃げるように発車してもらう。

　置いて行かれた碧あお人と達は、目の前で繰り広げられた現実を白昼夢のように黙って見つめていたが、やがて日ひ野のが碧あお人とにぽつりと言った。

「あの子？」

「いや。違う。全然違う。昨日とは違う子だった！」

「ふーん。でも二日連続タクシー帰りとか、むしろそっちの事情が気になるな」

「やべー、超ちよう可愛かわいかったな！　あれやべーな！」

「あいつが赤点取った理由がよーく分かった！　ヤスなんかもう友達じゃねぇっ！　追試全落ちしちまえ！」

「人を呪わばだぞ相あい生おい。あんま深く考えずに彼女作ればいいのに」

「彼女作れって一番嫌いな日本語だ！　どこかにキットとか売ってんのかよ畜生！」

「あんな子にお疲れ様ですお待ちしてましたとか言われてー」

「五十嵐いがらしはまたそんなこと言ってたら聖せい奈なちゃんキレるぞ」

　そんな男達のぼやきは、当然康やす雄おには届かないのである。
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「何か幻聴が聞こえる……」

「わ、私なにかよくないことをしてしまいましたか!?」

「い、いや、もう今更いいんだけど、あんまタクシーで帰る高校生って一般的じゃないから、せめて迎えに来るにしても目立たない場所にしてほしかったなって」

「そ、そうだったんですか。すみません……」

　ディアナは消沈してしまうが、それをフォローする元気も無いくらいには、明日学校に行きたくない。

「で、でも、結局昨日のシィの行方はつかめないままですし、あのシィの狙いがヤスオであることは状況から考えても明白です。少しでも危険を避けるためにはこれが現状一番いい方法でして……」

　言わんとすることは分かる。

　剣けん崎ざき家けには今、車が無い。

　玄関は思いのほか早く直ったが、車はかなり難航しているらしい。

　康やす雄おは詳しいことを教えられていないが、どうやらウィリアムの件で円まど香かが事故を起こした車が、証拠隠滅の努力もむなしく持ち主を特定されてしまったらしいのだ。

　間一髪、盗難の届けを出していたことと、事故の規模と剣けん崎ざき家けの家族の健康状態から円まど香かに自損事故の嫌疑がかかることは避けられたようだが、康やす雄おには分からない複雑な手続きがあるらしく、未いまだ新しい車を手に入れるには至っていない。

「で、でもさ」

　だがそこまで思い出して、康やす雄おは少し声を潜める。

「タクシー乗ってて、シィが来たらどうすんだよ。思いっきり巻き込むことになるぞ。母さんが事故ったの知ってるだろ」

「確かにそうですが、徒歩で襲撃を受けるよりは人を巻き込む可能性が低いんです。差し迫った危機は逃げた一体だけですし、そんなことを言ってしまったら、ヤスオが学校や予備校に行くこと自体危険が伴うのですよ？」

「そ、そりゃそうだけど……でも、今までシィって、みんな基本的に夜にしか現れないじゃん。昼間は大丈夫なんじゃないのか？」

　康やす雄おが記憶する限り、自分の周囲にシィが現れる時刻は、いずれも夜間だ。

　死者が基もとになって生まれる怪物らしいし、あの黒い炎はいかにも闇に紛れやすい。

　昼の陽ひの光の下では活動できないのではないかと考えたが、

「たまたまです。アンテ・ランデでは、日中に出現するシィが確認されています。確かに記録の上では夜間の方が圧倒的に多いですが、雲一つない快晴の下で戦った記録があります」

「……マジか……」

　康やす雄おは絶望的な気分になってくる。

　ウィリアムやアレクセイ＝シィのときには何がなんだか分からないまま事件に巻き込まれた感が強かったが、いずれにしろウィリアムという元凶が存在した。

　だが今回は、唐突にシィが現れ、唐突に消え、その行方は杳ようとして知れない。

　ゲームなどの進行中に偶然出会うモブモンスターのようにあのシィが完全に野生化したものだとすると、今この瞬間にも、全く剣けん崎ざき家けと関係ないところで暴れている可能性すらある。

　そのことについて、康やす雄おが責任を背負い込む必要は、本来は無い。

　だが、勇者の息子として、また勇者に立候補した者として、自分の手の及ばない場所で誰かが得体の知れない力の犠牲になっているかもしれないというのは、決して気分の良いいものではない。

「不謹慎だけどな、今後こういうことが続くなら、あのウィリアムみたいに分かりやすいボスを倒して終わりになった方が、むしろ簡単だよな。戦う相手が何なのか分からないってのは、一番嫌な状況だ」

　この迷宮入りの感覚は、勉強で大きく躓つまずいた感覚とどこか似ている。

　それこそ今回の赤点テストではないが、あらゆる設問で躓つまずきまくったものの、現時点で自分が何を分からないのかが分からないから、弱点の補強や課題の発掘すらできない、あの感覚だ。

　こういった場合、結局スタートに戻って一から状況を洗い直す以外の方法は存在しない。

「一からって言ってもなぁ……」

　そもそもあのシィが、どこから出てきたものなのかが分からない。

　アレクセイ＝シィのとき、康やす雄おの前に現れたシィは康やす雄おが送ったアレクセイを含めても八体しかいなかった。

　父とディアナがあっさり倒し既に送られたとはいえ、一度に六体出現するというのは、結構恐ろしい事態なのだと改めて認識する。

「送った…………あれ？」

「どうしましたか、ヤスオ」

「いや……なんか、おかしいなって」

　記憶に引っかかった僅かな違和感。

　車。シィ。鎮魂歌。送る。復活。

「あっ!!」

「な、なんですか？」

　康やす雄おが大声を上げたので、運転手が驚いて尋ねてくる。

「す、すいません、何でもないです」

「は、はあ」

「ヤスオ？」

　怪け訝げんそうに尋ねてくるディアナに向き直った康やす雄おは、自分が気づいた恐ろしい事実を告げる。

「ディアナ。シィは、倒しても鎮魂歌で送らなきゃ、またどこかで復活するんだよな」

「ええ……そのはずですが」

「あの小柄なシィ……もしかしてウィリアムが来たとき、既に日本にいた奴やつかもしれない」

「えっ？」

「例の、車の事故のシィだけ、送られてないんだ。そのとき、俺も母さんも、そのこと知らなかったから……」

「あっ」

　ディアナも、康やす雄おが何を言おうとしているか理解したようだ。

「で、でも、そうだとしても、結局倒さなければならないことに変わりはありませんし、現状を打破するヒントにはならないかと……」

「いや、そうじゃないんだ。もう一つ思い出したことがある。今思えばなんだけど、ウィリアムはあの車の事故を、想定していなかった」

「どういうことですか」

「あいつが周りに危険を及ぼすつもりがないみたいなこと言ってたの、覚えてるか？　あのとき俺、けしかけられたシィのせいでもう車の事故が起きてるんだふざけんなって言ったんだ。そしたらあいつ、本当に驚いてるみたいだったんだ」

「確かなんですか？」

「間違いない。その一瞬だけ、あの滅め茶ちや苦く茶ちや怖い赤い眼めの力が緩んだんだ。そう、それであいつ、急がなきゃって言ってた……だからもしかしたらだけど、ウィリアムにはウィリアムの敵が、俺達とは別にいるんだと思う。そんで、もしウィリアムが把握してなかったあのシィが、最初から俺を狙って車に取りついたんだとしたら……」

「そう遠くへは逃げていないということですね？」

「ああ。それと」

　康やす雄おは厳しい顔で言った。

「多分あの小柄なシィは、ウィリアムの敵であっても、俺達の味方じゃない誰かにけしかけられたんだ。だからやっぱり……」

　あまり歓迎したくない結論だった。

「この前の六体も、多分そうだ。ハリーヤさんが来て以降のシィの出現にも、黒幕がいる。そしてそいつは、もう俺達のすぐ近くにいる」
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「ふむ。あの六体と、逃げた小柄な一体を差し向けた者がいる、と」

「はい。ヤスオの予想ではありますが、ウィリアムの話と総合すると、あながち無いとも言い切れません」

「ならば、それはそれであまりありがたくない予想だな。シィの出現が常に何者かの意思によって引き起こされているとなれば、アンテ・ランデのシィ対策も、根本から見直す必要が出てくる」

「……それは、仰おつしやる通りです」

「だが少なくとも、ウィリアムとやらを退けてから私が合流するまで、シィの出現は確認されなかったわけだな」

「はい」

「シィの正体は、未いまだ判然としない。現れるときも消えるときも、質量保存の法則を無視しているとしか思えぬ挙動を取る。これを言うとまたアンテ・ランデや我々に対する心証は悪くなるが、アレクセイ将軍とウィリアムはクローネ少佐が、先日の七体は私が開門塔ゲートタワーを越えたときに一緒に来てしまったという考え方もできるぞ。開門塔ゲートタワーでの移動に関係するのは質量だが、シィに質量があるのかどうかは未いまだ分かっていない。有り得ないこととは思うが、もし質量がゼロなのであれば、誰の目にもつかぬようこっそりタダ乗りすることもできるかもしれない」

「ですがいずれの話も現状推測でしかありません。実際には我々が能動的に動けないことに変わりはありません」

「結局シィ対策はそこに行きつくわけだ。ところで、ヤスオは一体何を湿し気けた丸太のように転がっているんだ」

　拠点をアパートに移した意味があるのかと思うほど、相変わらずディアナとハリーヤが剣けん崎ざき家けのリビングで話し合う傍かたわらで、康やす雄おが燃え尽きたように転がっていた。

「あ……これは、その」

　ディアナは顔を赤らめる。

「例のショウコさんの誤解をヨビコウで解こうとしたのですが、今日は目も合わせてもらえなかった挙あげ句くに、ろーぷという通信も無視されているらしくて……」

「それで勝手に一人ですり減っているわけか」

「あと、学校のご学友からはもの凄すごい勢いで、今日迎えに来た子は一体誰だと追及が入っているらしくて……」

「なんだ、私にヤスオの生活を騒がせるなと偉そうなことを言っていたのに、結局少佐もヤスオの友人をひっかけたのか」

「ひ、ひっかけたって、違います！　ただ不審者と勘違いされては大変ですから、失礼の無いようにご挨拶をしただけです！」

「いや、多分それが良くなかったんだと思うぞ」

　ハリーヤが言うことではないが、間違ってはいない。

「しかしまぁ、いいことじゃないか、平和で」

「平和の概念が共有できていない……」

　湿し気けた丸太の呪じゆ詛そが湧き上がってくるが、ハリーヤはそれをはねのけた。

「別に誤解されたままだからといって死ぬわけじゃなし。学校の友人達にも、クローネ少佐のことは恋人だとでも堂々と言っておけば案外拍子抜けして引き下がるぞ」

「たたた大佐っ!!　何を仰おつしやってるんですか!!　そんな噓うそ良くないです！　不潔です！」

「それでなんとかなるものなら言いますけどなんともなりませんし～……」

「ヤスオも何言ってるんですか！　そんなこと言わなくていいんですっ!!」

「不潔って少佐……いや、君はこれが素の本気だから恐ろしいんだな」

　必死に抗弁するディアナを、ハリーヤは若干引き気味に眺めるが、

「ま、本人は真剣なんだろうが、私に言わせれば微笑ほほえましい悩みでしかない。せいぜい悩め。大人になればそんな悩みを持っていたこと自体が幸せなことだったのだと気づくから」

　やがてそう言うと、ソファから立ち上がった。

「大佐？」

「……先にアパートに戻らせてもらう。今日はノドカと一緒にいたが、あの子はヤスオよりもずっと人間ができていたから、からかいようがなくて疲れた。先に浴室を借りるぞ」

　からかいようがなくて疲れたとはあんまりだが、それだけ康やす雄おはからかいがいがあるとも取れる。

「あ、はい……多分今、マドカが入っていますから、声をかけて交代して下さい」

　剣けん崎ざき家けの風ふ呂ろがシィに壊されてしまったので、今日のところは全員ディアナの部屋のユニットバスを使うことになっていて、今は母がディアナの部屋にいるのだ。

　父は自室でテレビを見ていて、和のど香かは恐らく部屋で勉強しているのだろう。

　自分のことばかりで忘れがちだが、あの妹も受験生なのである。

「分かった。ではな」

　ハリーヤはそれ以後、湿し気けた丸太には見向きもせずに、さっさと帰ってしまった。

「大人になればって、大佐も私と一つしか違わないじゃありませんか……」

　ディアナが少しむくれたように言うのも珍しい。

「え、そうなのか」

　湿し気けた丸太が驚くと、ディアナは何故なぜか余計にむくれる。

「私、そんなに子供っぽく見えますか。もう十九なんですけど」

「えっ!?　年上!?」

「えっ!?」

　康やす雄おは心底驚いて立ち上がり、ディアナはディアナで康やす雄おが驚いていることに驚いている。

「……見えない」

「ヤスオ酷ひどいっ！」

「ちょっと、お兄ちゃんまたディアナさん泣かしてるの」

「またってなんだよ！　お前はどうしてこういうタイミングで現れるんだよ！」

　そこに、飲み物でも取りに来たのか、二階から下りてきた和のど香かが忌いま々いましそうな顔で入ってくる。

「悪い、その、同い年くらいだと思ってたんだよ……あはは」

「噓うそです。ヤスオは噓うそを吐つくのが下手です。私の方がお姉さんなのに、絶対私のこと、年下だと思ってましたね！」

「こういう子供っぽい面倒なとこはなんか末っ子っぽいよね。ちょっと分かる」

「ノドカまでっ！」

「お前はもう少し末っ子っぽくなれ」

「上がしっかりしてれば末っ子らしくしてたよ」

　ああ言えばこう言う和のど香かに、康やす雄お如ごときが勝てるはずもないのだ。

「でも、だとしてもハリーヤさん、二十か。それにしちゃ随分と大人びてるよな……いや、だからその、軍人ぽいって意味でさ、はははは」

　予備校の担任助手の小こ林ばやしの年齢が、確か二十か二十一のはずだ。

　もちろん良い大学に行き、教育関係の仕事をしているのだから今の康やす雄おに比べて十分大人に見えるのだが、それでもやはり大学生というバックボーンもあり、新卒のサラリーマンなどとははっきり雰囲気が違うことも確かである。

　だがハリーヤの雰囲気は、高位の軍人であることを差し引いても、年齢より随分と老成している部分が多いように思える。

　ディアナが時々やたらと子供っぽいせいで、それが際きわ立だつだけかもしれないが……。

「今、また私のこと、子供っぽいって思ってませんでした？」

「い、いや……」

「もういいです」

　康やす雄おがそんなことを思っていると、ディアナがアパートのある方向を見て言った。

「大佐は、今のレスティリア魔ま導どう機き士しの中では少し特殊な経歴を辿たどっていますから、もしかしたらそれが関係しているのかもしれません」

「特殊な経歴？」

「ええ。大佐が武ぶ機きに造ぞう詣けいが深いことはお話ししましたよね。私のカストゥルも、ニホンにあるものだけでここまで直して下さったんですが」

　そう言うとディアナは、スウェットのポケットからカストゥルを取り出す。

　最近いつも思うが、部屋着のスウェットのポケットに随分物騒で重い物を入れている割には、外から見ても分からないのが不思議だ。

　外装の破損までは修理できなかったのか、ポルックスにはある上面の金色のカバーが外れ、グリップは無理矢理ダクトテープのようなもので巻かれている。

　それでもディアナが軽く力を込めると、光の刃やいばが出る部分に淡く魔力の光が灯ともった。

「大佐のお父様は、名のある武ぶ機き職人だったんです。大佐は末の娘さんで、兄弟姉妹の中でも最も才能に恵まれておられたとか」

「え、ハリーヤさん末っ子？」

「見えないわー」

「……まぁ、それはともかく」

　一人っ子なのに末っ子気質だと言われてしまったディアナは、聞かなかったことにして続ける。

「何故なぜ私がそんなことを知っているかというと、先日も話題に出た父の武ぶ機きレグルスを作るとき、母が助言を仰いだのが大佐のお父様だったのです。マイスター・クラウディオス・ヴェレッガー。元は魔王コール戦役の頃にレスティリアに移住された、トルジェーソ大公国の方だったんだそうです。大佐の銀髪は、トルジェーソ周辺の国々に根差す民族の大きな特徴なんです」

「へぇ。マイスターって、確か優秀な職人の称号だよな。そんな人の子供なら、武ぶ機きの扱いに長たけてても不思議じゃないな」

「でも、武ぶ機き職人『だった』って、どういうこと？」

「母がレグルスを完成させてしばらくして、お亡なくなりになったのです。大佐がお生まれになったときにはもうかなりのお歳としだったらしく……大佐が騎士団に入ったのは、お父様が亡なくなられた直後だったと聞いています」

　マイスター・ヴェレッガーの名は武ぶ機き産業に携わる者の中では有名で、父の才能を継いだと評判のハリーヤは、請こわれて武ぶ機き開発局という部署に配属され、そこで如何いかんなく才能を発揮したという。

「ん？　でも今は、前線で戦う魔ま導どう機き士しなんだよな。なんとかいう武ぶ機きの名手なんだろ？」

「『蛇じや骨こつ』のマルフィック。十以上もの形態を持つ可か変へん武ぶ機きです。大抵の武ぶ機きは二、三通りの形状しか運用できませんが、倍以上の選択肢を戦闘状況に応じて繰り出せる大佐は戦士としても超一流です。もちろんそれだけ複雑な武ぶ機きですから、マイスター・ヴェレッガーの腕を以もつてしなければ整備も追い付きません。まさに、武ぶ機きと一体になったような方なんです」

　子供扱いされたことも忘れ、まるで我がことのようにハリーヤの経歴を誇らしげに語るディアナ。

　この一点を取っても、ハリーヤが同年代の魔ま導どう機き士しに慕われていることがよく分かる。

「でも、不思議だな。そんな凄すごい人なら、その開発局とやらが手放さないんじゃないか？」

「転属にあたってかなりもめた、とは聞いています。ですが転属直後に少佐官に昇進したほど戦闘技術にも戦術理解にも長たけていて、シィ相手にも多くの武功をあげていらっしゃいます。丁度私の父の戦死の件があって、騎士団が動揺していた時期だったんです。未知の敵を相手に現場に武ぶ機きと戦闘の両方に通じる人がいればこれほど心強いことはないと言われていましたし、その頃直接の面識が無かった私も、評判を伺ってそう思ったくらいですから」

「へぇ。単なる面倒な人ってわけじゃないんだ。そりゃそうか」

「それに、私にとっては、色々な意味で憧れの人なんです。私と違って、家名や親の偉大さに負けず劣らずの力を示し続けていらっしゃるのですから」

「それは……」

　救国の英雄を両親に持ちながら、騎士団内ではさほど頭角を現しているわけではないディアナ。

　伝説の勇者と大だい魔ま導どう士しを両親に持ちながら、学校の定期テストで赤点を取って凹へこんでいる康やす雄お。

　ハリーヤに比べ何とも両親の名に対して格好のつかない二人が落ち込みかけたとき。

「ディアナさんにクイズです！」

　それまで黙っていた和のど香かがいきなり叫んだ。

「カエルの子はまるまるまる！　空欄に当てはまる言葉を答えよ！」

「えっ？　え？　ええっと、カエルの子は……なんでしたっけ。カエルの子はカエルとかなんとか、そんなことわざだか慣用句だかですか？」

「ぶ──！　残念不正解。答えは、カエルの子はオタマジャクシ、でしたー！」

「いきなり何だよ。てかそれ、ズルくね？　国語の問題なのか生物の問題なのか初めに言えよ」

「国語でも生物でも一緒だよ。私この慣用句、廃れるべき言葉だと思ってるから」

「ええ？　いきなり何言い出すんだ」

　カエルの子はカエル。

　何事も子は親に似るもので、転じて凡庸な親からは凡庸な子しか生まれない、という意味がある。

「オタマジャクシは命がけで頑張って、色んな危険や競争を乗り越えて、ようやくカエル大人になれるんだよ。そんで、大人になったら親とは違う個体。それが分からないのなんて、努力をしなかった大人だけ。第一、『カエルの子はカエル』なら、うちのおじいちゃんおばあちゃんって勇者？　大だい魔ま導どう士し？　違うでしょ」

「……まぁ、そりゃ」

「私達はまだ子供で、なーんの結果も出してない。努力してる真っ最中。ハリーヤさんはたまたま手足の生えるのが早かっただけだよ。てか、そう思わないとやってられないでしょ」

　中三になりたての十四歳が随分と生意気なことを言うが、さりとてディアナも康やす雄おも反論できない。

「私にしてみりゃ、お兄ちゃんの環境なんて余裕すぎて。私が大学受験する年って、センター試験が無くなる最初の年だもん。何の前情報も無い状態で頼れるのは自分の努力だけなんだから、カエルの子はカエルなんて諦めてる場合じゃない。下手したらオタマジャクシの間にヤゴとかタガメに食べられちゃうかもしれないんだから」

「やご？　たがめ？」

　オヒョウを知っていたのに日本の代表的な水すい棲せい昆虫の名は知らないのか、ディアナは首を傾かしげる。

「もちろん何に力を入れるかはきちんと見極める必要はあるけど、努力をするクセは何歳になっても無駄にならないと思ってるからさ、私。だからほら」

　そう言うと、和のど香かはにやりと笑って二人の前に両の掌てのひらをかざして見せる。

　何かと思ってその手を見ていると、突然その掌てのひらの上に光が奔はしり、マッチの火程度の微かすかなものではあったが、虚こ空くうに炎が灯ともったではないか。

「っっ!?」

　康やす雄おは驚きの余り声も出ず、

「ノドカ……どうして……」

　ディアナも息を吞のんで、和のど香かが生み出した小さな炎と和のど香かの顔を交互に見ている。

「門前の小僧」

「……ええと、今日習った？」

「習わぬ経を読む、だよ。私はお兄ちゃんみたいにお父さんを呼ぶこともできないんだし、やれることは何でもやっとかなきゃでしょ。戦えるとは思わないけど、何に役立つか分からないし……はああ、やっぱこれ疲れる。てか、そういやさっきお風ふ呂ろ借りたばっかだったんだ。汗かいて失敗した」

　まだ魔力量はそれほどでもないのだろう。

　ほんの数秒、マッチ程度の炎を出現させるだけで大汗をかいていた和のど香かだが、それでも未いまだ準備魔ま導どうすら満足にできない康やす雄おとは雲うん泥でいの差さである。

「あの、よかったら、大佐の後ですがまた使っていただいても」

「うん。そうさせてもらうね。それじゃ、私飲み物取りに来ただけだから」

　そう言うと和のど香かは、冷蔵庫の中から紅茶か何かのペットボトルを取り出して、二階へと上がって行ってしまった。

「……あれも、才能なのかな」

「分かりませんけど……多分」

　確かに和のど香かも康やす雄おと条件は変わらないし、ときどき康やす雄おの隣でディアナの授業を聞いていたことはあったが、それでもこの短期間で康やす雄おを追い抜き、自力で炎を発現できるようになったことは素直に驚嘆に値する。

「負けてられねぇな。マジで」

「そうですね……でも、今はシィのことは我々に任せて、きちんと学校の勉強をなさって下さい。またこっそり魔ま導どう修行したりしないで下さいね」

「う……はい、善処します」

　学校でやっていた康やす雄おはつい目を逸そらしてしまい、

「やってたんですね」

　思い切り見破られてしまう。

「はは……ははは……」

「いいんですけどね。でも、焦あせりは禁物です。大佐も仰おつしやっていた通り、ヤスオには上級司祭顔負けの鎮魂歌があるんですから、一つずつ着実に目の前の課題を解決して行って下さい」

「はい。地道な努力が肝心ですね」

「その通りです。何でしたっけ、千里の道も尻尾しつぽから！」

「一歩から。人間に尻尾しつぽないだろ」

「違います。今のはエドッコが『ひ』と『し』を間違えたようなものです」

「だからなんでそういう俺もツッコミ辛づらいようなよく分からない話を知って……ん？」

「あ。あっあっ。ど、どうすればいいんでしたっけ、これ!!」

　バイブレーションの音が聞こえて見回すと、テーブルの上で見慣れないスリムフォンが震えていた。

「最新機種じゃねぇか」

　最新式のＹＯＩヨイ・ＰＨＯＮＥフオン、ピンクシルバー。

　母は随分張り込んだのだなと思いつつ、着信画面に表示された名が『まどか』になっているのを見てがっくりと肩を落とす。

「この緑のとこ、横にずらして」

「は、は、はい……も、もひもひ！」

　そこでも『ひ』と『し』を間違えるのかと突っ込みたくなるが、自分が嚙かんだことに気づき顔を赤らめるディアナが、すぐに真面目な表情になったのを見て、康やす雄おも眉を顰ひそめた。

「はい……はい。え？　もう十分以上も前に……そうですか、分かりました。いますぐそちらに戻りますね。多分何もないとは思うのですが、大佐はスリムフォンをお持ちでないので、ちょっと探してみます。はい、それじゃあ…………えっと、どうやって切るんでしたっけ」

「そっちの赤いとこ触って」

「あ、切れた」

「母さんの方が切ったんだな。何。母さんどうかしたの」

「それが、シャワーを浴びられた後、こちらに戻ろうとされたんですが、鍵が無いのでどうしたらよいかと」

「え？　だってハリーヤさんもうそっちに行って……ああ、十分以上前にってそのことか」

「はい。私、ちょっと戻りますね。鍵が二つしかなくて、片方を大佐に預けてしまったので」

「うん、分かった」

「もし康やす雄おもシャワーを使いたくなったらご連絡下さい。それと、今後何かあったときのために、康やす雄おにも私の部屋の合鍵を作って渡しておきますね」

「ああ、分かっ、んっ？　えっ？　合鍵っ!?」

「では、失礼します」

　つい流しそうになったディアナの発言に目を剝むく康やす雄おだが、ディアナは円まど香かを待たせてはいけないと思っているのか、足早に出て行ってしまった。

　康やす雄おは呆ぼう然ぜんと閉じられたドアを見ながら、急に頭の中を色々な思いがぐるぐるし始めて目を回しそうになるが、

「安心しなよ。うちの家族全員分作ってくるって意味だから」

　二階に上がったはずの和のど香かが、階段の上から顔を覗のぞかせてにやにや笑っている。

「そそそうだよなそうだよな分かってた分かってたそういう意味だよな!!　はっはっは！」

「正直なところ一体どんな想像してたのかなーお兄ちゃんはー」

「うるせ──────!!　お前も毎度毎度聞き耳立ててんじゃねえええええええ!!　素直に二階に消えとけええええええ!!」

「おーい康やす雄お、和のど香か。何騒いでるんだ。風ふ呂ろの壁抜けてるんだから夜にあんまり大声出すな」

　玄関が爆発し、車が爆発し、風ふ呂ろの壁が抜け、五十嵐いがらしに幼おさな馴な染じみの美人な彼女がいたことが発覚するような異世界との交流なんて願い下げだ。

　勘違いでもいいから、どんなベクトルでもいいから、もう少しロマンチックなあれこれを求めたってバチは当たらないんじゃないか。

　だが康やす雄おの目の前にある現実的な未来は、明日、ディアナの正体について学校で針の筵むしろに座らされることくらいしか確定していないのである。




　　　※




「なんだろう。何か今無性にイラっときた」

　自宅の自室で今日の講座の復習をしていた翔しよう子こは、ふとした瞬間に集中が切れて、椅子を立った。

「あー……体が固まるぅ……んぐぐ。もう十一時か……はぁ」

　小学生の頃からずっと使っている勉強机の脇で充電されているスリムフォンを手に取ると、時刻は夜の十一時を少し回ったところ。

　何気なくロックを解除すると、表示されるアプリアイコンの中に一ヶ所、更新を示す①のバッジが灯ともっている。

「……」

　誰からの、何の着信かは分かっている。

　康やす雄おからの、言い訳ＲＯＰＥだ。

「……ふん。何よ。自意識過剰」

　親指がＲＯＰＥのアイコンをタップしようとするが、どうにもその気が起きない。

　別に、中身を読まなくたって何が送られてきたかは分かっている。

　例の、あの綺き麗れいな外国人の女の子達についてのあれこれだろう。

　翔しよう子こだって、本気で康やす雄おがあの不思議な少女達と恋人関係にあるなどと思ってはいない。

　あのタクシーの降おり際ぎわだけは驚いたし、ドラマや映画で見るようなキスシーンにしか見えずに狼狽うろたえてしまったが、康やす雄おの性格からしてそんなことをするはずもない。

　だが、それでも感情が抑えられなかった。

　いや、抑えられなかったから逆に過剰に抑えようとして、あんなことを言ってしまった。

　本心じゃなかったのに。いや、本心だったからこそ。

　自分でも理不尽なことを言っているのは分かっている。

　何せ翔しよう子こは、康やす雄おにとって、どんな贔ひい屓き目めで見たって、ただの知り合いだ。

　友達、というにもまだ少し足りない。

　康やす雄おと最も近い距離にいた中学時代ですら、よほど必要に迫られなければ話もしなかった。

　それこそあの『身近な大人の職業研究』のときが、最も長い時間話していたのではないか。

　二年が終わってからはクラス換えで離れてしまい、それから三年が経たち、つい先月、予備校で偶然出会うまで、康やす雄おは自分のことを忘れていた。

　つまり、翔しよう子こは、康やす雄おのことなどほとんど何も知らないのだ。

　家の場所だけは知っているが、康やす雄おは翔しよう子こが康やす雄おの家を知っていることも知らない。

「一人で、バカみたい。てか、完全にやってることストーカーじゃん」

　大して仲が良いわけでもない男子の異性関係をあれこれ邪推して。

「だって……仕方ないじゃん」

　自分でも、何故なぜこんなに康やす雄おが気になるのかが分からない。

　冷静に考えれば、これは恋だ。それを認められないほど自分がガキだと思いたくないのでそこは認める。

　恐らく中学二年のあのときからずっと、自分は剣けん崎ざき康やす雄おに恋している。

　だが、その理由があまりに薄い。

　あの職業研究の顚てん末まつだって、そこまで康やす雄おに惹ひかれる何かがあったとは、今真剣に思い返しても、全く思えない。

「仕方ないじゃん人と接し慣れてなかったんだもんちょっと優しくされりゃコロっと行くさそりゃあ！」

　向こうがこっちに好意を持った末の行動だなんて思ってない。

　さほどの考えがあってのことですらなかっただろう。

　それ以前に、考えがあってあんなことをする人物なら多分ここまで引きずってない。

「ディアナ、かぁ……」

　頭が真っ白になっていたのでよく覚えていないが、愛称であることはすぐに理解できたし、名前で呼び合って、感情豊かに会話する二人の様子は極めて親しげに見えた。

「いいなぁ」

　翔しよう子こは呆ほうけた顔でまた椅子に腰を下ろすと、机に広げられたノートの隅に、シャープペンで『翔しよう子こ』と書き、

「[image: ～][image: ～]っ!!」

　一人で勝手に顔を赤くして、それをぐりぐりと塗りつぶした。

「寝よう、寝て全部忘れよう。夜中は思考がぐちゃぐちゃしがちだ。あー最近目も疲れるしなー！　あーあ!!」

　一瞬でも本能的乙女回路に支配されて、やっても詮無い恥ずかしすぎる行動をした過去を消し去るように大声を上げて、翔しよう子こは押し入れに向かい布ふ団とんを引っ張り出す。

「……。……。……。[image: ～][image: ～][image: ～]っ!!」

　そして布ふ団とんを敷き終えてから、また枕に顔を埋うずめて恥ずかしさに頭を抱える。

「バカか私は」

　ぐちゃぐちゃになった前髪もそのままに、

「お風ふ呂ろ入って歯磨いて寝よ」

　ふらつく足取りで部屋の隅の簞たん笥すから下着を取り出し、階下へと下りると、脱衣所で着ている服を適当に脱いで、汚れもの入れへと放り込む。

「あれ」

　翔しよう子こは鏡の前で、妙な違和感を覚える。下着が昨日と一緒だ。

　昨日私は風ふ呂ろに入らなかったのか、と考えてからすぐに思い出した。

「あー、そういやなんか昨日は、寝間着にも着替えず寝ちゃったんだっけ。うわ、何ぼんやりしてたんだ。風ふ呂ろに入ってないことすら忘れてるなんて」

　ここ数日、朝の寝起きの体調が悪かった。

　頭痛は酷ひどいし体は重いし、知らない間に変な場所に痣あざができていたり、筋肉痛のような鈍い痛みがあったりと散々だった。
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　朝気が付かなかったのは恐らくそのせいだろう。

「あれ？　でも私、やっぱお風ふ呂ろ入ったよね!?」

　入った。入ったはずだ。

　何だか知らないが、記憶の中に強く『お風ふ呂ろに入った』という印象が刻み込まれている。

　それなのに、今朝からの行動と体の印象がその記憶を裏切っていた。

　何となく体も髪も、脂っぽさが強い気がするのだ。

「なんだ。私アホなこと考え過ぎて自分がお風ふ呂ろ入ったかどうかも分からなくなったのか」

　そこまで我を忘れるほど乙女回路にどっぷり漬かったつもりはなかったのだが、

「まあいいや、仕方ない、今日しっかり洗えば」

　さくっと切り替えて下着も脱いで洗濯ネットに突っ込み、風ふ呂ろ場ばに入ってから、

「……大丈夫。今日はヤス君には接近してないから、気づかれてないはず……って」

　翔しよう子こは危ういところで、手に持ったシャワーヘッドを床に叩たたきつけるのを思いとどまった。

「私の頭が大丈夫じゃないっ！　うぎゃあっ!?」

　さっさと洗ってしまおうと思い切り捻ひねったのが水の栓で、頭から冷水のシャワーを浴びてしまった翔しよう子こは悲鳴を上げる。

「……お湯じゃなくてよかった」

　翔しよう子この家は古く、風ふ呂ろの水道はお湯と水の栓が分かれている。

　湯沸かし器もかなり年季が入っているせいであまり細かい温度調整ができないため、お湯の方を全開にするとびっくりするほど熱い湯が飛び出すのだ。

　とことん冷静さを欠いている自分を自分で冷やした自分に半ば呆あきれ果はてながら、翔しよう子こは粛々と髪と体を洗い、落ち着いて湯船に体を沈めた。

「はー……」

　もう今日は色々ダメだ。ダメならとことんダメになってしまおう。

　逃げようと思うから、追いかけてくるのだ。しっかり向かい合って、心を整理しなくては。

　翔しよう子こはぼんやりと、オゾン所ところ沢ざわで康やす雄おと偶然会ってからのことを思い返す。

　思い出した。あの子の名前はディアネイズ・クローネだ。

　綺き麗れいな金髪で、透き通るような肌。完璧な日本語から出る礼儀正しい言葉遣い。

　康やす雄おと再会した日の夜道での出来事を詫わびていたせいか終始表情は硬かったが、笑ったらきっと大抵の男がぼーっとなってしまうような美しい顔立ち。

　金髪に不思議な翠みどり色いろの瞳は結構カラーリングとしては派手な要素なのに、けばけばしさを一切感じさせない上品で大人しい可愛かわいらしさ。

　翔しよう子こに気づいていなかったほんの数瞬、待たせた康やす雄おを気遣う様子。

　自分に対して謝罪する、あの大仰なまでの真剣さ。

　だが初対面の印象は、厳しく強い女性を感じさせた。

　きっと普段はふわふわした様子だが、ここ一番では強さを発揮できる芯の強い女性なのだろう。

　その後の挙動も、ちょっと人間業とは思えないほどだったからきっとフィジカルも強いに違いない。

「ああ」

　その瞬間、翔しよう子こは気づいた。

「あー……そうか。そういうことか」

　どうしてあのディアナという子と仲良くしている康やす雄おを見て、あんなに苛いら々いらしたのか、冷静に向かい合って、よく分かった。

「すー……んっ」

　だが、それを受け入れられるかはまた別の話で、翔しよう子こは息を吸って止めると、思い切り湯船の中に頭の上まですっぽり潜った。

　あの子は、昔の私がなりたいと願った姿なんだ。

　大人しくて、可愛かわいくて、好きな人の前でも素直で、心の中にしっかりとした強い自分を持っている、そんな女の子。

　だが不器用な私がなってしまったのは、陰気で、人見知りで、人の目を気にしてうつむいて明るい笑顔一つ見せず、それでいて言いたいことも言えずにからかわれてもへらへら卑屈に笑っているような、どうしようもない女の子。

　中学生活の間に、あんな風にはなれないって気づいたから、目指すのをやめたのだ。

　だから今の私になったのだ。それなのに。

　未いまだに私は大して親しくも無いヤス君の人間関係を邪推するほど陰気で、ヤス君と真まっ直すぐ向かい合えない人見知りで、言いたいことがあるのに気にしないふりしてガサツな風を装よそおって自分を隠して、へらへら一人で笑っている。

　何にも、変わっちゃいない。

　高校に入って、それまでの人間関係がリセットされて、変われるチャンスだと思った。

　友達は増えたし、男子とも話せるようになったし、昔の自分を知らない相手なら同じ中学出身者とも仲良くできている。

　でも結局、心が着る服を変えただけだった。

　裸の私は相変わらず、自分の殻に閉じこもった中学二年のまま。

　あんな風に、大好きな人の隣で自分を隠さずに笑っていられる女の子になりたいのに。

　道理の無いヤキモチを妬やいて康やす雄おからのＲＯＰＥ一つまともに見られない自分が、バカみたいだ。

　謝らなきゃ。でも、何て謝ればいい。

　自分が意識しすぎててぶっきらぼうでした。そんなことを言って何になる。

　大体、自分と康やす雄おはそんな親しい関係じゃない。

　自意識過剰に見られて、呆あきれられるのがオチだ。

　でも。

「う」

　そろそろ苦しくなってきた。

　思考の道筋が最悪のタイミングで急浮上するが、そのせいで余計に現実が見えてしまい翔しよう子こは落胆する。

　大きく呼吸をするが、熱い湯に頭まで漬かっていたせいか、妙にくらくらする。

　バカなことを考えてると行動までバカになるのか、そう思うが、体が言うことを聞かない。

　湯あたりしたか、と思った瞬間、視界が急に赤く染まり、

「あ、なんかヤバ……」

　そう呟つぶやいた瞬間、翔しよう子この意識は闇に落ちた。




　　　※




　康やす雄おが現代社会のレポートを纏まとめるために机に向かっていると、ぽろん、と音がして、ＲＯＰＥのアプリアイコンに新着トークを知らせるマークが出る。

　開いてみるとディアナで、ハリーヤが見つからない、という旨むねの連絡だった。

『たいさはまだそちらに戻っていませんか』

　画面の中の『ディアナ』のトークに返信する。

『戻ってないよ。まだ外探してるの？』

『はい。まどかをまたせすぎてももうしわけないのでそろそろ戻ろうと思いますが、さっきそちらを出てからもう１１１☆♪[image: ↑]11☆11[image: ↑][image: ↑]』

「ん？」

　突然数字と記号が連続して、康やす雄おは眉を顰ひそめる。

　そしてすぐに、デフォルメされたキモカワ系の兎うさぎキャラクターが涙を流して泣いているスタンプが送られてきて、何が起こったかなんとなく理解した。

『どこかに「かな」とか、「あいう」とかそんなキー無い？』

　と送ると、

『なおりました！』

　と嬉うれしそうなトーク。

　ついでにまたピースサインをしたキモカワ兎うさぎが送られてきて、

「かな入力に戻せないのにスタンプは送れるのか」

　と、康やす雄おはつい苦笑する。

『もういち時間になるので、そろそろいち度戻ろうかと思います』

　なるほど『１時間』と打ちたかったわけだ。

　で、今はまたキーを戻せるかどうか不安になって、『いち』になっている、と。

「漢字で打てばいいのに」

　ひと頃、デジタルデバイスに慣れていない母親から送られてくる面白メールをネタにした書籍が流行はやったことがあったが、ディアナから送られるメッセージはなんとなくそれに近い。

「そういや、結局アンテ・ランデの言葉の話、聞けてなかったな」

　ハリーヤが現れてからこっち、落ち着く暇も無かったし、ハリーヤもディアナに負けず劣らず綺き麗れいに日本語を操るので、今まですっかり忘れていた。

『もしかして、息抜きに飲みに行ってたりするんじゃないか？』

『おちゃですか？』

「いや酒だよ酒」

　思わず声に出して突っ込む。時計を見るともう十一時を回っており、この時間にいい歳としした大人がお茶を飲みに外に出掛けるのは、ちょっと無いだろうことは高校生でも分かる。

　だが『飲みに行く』という言葉が『酒類を提供する飲食店に食事に行く』ことの慣用表現だと知らなければ、単に目的語を省略していると思うのかもしれない。

「あれ？　でも英語のドリンクにも、酒を飲むって意味あったよな」

　もしかしたら、単にディアナに飲酒の習慣が無いのだろうか。

　確かにディアナが酒を飲む姿は見たことが無いし、そもそもレスティリアの飲酒解禁が何歳からなのか、本人が飲めるのかすら知らない。

　自分が酒を飲める年齢になるのにあと二年かかるが、その頃には色々理由を付けてディアナと酒を飲むようなことがあるのだろうか。

　いや、その前に父とか？

「……酒飲んでる場合じゃない環境、ってこともあり得るな」

　勇者にも大学生にもなれずに無職二十歳はたちになりました、という可能性もゼロではない。

　恐ろしい予想を振り切るようにして、そう言えば四月生まれの自分には既に選挙権が付与されているのだと思い出した。

　今のところ、国政レベルでも地方レベルでも予定されている選挙は無いが、いざ投票券が自分宛てに送られてきたとき、何か心情的に変わったりするのだろうか。

　政治のことなど全く分からないが、自分の一票を生かすために、色々考え学ぼうと思うのだろうか。

「大人って、真面目にやろうとすると結構悩むな」

　ハリーヤがレスティリアの成人年齢が十五歳だと言っていたことを考えると、もし勇者として自分がアンテ・ランデに赴けば、一人の人間として尊重される代わりに大きな責任を背負うことになるのだろうか。

　父と母も、背負ったのだろうか。

『とにかく、そろそろ戻ります。まどかにるすをおねがいして出てきてしまいましたから、やすおはまだおふろに入っていませんよね。わたしが戻ったらシャワー浴びますか？』

「…………………………だからさぁ」

　母がいる今のうちに風ふ呂ろを借りた方が、精神衛生上いい気がする。

　一瞬、自分の部屋なのに和のど香かがいないかどうか不安になって周囲を見回してしまう。

　色々な意味で心臓に悪いので、こういう発言はそろそろ控えてほしい。

　もしこれが普通の女子、それこそ翔しよう子こあたりからだったら、和のど香かに何を言われてもとてもじゃないが平静を装よそおってはいられない。

『いや、留守の間で悪いけど、今のうちに借りるわ』

『そうですか。しょうちしました。きを使わず、ゆっくり入ってくださいね』

　あっさりしたものである。

「さっと行って、ディアナが帰ってくるまでにさっと出てこよう」

　ディアナの部屋は、最低限の家具と家電は運び込まれたものの、届いていないものがまだあるため、和のど香か曰いわく『かなり殺風景』なのだそうだ。

　女子の部屋に上がり込むのは初めてだが、そもそも数日前までディアナは剣けん崎ざき家けにいたわけだし、そういう意味でも緊張はあまりない。

　むしろ風ふ呂ろが壊れたのが、ディアナの部屋がはっきりと女子っぽくなるより前のことで、不幸中の幸いだったと言うべきだろう。

　下着とタオルを用意して、さっと階下に下りようとして、

「未読のままか。やっぱＲＯＰＥじゃなくて、きちんと話してからにするべきだったかなー」

　翔しよう子このトーク画面を見ると、夕方送った言い訳トークには未いまだに既読マークがついていなかった。

　だが今更送ったものは消すことはできない。

　ならば反応があることを願って待つしかない。そう思ったときだった。

　やおら既読マークがついたのだ。

「おっ」

　意外な展開に驚く康やす雄おだったが、即座にポストされたトークには、もっと驚いた。

『あいにいくね』

「…………え？」

　ひらがなで、それだけ。

『え？　会いにって、うちに来るってこと？』

　思わず返信するが、そちらはいっかな既読にならない。

「なんだこれ」

　会話になっていない上に、何だか文面がホラーである。

　入力ミスが分かっていたり漢字間違いをしていたりしても、自転車で移動中とか、急いでいたとか、そのまま送ってしまうケースは結構ある。

　多分翔しよう子こは本当にスリムフォンも見られない程急ぎの用事があって、今ようやく見て急いで返事を……。

「いやでもこの時間に来るってことあるか？」

　なんだかんだでもう夜の十一時半である。

　さっきは面と向かって話した方がよかったかと後悔していた康やす雄おだったが、何もこんな深夜に火急に対面で伝えなければならない程の内容でもない。

『今日これからは遅いから、明日以降じゃ駄目？』

　いくらなんでも心配なのでそう送るが、これも既読にならない。

　やはり何か妙だ。

　思い切って電話をかけてみるが、大してコール音も鳴らないうちに、留守番電話サービスに切り替わってしまった。

「な、なんか変だぞ」

　電話を重ねるが、相手が取る気配は微み塵じんも無い。

　いや、何か聞こえる。

　バイブレーション音だ。

　コールに合わせるように、どこからかバイブレーション音が聞こえる。

「……え」

　バイブレーション音？

　何でそんなものが聞こえるんだ？

　留守電に切り替わり、康やす雄おが電話を切ると、バイブ音も消える。

　そして、もう一度かけると……。

「!?」

　康やす雄おは椅子を倒す勢いで机から飛びすさる。

　キャスターのついた椅子が部屋の隅の本棚に激突して色々なものが落ちるが、そんなことに構ってはいられない。

　やがてまた留守電サービスに切り替わって、それに合わせてバイブレーション音も消えた。

　だが、康やす雄おはスリムフォンを耳に当てたままある一点を凝視していた。

　うっすら中心が開いたカーテンの窓の外。

　微かすかに外が見えている。

　バイブレーション音は、その外から聞こえた。

　だが、最も早はやそれすらどうでもいい。見えている。見えているのだ。

　赤い、あの光が。

「う……そだろ……」

　窓越しに、片目だけで見合ったそのシィの顔は、もしかしたら風ふ呂ろを突き破ってきたあのシィと、同じ顔をしているのではなかろうか。

　音も無く渦巻く黒い炎の奥が、部屋から漏もれる灯あかりに照らされて微かすかに覗のぞく。

　父はいる。母もすぐ近く。ディアナもこちらに向かっている。

　相手は一人。今度こそ倒すべきだ。

　だが、だがこのシィは。

「た……帯たて刀わきさん……なのか？」

『ぐるるるるる……』

　風ふ呂ろ場ばでは壁をぶち抜いてきたが、今回はガラス窓越しにじっとこちらを見ているだけだ。

『オ…………』

「え」

『……ケ……キヤ…………』

　その声は、あのときのアレクセイ＝シィと同じく、地の底から湧き上がるような恐怖を抱かずにはいられない声だ。

　だが、それでも女性の声がベースになっていることが分かる。

　シィは一体一体その『正体』とも言うべき命が違うように、声も一人一人違うのだと初めて分かった。

『……ケ……キ……ヤス……オ……』

「ああ……ああ、噓うそだろ」

　アレクセイ＝シィは、勇者ヒデオを探してやってきた。

　じゃあ、この、自分の名を呟つぶやきながら、二度も剣けん崎ざき家けにやってきたこのシィは。

「何が……何があったんだ……帯たて刀わきさんが、シィ？　で、でも何で……」

　このシィが翔しよう子こなのだとしたら、翔しよう子こはずっと前から死んでいたというのか。

　いや、いくらなんでも、翔しよう子こが死んでいたという仮定は無茶すぎる。

　第一、翔しよう子こはアンテ・ランデとは何も関係ないはずだ。

　何がどうなったら、翔しよう子こがシィになるようなことになるんだ。

　だが、いずれにしろあの風ふ呂ろを壊したパワーや、ハリーヤ相手の立ち回りを考えると、中身が誰であれ今の康やす雄おが勝てる相手ではない。

　やはり父を呼ぶしかない。大声を出せば刺激するかもしれない。

　家の中にいる父を聖剣召喚で呼ぶのは躊躇ためらわれたので、ゆっくり動いて部屋から出ようとした康やす雄おだったが、

『がぐ』

　妙な呻うめき声ごえとともに、突然窓の外からシィの姿が消えた。

「え？」

　同時に、何か硬いものがベランダに落ちる音。

「何だ!?」

　窓から禍まが々まがしい気配が消えて、康やす雄おはつい状況も弁わきまえずにカーテンを開ける。

　外から攻撃されるとは、何故なぜか考えなかった。

　いつも通りの窓からの夜の風景がそこにあるだけ。

　だが、通りを挟んで向かいの家の屋根に異状を発見して窓を開け、ベランダに飛び出した。

「えっ」

　光の蛇だ。

　シィを拘束し捕らえる、光の蛇が向かいの家の屋根にいて、その光の蛇の尾の先端を握っているのは……。

「ハリーヤさん！」

　間違いない。

　結局返してもらえない康やす雄おのジャージと、宝石が嵌はまったサークレット。

　目の錯覚だろうか、光の蛇を反射しているのか、宝石が鈍く光っているように見える。

　あれが、蛇じや骨こつのマルフィックとやらの姿なのだろうか。だとしたら蛇じや骨こつの名に恥じぬ、堂々たる偉容だ。

　いずれにせよ、ハリーヤが倒さずに捕らえてくれたのは幸いだった。

　万一倒してしまったら、どんな影響があるか分かったものではない。

　康やす雄おはとりあえず胸をなで下ろして、ハリーヤに向かって手を振ってみた。

「!!」

　するとハリーヤも康やす雄おが見ていることに気が付いたようだ。

「あれ？」

　だが、ハリーヤは立ち上がると、こちらに背を向けてしまう。

「ハリーヤさん？」

　背を向ける直前のハリーヤは、夜の闇の中でもはっきり分かるほど悲しげな顔をしていた。

「えっ!?」

　そのまま踵きびすを返して跳躍し、すぐに康やす雄おの見えないところへと消えてしまった。

　もちろん、光の蛇と、翔しよう子こであるらしいシィと一緒に。

「今のは……一体……どういう、ハリーヤさんどこに……そうだ、ディアナに……！」

　今起こったことの情報を全員と共有しなくては。

　家の中に戻って全員を呼び出そうとして、康やす雄おの足が何かを蹴飛ばす。

「これ……」

　スリムフォンだった。

　愛あい想そのない透明なケースに包まれた、少し古い型のＹＯＩヨイ・ＰＨＯＮＥフオン。

　適当にキーを押してみると、これまたデフォルトのまま変えていないのではと思われるロック画面が表示された。

　そしてそこにある、新着情報更新は『着信：ヤス君』だった。

「何が……何がどうなってんだ!?」

　康やす雄おはそのスリムフォンを握りしめると、とりあえず父と和のど香かに状況を知らせるべく、部屋から飛び出したのだった。







「あの小柄なシィがショウコさん!?」

「それをハリーヤさんがさらったぁ!?」

「確かなのか康やす雄お」

　帰ってきたディアナと、和のど香かと父は、最初は康やす雄おの言うことを半信半疑で聞いていた。

　康やす雄おが翔しよう子このスリムフォンを見せても、すぐに信じようとはしなかった。

　だが、リビングの窓の外にある剣けん崎ざき家けの小さな庭に、突然閃せん光こうが奔はしり全員が何事かとそちらを見る。

「開けて！　早く！」

　そこにいたのはディアナの部屋でハリーヤの帰りを待っていた円まど香かであった。

　その表情は険しく、英ひで雄おが窓の鍵を開けると飛び込んできて、やおらその手に、一振りの杖つえを出現させる。

「シィよ」

「は？」「えっ！」「なんだと！」「まさか……」

　四人がそれぞれに反応し、同時に康やす雄おの手に握られたスリムフォンを見る。

「庭に二体いた。道にも一体。多分これだけってことはないわ！　早く始末しないと被害が出るかもしれない!!」

　無数のシィ。小柄なシィ。そしてハリーヤ。

「これはどうも」

　英ひで雄おはやれやれと首を振った。

「どうも最初から、俺達はまんまと踊らされていたらしいな」







　　四章　星空の歌




　空に小さな光の渦が巻いている。

　よく見なければはっきりとは見えないが、一度気づけばそこに確かに青い光が明滅していると分かるその様子は、昴すばるの星のようだ。

「まだか……まだなのか」

　ハリーヤは、それを焦じれた様子で見上げている。

　もう十分はこうしている。

　開くのが遅いことは理解していたが、予定外の『開通』がこれほど時間のかかるものとは思いもよらなかった。

「ヒデオ相手では、そう長い時間は稼げない。一分一秒が惜しい。早く……！」

　願うように見上げる光の渦は、やがて天高くそびえる塔のように集まり、その中心に小さな黒い点を穿うがった。

「よし！　開いた！」

　遠くから見れば、まるで夜空にかかるイルミネーションツリーに見えたかもしれない。

　それは、世界と世界を結ぶ極体の大だい魔ま導どう『開門塔ゲートタワー』の『復路』の姿だった。

『ぐるっ！　ぐるるるるるぉっ！』

「……そんな低い声でいくら鳴いてもここでは人の耳には届かない。全く、近場にこんな場所があったとは、好都合だった」

　少しだけ心に余裕ができたハリーヤは、周囲を見回す。

　広大な公園であった。

　ショウコ・タテワキが変身したシィを捕らえたものの、その後どうするかは全く考えていなかったのだ。

　だが、翔しよう子こ＝シィが再び剣けん崎ざき家けに近づいた時点で、ハリーヤに選択肢はなくなった。

　ヒデオもマドカもディアネイズもいる場に、他より少し強いだけのシィがたった一体で発見されたら、即座に倒されるに決まっている。

　それに、このシィは普通のシィではない。

　まだ生きているショウコ・タテワキがシィになったということを、ハリーヤだけが知っている。

　ディアネイズや剣けん崎ざき家けがそのことに気づかないまま普通に倒してしまっては、どんな影響があるか分からない。

「かと言って、このまま私が君をアンテ・ランデに連れて行っても、君の身が無事であるとは限らないんだがな……」

　鎌首をもたげる毒蛇のように、光の蛇は翔しよう子こ＝シィを地面から少し浮いたところで搦からめ捕とっていた。

「……本当なんだな。地面に着いてさえいなければ、というのは」

　送られなかったシィを放置していると、出現したときと同じように黒い炎の渦に巻かれて地面に吸い込まれる。

　ならば逃げられないためには、地面から離しておけばいい。

「融通が利きかないと笑うべきか、単純だからこそ難しいと唸うなるべきか」

　ハリーヤは寂しげに笑って、自分の手を見下ろす。

　そこには掌てのひらに収まるほどに小さくなった、マルフィックが握られていた。

『蛇じや骨こつ』のマルフィックは、一見、単なる棒にしか見えない。

　だが、実は円柱形の小さなユニットの集合であり、一つ一つのユニットを魔ま導どうの力で操ることによって、様々な形状を取ることが可能になる。

　一つ一つのユニットを分離して、それを魔ま導どうで繫つなげばこのように魔ま導どうのロープに早変わり。

　自分にとっては操るのに造作も無いが、慣れぬ者が扱うと、相当に難しい武ぶ機きであると気づいたのは、開発局に配属されてすぐのことだった。

　父の作った武ぶ機きの代表作の一つでもあるマルフィック。

　騎士団入りし、鳴り物入りで開発局に配属されたハリーヤは、難物として有名だったこの武ぶ機きと亡父の名を、もっと広めたいという野望を持っていた。

　だが、ごり押ししたところで使える人間がいなければ意味が無い。

　そんなとき、あの設計図を見つけた。

　父の字と癖で描かれながら途中で放棄されていたその設計図は、どうやらマルフィックの生産コストと機能を抑えた新しん武ぶ機きのようだった。

　名は『五ご節せつ』のシニストラ。

　状況に応じて五つの武器形態をとれるらしい。

　何故なぜ父がこの設計を途中でやめてしまったのか、当時は分からなかった。

　署名の年月日を見ると、どうも亡なくなる直前のもののようだから、もしかしたら単純に完成させる前に亡なくなっただけなのかもしれない。

　ハリーヤは瞬間的に、このシニストラを完成させることが、マルフィック普及の近道になると確信した。

　折しも、開発局では次世代武ぶ機きの開発競争が激化しており、ハリーヤは父の設計図を引き継ぎありったけの力を注いで整え、それをコンペティションに提出する。

　多くの書類選考や製品試験をクリアして作戦行動での試験運用に採用されたときは、心から誇らしかったものだ。

　マルフィックのように自由度が高すぎる武ぶ機きは、いざというときに適切な武具の形状を選択する訓練から始めねばならないし、その武具に対応した戦闘訓練も必要になる。

　その分、必要な機き構こう魔ま導どう文ぶん法ぽうは多くなるし、それだけ生産コストも高くなるし、扱いも難しくなるし、使い手を選ぶ。

　だが、固定された五つの形状を選択できるシニストラなら、複雑な可か変へん武ぶ機きに対応し得る人員が育つと思ったのだ。

　戦場のあらゆる変化に即応できる魔ま導どう機き士しと武ぶ機きを育成できる。

　それは、とても美しい兵士の完成形に見えた。

「……良かれと思ってたんだけど、ね。不運だったんだ。お互いに」

　ハリーヤは上空を見る。

　空の穴は、もう十分大きくなった。

　これで、自分と翔しよう子こ＝シィもなんとか通れるだろう。

「待ってて、父さん」

『ぐぐ……ぐるるる！』

　そしてハリーヤは、光の蛇の先に翔しよう子こ＝シィを搦からめ捕とったまま飛ひ翔しようし、星ほし屑くずの塔が導く異界への穴、開門塔ゲートタワーへと突入したのだった。

　塔の内側もまた、星ほし屑くずのような世界であった。

「う……ぐ、重い」

　やはり、シィも大きな質量としてカウントされるらしい。

　いや、このシィの本体が生きているからだろうか。

「でも……大丈夫……もう少し、もう少しだ……！」

　日本に来たときの半分もスピードが出ない。

　だがもう大丈夫だ。開門塔ゲートタワーにさえ乗れば、ヒデオ達に追いつかれることはない。

　むしろ、向こうに戻ってからが勝負だ。

　ディアネイズの補佐の任を負って出立したのに、何日もせずに戻ってきた挙あげ句くに勇者ヒデオではなくシィを連れているなどとなったら、当然何事かと思われるだろう。

　迂う闊かつなことをすれば、拘束され最悪軍籍を剝奪される。

　だが、それもいざとなればやむを得ないし、恐らくそうはならないだろう。

　シィ対策の一環として、捕獲はシィ出現の最初期から計画されたが、試みはことごとく失敗してきた。

　それを自分とマルフィックが為なしたとなれば、更に自分が思い描いた夢が近づく。

『ぐるるる……』

　シィの声が、ハリーヤを黒い欲望から現実に引き戻した。

　今、私は何を考えた？

　夢が近づく？　バカなことを。

　私はたった一つの望みのために、全てを捨てる覚悟をしたのだ。

　そのために、人一人の犠牲が必要なことも知っていた。

　だから、その望みを叶かなえたら、それ以上生きる上で何も望んではいけない。

　レスティリアに戻ったら、事情如何いかんに拘かかわらず一度は拘束されるだろう。

　だが、恐らくしばらくすれば『彼女』が手を回して釈放してくれるはずだ。

　そもそもがそういう約束だったし、実際に『彼女』は、それだけの人脈を持っていてもおかしくはないのだ。

　そうしてもらうための、この手土産でもある。

　全てを終えたら『彼女』に『願い』を叶かなえてもらって、それで自分の全てを終わらせる。

　誰も知らない場所で、細々と孤独に暮らし、天命を待つ。

　そう決めたのだ。

「……すまない」

　ハリーヤが思わずまたサークレットに触れてから、懺ざん悔げを異世界の少女に告げて、身勝手な己を嘲あざ笑わらおうとしたときだった。

「っ!?」

　唐突に、周囲の星の動きが乱れる。

　飛ひ翔しようの速度が遅くなる。

　移動の重量が増す。

　バカな。あれだけの数のシィを町中に放ったんだ。

　こんな僅かな時間で追いつけるはずがない。

　第一、塔に飛び込んでもう数分経たっている。

　とっくに、入り口は閉じているはずだ。

「っ！」

　背後を振り返ると、そこには後にしてきたはずの日本の風景が、昴すばるの星に切り取られて浮いている。

　違う。入り口が、固定されている。

　自然に閉じるはずだった開門塔ゲートタワーの口を、誰かが強引に開いているのだ。

　その開かれた口から何かが猛スピードで迫ってくる。

　それが何かなど、考えるまでもない。

「く……もう少しなんだ。もう少しで……」

　だが、どんなに力を入れても飛ひ翔しよう速度が上がらない。

　背後から迫る者のせいで、塔全体の推進力が落ちているのだ。

「……！」

　ハリーヤは歯は嚙がみして再び背後を振り返るが、その瞬間、追いすがる者を見て、方針を転換した。

「……どうせ、引き返せない道なんだ！」

　ハリーヤは逃亡を諦め、星の塔の壁に降り立った。

　重力が歪ゆがんでいるのか、後にしてきた日本の入り口の穴に落ちるのではなく、円筒状に展開する塔の壁に立つ。

　すると、追跡者も同じように少し距離を取って塔の壁に降り立った。

「思ったよりも早かったな」

　発する自分の声は、震えてはいないだろうか。

　そう心配になりながらハリーヤは、自分を追って開門塔ゲートタワーに突っ込んできた、ディアネイズ・クローネと剣けん崎ざき康やす雄おを迎え撃った。







「大佐……大佐、これは一体どういうことなのですか！」

「これ、とは何のことだ？　私が開門塔ゲートタワーで帰ろうとしていることか？　このシィを連れていることか？　それとも……私が不審な行動をした直後に、町中にシィが出現したことか？」

「……っ！」

　ディアナは、ハリーヤの物言いにショックを受けた顔をする。

　そのどれもがディアナの問いただしたかったことであり、そのどれもに、ハリーヤが関わっていてほしくないと願っていたことだったからだ。

「言っておくが、私が君の補佐として派遣されたことは噓うそではないぞ。きちんとエリジーナ閣下と国王陛下の命令書もある。ただ、私個人がそれとは別の目的を持っていただけだ」

「別の目的？　大佐、一体どうしてしまったんですか！　王命に背き、平和な国にシィを放ってまで何をしようというのですか!!」

　ディアナの絶叫は、星の塔に空虚に響いた。

「別にどうもしないさ。国に反逆したいわけでもない。ただただ私が弱かったんだ。私が無能だったんだ。そのせいで、悪い奴やつに付け込まれた。悪い奴やつに付け込まれたことを人に責められたくなくて、必死に隠してた。それだけだ」

「分かりません！　分かりません大佐！　何を仰おつしやっているんですか！」

「分からなくていい。クローネ少佐。家名の重圧に負けず刻こつ苦く勉べん励れいし、お父上を恐るべきシィの炎から解き放ち、なお異世界で一人戦う強い君には、きっと理解してもらえない。だから君がもし私を止めたいのなら、ここで戦うしかない」

「大佐っ！　それは私が強いからではありません！　死んだ者が戻ってはいけないのは、世界の摂理です！　私はそれに従うしかなかっただけです！」

「……君がそう言い切れること自体が、君が強い証あかしであり、私が弱い証あかしだ。私の目的は、その摂理を曲げることなのだから」

「摂理とやらを曲げるその目的が何なのか知らないけど、どうしてそれが帯たて刀わきさんと関係するんですか」

　ハリーヤが、ディアナに取り合う気が無いのは明白だ。

　康やす雄おは意を決して声を上げる。

「ヤスオ、気づいていたのか。このシィが、ショウコ・タテワキだと」

「……知ったのはついさっきですよ。帯たて刀わきさんは日本の人間だ。どうしてシィになっているのか分からないけど、連れて行かせるわけにはいかない。返して下さい」

「返してどうする。君にこの、生きた人間がシィ化するという不可思議な現象をどうにかする力があるとは思えないんだが」

『……』

　マルフィックに捕らえられた翔しよう子こ＝シィは、先ほどまで暴れ、唸うなっていたのとは打って変わって、ただじっとその赤い瞳で康やす雄おを真まっ直すぐに見つめていた。

「その方法を探すのは日本でだ」

「ニホンに、こんな現象を研究できる機関があるとでも？」

「ありませんよそんなの。でも、あんたに連れてかせるよりマシだってのは分かる。俺達の目から逃げるように、そんなこそこそしてる時点で、帯たて刀わきさんをさらった目的がろくでもないことなのははっきりしてるからな」

「ははは、違いない」

　ハリーヤの目は、全く笑っていなかった。

「ならどうして君はここに来た？」

「え？」

「この少女が、君の友達だからか？　せめて勇者ヒデオか、そうでなければクローネ少佐が一人で来ればよかったのに」

「それは…………っぐ」

　その感触と衝撃は、これまで経験したことのないものだった。

「や、ヤスオっっ!!!!」

　ディアナの悲鳴が、塔にこだまする。

　康やす雄おの体がぐらりと揺れて、星ほし屑くずの壁面に膝を突く。

　その体の下からは、倒れた面を突き抜けて壁の外の世界に血が流れ靄もやのように広がってゆく。

　気がつけばハリーヤがマルフィックの棒を、短銃を構えるように康やす雄おに向けていた。

　棒の先端には穴が開いている。そこから魔ま導どう弾だんを発射したのだ。

　康やす雄おに向かって。人間に向かって。

　レスティリアのために命を燃やそうとした若者に向かって。

「最初の晩に言っただろう。自分の足で立つことのできない者は、戦場では死ぬしかないと」

　康やす雄おは膝を突いた姿勢のまま、受け身すら取れずに倒れ伏した。

「急所は外した。だが連れ帰って急いで病院に入れないと、死ぬぞ」

「ぐ、あ、あ、あああああ」

　悲鳴ではない。

　だが、ようやく感覚が追いついてきたのか、康やす雄おが倒れたまま苦鳴を上げる。

　激痛を頭が処理できないのだ。

　だがそれでも命に危険が迫っているという電気信号が体の細胞全てに行き渡り、康やす雄おの心を恐怖で満たす。

「勇者になるが聞いて呆あきれる」

　吐き捨てるように言ったハリーヤの視界を、影が埋めた。

「っっっっ!!!!」

　双子の光こう刃じんを全力で顕現させたディアナが、一瞬でハリーヤの目の前に跳躍したのだ。

「大佐あああああああああああ!!」

「いい顔だ。戦士の顔はそうでなくてはな」

　ハリーヤはマルフィックのユニットを操作し、眉一つ動かさずに二振りの刃やいばを受け止めた。

「っ!?」

「残念だったな」

　予想もしない防御を目まの当あたりにしたディアナが動揺した一瞬を見逃さず、ハリーヤはそのがら空きの胴を、左手で指さした。

　不意打ちを防がれ距離を取ろうとするディアナの脇腹を、恐るべき力を秘めた何かが掠かすめ、衝撃が内側まで伝わってくる。

「ぐうっ……がっ!?」

　小さな何かは、なお離れようとするディアナを音も無く狙い撃ち、

「ぐううっ!!」

　その攻撃を防ぐことも、攻撃の正体を暴あばくこともできないまま、接近してきたハリーヤの拳の直撃を食らい、星の壁に叩たたきつけられた。

「ぐはっ！」

　硬質の壁面ではないのでそれ自体にダメージは無いが、確実に今、骨をやられた。

　不意打ちは成功したのに、マルフィックの挙動に全く対応できない。

「そんな普通の武ぶ機きと普通の戦い方で、私とマルフィックに勝とうなんて百年早い」

　ハリーヤは、倒れ伏したディアナの髪を摑つかんで引っ張り上げた。

「見えるか？　これが私のマルフィックの真髄だ」

　引き上げられた視界に浮かぶのは、三十以上もの小さな円筒。

　その一つ一つがハリーヤの手と魔ま導どうの光で繫つながり、自由自在に動き回る。

　先ほどディアナの視界の外からディアナを打ちのめした攻撃の正体は、これだ。

　ユニットの一つを魔ま導どうの光の糸で操り、ディアナに叩たたきつけていたのだ。

　やろうと思えば、このユニット一つ一つが岩をも砕く弾丸として、相手を粉みじんにできるのではなかろうか。

「まだ立てるだろう。さっさとヤスオを連れて帰れ。急所を外したと言っても、何の訓練もしてない一般人だ。ちょっと血が足りなくなったらすぐ死ぬぞ。手遅れになったら、君の望みは何一つ叶かなわなくなる」

「……何故なぜ、こんなこと」

「今聞きたいのか？　ヤスオの命より、私の乱心の理由を知る方が大事か？」

「大佐……っ！」

「そんな顔をされたって私はやめないし、ヤスオも助からない。さっさと消えろ。私も消えて、二度と君達の前に姿を現さないから」

　ハリーヤはディアナの髪を手離すと、翔しよう子こ＝シィを拘束する光の蛇の所へと戻ろうとする。

「……何でだ」

「んん？」

　だが、苦しげな声に呼び止められ、忌いま々いましげに振り向いた。

「何で、こんな、こと」

　康やす雄おが冷や汗を浮かべながらも、顔を上げてハリーヤを見ていた。

「……ヤスオ。今の自分の状況が分かっているのか？　死ぬぞ。体を魔ま導どう弾だんがブチ抜いて、開いてちゃいけない穴が開いてるんだ。それとも恐怖で混乱しているのか？」

「うる……せ、分かって、ますよ。でも、ハリ……こんなことする人じゃ、ない」

「実際している」

「理由が、あんだろ。聞かせて、下さいよ。俺が、いいっつってるんだから」

　ハリーヤは、この三日間見せていたのとまるで変わらない、康やす雄おをからかうときのあの蠱こ惑わく的てきな笑顔を浮かべ、肩を竦すくめた。

「メイドノミヤゲという奴やつか？　まぁいいだろう。冥土とは、あの世のことだったか。冥土にも関わる話だ。クローネ少佐もこのままじゃ報告を上あげ辛づらいだろうしな」

「ぐ……あ」

　ディアナは体を起こしてハリーヤに飛びかかろうとするが、

「油断はしない。話は静かに聞け」

　ハリーヤがちょっと指を動かしてマルフィックのユニットで手錠を作り、ディアナを塔の壁面に縫い留めてしまう。

「私の父が武ぶ機き職人だという話は聞いているか？　私が大人になる前に亡なくなったが、私は兄弟姉妹の中で父の才能を最も色濃く受け継いだ。父もできる限りの技術や知識を私に教え込んだ。歳としが歳としだし酒をやめられない人だったから、死期が分かってたのかもしれん。とにかく私は父譲りの武ぶ機き知識と技術のおかげで、父の死後、騎士団で出世できた。『雷』のレグルスの縁で父をご存知だったエリジーナ閣下から目もかけられたりしてな。父の墓に、誇らしいと報告していたよ。バカみたいにな」

　ハリーヤは康やす雄おの前にしゃがみ込むと、肩を震わせくぐもった声で笑う。

「だがな。いくら技術を修めても、知識を得ても、心が子供のままでは良い武ぶ機きはできない。『道具の美しさ』を職人が分かっていなければ、使う人間には伝わらないんだ。私がそのことに気づいたときには、もうあらゆることが取り返しのつかなくなった後だった。なぁ、ディアネイズ・クローネ」

　ディアナの耳に、それは最初、音としてしか認識されなかった。

「アレクセイ・クローネ将軍討ち死にの遠因が私にあると言ったら、どうする？」

「……は？」

　マルフィックの拘束を必死で剝がそうともがいていたディアナの動きがはたと止まる。

「私が調子づいたことをしなければ、君のお父上は死ななくて済んだかもしれないんだよ」

「…………何、を」

「アレクセイ将軍が戦死したあの作戦は、国の色々な思惑が乗った作戦だった。将軍を始め、ベテランの魔ま導どう機き士し達が大勢いた。世界が平和になって三十年弱。シィなんて怪物がいるなどと誰も思ってなかったから、色々な『実験』があの部隊には課せられていた。そういえば、君もあの作戦が初うい陣じんだったな」

　ディアナの脳裏に、片時も忘れたことの無いあの瞬間の直前の出来事がフラッシュバックする。

　実際の地形を測量し、用意されていた地形図と擦り合わせて部隊の進路を決定するための測量武官が集まるテント。

　ディアナはそこで、資料整理に追われていた。

　先輩魔ま導どう機き士しも、ベテランの測量武官も、誰も彼もが自分達に戦闘任務が発生するとは思っていなかった。

　腰に下げた武ぶ機きはほとんど飾り。製図に邪魔だと手に届くところに置いていない者もいた。

　実際に剣聖アレクセイ・クローネ率いるベテラン将校達とその配下の部隊がいて、測量武官にそんな役割が回ってくるはずが無かった。

　だが、結果はシィの襲来に部隊は総崩れ。

　事前に周知されていた撤退計画が半分も守られず、部隊は瓦が解かいしアレクセイは戦死した。

　ディアナは、自分が何をしていたかあまり覚えていない。

　覚えているのは、上官の指示に従い隊たい伍ごを崩さず、予定のポイントまで走るのに必死だったことくらいだ。

　父の安否を気にすることは無かった。

　あの日の全てが、ディアナにとって後悔してもしきれないことの連続だった。

「あの作戦には、魔ま導どう機き士し隊たいの新世代武ぶ機きの制式採用試験が課されていたんだ。一部の魔ま導どう機き士しには、作戦終了後に新型武ぶ機きのレポート提出が義務付けられていた。その結果によって、いくつかの方面軍に新たな武ぶ機きが配備されるはずだった。三種類の武ぶ機きが提出されていて、五十人ずつ、計百五十人があの作戦で新しい武ぶ機きを配備されていたんだ。そのうちの一つが私の開発した『五ご節せつ』のシニストラだった。薙刀なぎなたと、長剣と、弓矢と、二刀と、二丁銃の五形態に変化する可か変へん武ぶ機きだった。私は父が描きかけのまま完成させなかったこの武ぶ機きを世に広め、最終的にはマルフィックを扱える機き士しを沢山増やしたかったんだ」

　その笑みが、黒く染まる。

　そのマルフィックを今、ハリーヤは異世界の少女を誘拐するために使おうとしている。

『ぐるるるるる！』

　翔しよう子こ＝シィの獰どう猛もうな呻うめき声ごえに振り返ったハリーヤは言った。

「私の武ぶ機きを配備された五十人は、全員死んだ。誰一人、帰ってこなかった」

「っ！」

「……マジかよ」

「新しん武ぶ器き運用試験では、不測の事態に備える必要がある。アレクセイ将軍もこのことは御存知だったから、運用試験に臨んだ百五十人を自分の近くに配置した。謎の敵相手に新しい武ぶ機きがいくつか不調に陥っても、自分なら守れると仰おつしやったそうだよ。でも、結果は知っての通り。私の武ぶ機きは使い手と将軍を守るどころか、その全員の心臓をシィに献上した。もちろん、他にも致命的な崩壊を起こした隊はあった。だが、私の武ぶ機きを使った連中ばかり五十人というのは、あまりにも分かりやすすぎる。理由は単純で、シニストラが戦場の現実に全く即していなかったからだった」

「……何が、あったんですか」

「複雑な可変機構を組み込んだことによる耐久性の不足。緊急時にも可変に繊細な魔ま導どう運用を要求する機き構こう魔ま導どう文ぶん法ぽう。他にも挙げればきりがない。笑えると思わないか？　後日回収された試験機のうち、半数以上が『五ご節せつ』のどの形態も取っていなかったんだ」

　初期不良があったのか、変形途中で持ち主がやられてしまったのか、そもそも変形しなかったのかは分からない。

　だがそれらの回収品が物語ることは、シニストラの持ち主が満足な抵抗もできずにやられた、という事実であった。

「まるで己の行く先が分からず絡からまってしまった蛇のように、醜い有あり様さまだったよ」

　美しさは力と教えられた職人にとって、その光景は直視に耐たえ難がたいものだった。

「古来、武器の職人は自分の作品が誰かを傷つけるためのものだと理解してる。それでもその武器がそれ以上に使い手を、使い手の背後にある国や民を守ることを誇りにしてきた。ところがどうだ？　私は技術と父の名に慢心し、使い手と、使い手が守る国の英雄を殺してしまった。未熟な私が、つまらない矜きよう持じで作った武ぶ機きのために、五十人もの命が!!」

「う……ぐ！」

　ハリーヤの激げつ昂こうに合わせるように、マルフィックがより強くディアナと、そして翔しよう子こ＝シィを縛る。

「父がシニストラを完成させなかった理由が、そのとき初めて分かった。五つでも、まだ多いんだ。戦場には最適の兵の配置というものがある。弓兵の位置に、長剣を使える兵士がいても意味はない。最前線で敵とぶつかる兵が、弓を持っていて何の役に立つ。半はん端ぱな多様性は、万能ではなくただの器用貧乏を生むだけだと、父は分かっていたんだ。だから、シニストラを思いついたのに、途中でやめた。マルフィックを使わせたいなら、最初からマルフィックを使えないと意味が無いんだ」

　ハリーヤの言葉は流りゆう暢ちようだった。

　恐らく、何回も、何十回も、何百回もこの問いを心の中で自分に向けたのだろう。

　その洗練されすぎた後悔に、ディアナや康やす雄おが言葉を挟む余地などありはしなかった。

「誰も私を責めなかった。そもそも運用許可を出した開発局の責任だし、実戦投入される前の予備試験では何の問題もなかった。だから引き続き頑張れと、開発局の上官は言った。ああそうですかとまた開発に戻れるほど、私は図太くなかった。五十人の魔ま導どう機き士し。剣聖アレクセイ・クローネ。私の慢心が殺したものの巨大さを、開発局は分かっていてあんなことを言ったんだ。私は言ったなヤスオ。今のレスティリアは、ヒデオが旅した三十年前とはなにもかもが違うと」

　その嘲笑は、一体何に対して放たれたものなのか。

　世界の全てか、それとも自分自身にか。

「後から開発局が、独自に武ぶ機き開発をしているエリジーナ閣下と反目し合っていることを知った。平和な世の中で漫然と税金を投入されて生きながらえてた組織だからな。常に改革と清廉を望む国の英雄クローネ夫妻とはソリが合わなかったんだ。エリジーナ閣下がアレクセイ将軍にレグルスを作ったとき、開発局が抗議したという記録が残ってる。国民や魔ま導どう機き士しに示しがつかないから、将軍の武ぶ機きはもっと慎重に選ぶべきだと。お笑わらい種ぐさじゃないか」

「そんな……そんなことが」

「トルジェーソのマイスター仕じ込こみの私に言わせれば、レスティリアの武ぶ機き開発局なんて開発の過程の書類仕事で開発費の半分がよく分からない名目で中抜きされるような腐った官僚組織だ。技術の継承も通り一遍。上の機嫌を伺ってつまらない武ぶ機きのつまらないグレードアップばかりして、他国より何世代も遅れた機き構こう魔ま導どう文ぶん法ぽうを使っている。そんな連中が私に、五十人の魔ま導どう機き士しと国の英雄の命なんか気にするなって言ってきた。フザけてる」

　シィの炎の如ごとく暗い怒りを燃やしていたハリーヤだが、すぐにトーンが落ちた。

「でも、一番フザけてるのは私だ。五十人、いや、彼らに関わったもっと多くの命を自分の傲慢のためにないがしろにして、のうのうと生きてるんだからな。父の捨てた設計図を嬉き々きとして流用して、ヴェレッガーの名にも泥を塗ってしまった。だから私は、開発局を出て前線の魔ま導どう機き士し隊たいに転属した。私が開けてしまったあまりにも巨大な穴を少しでも埋められるように。自分の罪から逃れるように……でも、毎晩夢に見るよ」

　ハリーヤの蒼あおい瞳が震え、己の手を見下ろした。

「敵を殺さず、使い手を殺す武ぶ機きを作ってしまった私が、のうのうと生きていること自体がおかしいって、死し霊りようが私を責める。シィの瞳の向こうに、顔も知らない魔ま導どう機き士し達の顔が見える。そう。私は私の武ぶ機きを使って死んだ機き士しの顔すら知らない。しばらくして思った。マイスターであった父は、こんなとき、一体どうしていたのだろうと」

　トルジェーソ大公国の出身であったハリーヤの父クラウディオスは、魔王コールの軍勢に追われレスティリアに避難してきた。

　まだ武ぶ機きが存在しなかった時代から、すでに武器職人として働いていた父は、自分の工房からトルジェーソの騎士団に一定数の武具を納入していたらしい。

「私は父から技術と知識ばかりを学んで、心を学ばなかった。美しさとは何かを学ばなかった。父は、私の技術と知識が人並みになって、これから心について考えなければならないときにいなくなってしまった」

　職人仲間や開発局のライバル研究者。果ては市井の武器職人。

　武具を作る者の心を学べる人間は多くいる。

　だが他人の意見で己の心の折り合いをつけるには、ハリーヤ・ヴェレッガーという名の武ぶ機き職人は、あまりに父の技術ばかりを複製しすぎていた。

「父は自分が捨てた設計図を功名のために拾い、使い手を殺した私を責めるだろうか。それとも、良かれと思い作ったものが使い手を守れなかった経験を語ってくれるだろうか。何も言わずに、一人で答えを見つけろと突き放しただろうか。確かめる術すべは無い。無いのに不様な私は、絶対に得られない父の助言が無ければ、五十人の魔ま導どう機き士しと、国の英雄を間接的に殺してしまった罪の背負い方すら分からない。クローネ少佐。君はこんな私を、マイスターの後継者と褒めそやしたな。これを聞いてもまだそんなことが言えるか？　父の名を盗み、父の名を汚けがし、それでも父の名に縋すがるしかないこんな未熟者の私を！」

　ハリーヤは、星の壁に縫い留められたディアナを見る。

「……クローネ少佐が勇者ヒデオ召喚の任に就いて、その第一次報告が返ってきた頃に、あの女が現れた。私にこのサークレットを渡して、言った」

「……女？」

　康やす雄おは、苦しい表情の中で眉を顰ひそめる。

「シィは、死者の蘇よみがえりの姿だと。今はまだ不完全な魂の零こぼれ滓かすが地上に表出しているだけだが、いずれ死者をこの世に戻すことが可能になると……私の父を、この世に呼び戻せると」

「そのような話を信じたのですか！　大佐ともあろう方が、死者が生き返るなどと!!」

　シィが魔王コール戦役の死者の姿を取っていることが報告された当時、少なからずそういった意見は存在していた。

　だがやはり、あまりにもその姿が異様すぎることと、生者の心臓を奪うという残酷な行動のせいで、それもすぐに聞かれなくなった。

　中にはシィを信奉して蘇よみがえりの存在を主張する邪教じみた集団もあると聞くが、都市伝説どころか噂うわさ話ばなし以下、子供の怪談レベルの話でしかない。

　だからこそ、そんな与太話をハリーヤが真に受けているなどと、ディアナには信じられなかった。

「信じた」

「何故なぜですか!!」

　ハリーヤの返答は簡潔だった。

「そいつはシニストラを携えた五十人のシィを連れて私の前に現れた。それ以上の理由が必要か？」

「「……!!」」

　康やす雄おもディアナも息を吞のむ。

　五十体のシィ、という光景を想像するだけでも背筋が凍るのに、その全員がハリーヤにとって悔やんでも悔やみきれない『失敗作』を持って現れた。

　もしかしたらそれは、ハリーヤがずっと夢に見てきた光景なのではなかろうか。

　そしてハリーヤの心に闇の穴を開けると分かってその五十体のシィとシニストラを選んだ『女』は、なるほど少なくとも『死者を選別する』力を持っていることだけは間違いない。

　だが、だがそれでも。

「私は彼らが私を殺しに来たのかと思った。そう願ったこともあったし、そう夢に見たこともあった。だが違うという。何なら私は、彼らに直接謝罪することも、彼らから断罪されることすら可能らしい。だがそのためにはまだ足りないものがある。『閂かんぬき』が必要だと」

「……閂かんぬき？」

「ああ。今はまだ、シィのような軽い魂しか呼び戻せないが、扉を開けばもっとしっかりした命を呼び戻せるとあの女は言った。そのための『閂かんぬき』が必要なんだと。五十人の出現に魂を抜かれた私は、閂かんぬきとは何かと聞いた。扉を開けるなら鍵ではないのかって。だが『閂かんぬき』なんだと。シィが現れた当時から、奴やつは閂かんぬきを探すために沢山のシィを世界中に放っていたそうだ。でも、一人の力じゃ限界があるからと、私にこのサークレットを渡した。このサークレットに嵌はまった紅髄玉カーネリアンは、シィを何体か封印して持ち歩けるそうだ。それで閂かんぬきを探せと……でもまさか、たまたま仰おおせつかった任務で出向いた異世界で、それを見つけられるなんてな」

　ハリーヤはゆっくりと振り返る。

　康やす雄おもディアナもその視線を追って、凍りついた。

　死者をこの世に呼び戻すための、閂かんぬき。

「死シ者イを宿した生人者間だよ」

「大佐！　もうやめて下さい！　死者は戻らない！　人には、神にすらどうすることもできない悲しみや苦しみを背負い続けなければならないときが……！」

　父を二度も喪うしなったディアナの悲鳴は、ハリーヤには届かなかった。

「神にどんな力があると言うんだ。私の行いがバチ当たりだと言うなら、そもそも人間が道を踏み外すような世界など作ってくれるな」

　世界全てに対する嘲笑を浮かべて、ハリーヤは話は終わりとばかりに立ち上がった。

「今ここで君達二人を殺すことなど造作もないが、それはしたくない。私は結局、人が聞けば一笑に付すような与太話を信じて、君達と国を裏切った。君達も裏切り者のことは、忘れなくていいから憎んでくれ。そして今は行かせてほしい。長々と身の上話をしたのも、後々君達に言い訳で困って欲しくないからだ。もう二度と私は、君達の前に姿を現さない。そう遠くない未来には死んでいると思う。私の不様な死にざまを聞いたとき、溜りゆう飲いんを下げてくれると助かるよ」

　そして、踵きびすを返し翔しよう子こ＝シィの元へと戻ろうとする。

「大佐……大佐、待って、そんな」

「そのユニットは君にやる。私を国で裁くときの資料にしてくれ。それじゃあ」

　ディアナの悲鳴に振り返りもせず、ひらひらと手を振ったそのときであった。

「待てよ」

　その手首が摑つかまれ、ハリーヤの歩みが止められた。

「!?」

「まだ俺は行っていいなんて言ってねぇだろ」

　驚きよう愕がくの表情でハリーヤが振り返って見たのは、

「まず俺のジャージ返せよ!!」

　自分の手首を摑つかみ凄すごむ、剣けん崎ざき康やす雄おの顔だった。

　勝負は一瞬だった。

「うぐっ!!」

　手首に激しい痛みが走り、ハリーヤは体勢を崩す。

　それだけでなく、空中に浮遊しているマルフィックのユニットの半数以上が突然支えを失って、星の塔の中に落ちてばらまかれたのだ。

「くっ！」

　ディアナの拘束は完全に解除され、翔しよう子こ＝シィの拘束もほどけかけた。

　這はいつくばっている内に少しだけ体力が戻ったディアナは、慌てて飛び起きて康やす雄おとハリーヤの元へと走るが、ハリーヤは康やす雄おの手を振り払って距離を取り、翔しよう子こ＝シィの拘束を優先した。

「あんたに逃げられたら意味が無いんだ！」

『ぐ……グググググ』

「ヤスオ!?　ヤスオ、無事ですか！　一体何が……」

「な、何故なぜだ!?　何故なぜ立てる!?」

　ディアナもハリーヤも、康やす雄おが立っているだけでも衝撃なのに、如何いかなる魔法を用いたのか、ハリーヤのマルフィックを半数以上無効化してみせたことに驚きを禁じ得ない。

「……俺はさぁ、向いてないんだ、きっと。人を攻撃するような魔法とか、ガチンコの喧けん嘩かだってしたことないし」

　ディアナに支えられると同時に力を失い、膝を突きそうになる康やす雄おだが、目だけはしっかりとハリーヤを見据えている。

　ディアナは思わず、康やす雄おがマルフィックの魔ま導どう弾だんに撃ち抜かれた箇所を凝視した。

　左の脇腹。
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　内臓を避けてはいたものの、魔ま導どう機き士しとは比べるべくもなく弱い肉体の康やす雄おが撃ち抜かれて平気でいられるはずがない。

　だがどうしたことか。

　血が止まって固まっていて、傷が塞がっている。

「人間誰だって憧れの人みたいになりたいって、身近な凄すごい奴やつみたいになりたいって思うけど、できねぇんだ。才能が有る奴やつに、勝てないんだ。そいつに努力までされたら、どうしたらいいんだって感じだ」

　康やす雄おの脳裏に浮かんだのは、同じ受験生であり、同じ親から生まれた妹が、兄がどんなに懇切丁寧に指導されてもできなかった炎の魔ま導どうを、横で聞いていただけで発現してみせたあの光景。

　生まれつき要領が良く、世事に長たけていて、成績も良い。

　兄をダメダメと面めん罵ばして憚はばからない、あの優秀な妹。

「でも才能が無いからって死ぬわけにもいかないんだ。なら……少しでも自分が向いてそうなことで、なんとか生きていくしかないだろ……そもそも俺が見てる青い芝自体、本人がどう思ってるかも分からないんだから」

「……まさか、康やす雄お、その傷を……」

「親父おやじができるなら、俺にだってできるかなって……俺、司祭顔負けなんだろ、ハリーヤさんだって、見せてくれたじゃないか。魔ま導どう機き士しでも使えるってことをさ」

　治癒魔法。

　外傷の治癒、ある程度の疾しつ病ぺいの改善、体に入り込んだ毒の除去などに使われる、癒やしの魔法。

　武ぶ機きによる機き構こう魔ま導どう文ぶん法ぽうでは代用が利きかず、未いまだ人の力だけで発現する『魔法』によって行われる数少ない奇跡の力だ。

　ウィリアムとの戦いの後、英ひで雄おの治癒魔法はディアナの骨折すら治癒させた。

　ハリーヤも、康やす雄おの喉の傷を塞ぐためにその力を使ってみせた。

「俺だって格好かつこよく、戦いたいよ。ディアナや、ハリーヤさん、親父おやじや母さんみたいに、涼しい顔で敵を倒して、家族を守れるようになりたい、でも、多分俺は下手くそなんだ。向いてないんだ。その上ビビりで自分の足元一つ満足に固められない。でも、そんな俺でも人より優秀なことがあるって言ってくれたの、ハリーヤさんじゃないか……やってみたら、意外とできたよ。まだ、かなり痛いままだけどさ」

「……言わなければ良かったと後悔しているよ。本体の位置を話した記憶は無いんだが」

「へへ、それもハリーヤさんが教えてくれたんじゃないか。魔ま導どう線せんは、電気に弱いって。そんな小さな『本体』じゃ、大した抵抗器も無いんでしょ。壊しちゃってすいませんね」

　ハリーヤの手首にあるバングル。片方は康やす雄おの電撃魔法を受けて黒焦げになっている。

　それこそが、蛇じや骨こつのマルフィックの本体、いわば司令塔であった。

「何故なぜ、分かった」

「全部のユニットから手を離したからですよ。カストゥルとポルックスが右手用左手用になってるのは、掌てのひらが触れる部分から魔力を吸い上げるかららしいじゃないすか。魔力を供給する機構がなきゃ、ユニットも操れないはずだって思って治療がてらずっと様子を見てた。そしたら一番近いユニットから伸びる光が、掌てのひらじゃなくて手首に集中してた」

「……参ったな、これは」

　ハリーヤは痛むのか、手首を振りながら笑う。

「完全に油断していた。君がそこまで冷静に物事を見て、機転が利きく人間だったなんて」

「これでも一応死にそうな目に遭ったことあるんですよ。知ってるでしょ」

「生意気言うな。数なら私の比じゃない」

「ビギナーズラックにやられるとか、慣れって怖いっすね」

「……クソガキ」

　ハリーヤの表情から余裕が消える。

　それを見てディアナも、カストゥルを再び構えて康やす雄おを背後に庇かばった。

「悪いな、ディアナ。治癒は結構いけたのに、電撃はやばい。吐きそう」

　炎もろくに出せないのに、傷ついた体で武ぶ機きを破壊するほどの電流を生み出したのだ。

　三日間食べていないかのようなエネルギーの欠乏と眩暈めまいに襲われ、康やす雄おはその場にへたり込み喉の奥でえずく。

「安心して下さい……今度こそ、やられはしません。時間もあまりありません。すぐにケリを付けます」

「クローネ少佐。マルフィックが半分消えた程度で、私に勝てるとでも？」

「ええ、勝てます。いえ、勝ちます」

「……いいだろう。ただし、今度は私も手加減できない。殺すぞ」

「お手合わせ願います」

　康やす雄おがへたり込む中で、美しき二人の魔ま導どう機き士しが、死線を賭として向かい合う。

「…………」

　だが、康やす雄おはもう二人のことを見ていなかった。

『……』

　その目はただただ、じっとこちらを見つめている翔しよう子こ＝シィだけを見ていたのだった。




　　　※




　所ところ沢ざわ市しのランドマーク。市民の憩いの場であり市の官公庁が周囲に密集する、所ところ沢ざわ航こう空くう記き念ねん公こう園えん。

　夜間は入場が規制されている公園内で、和のど香かは父が担かついできた灯台のような光を発する魔法の球体に目を丸くしていた。

「……うわ、お父さんなにそれ」

「もう、本当面倒くさい！　シィを倒しても地べたに放置しては逃げられるというからわざわざ光の結界に閉じ込めてるんだ！　周辺を飛び回ってあらかた倒したとは思うが、こんなのいつ見つかって通報されるか分からん！」

　見上げる空には、英ひで雄おも初めて見る『開門塔ゲートタワー』。

「ちょっと話しかけないで！　私も結構吐きそうなの！　和のど香か！　汗ふいて！　あとジュース!!」

「はいはい！　はいはいはい！」

　和のど香かは指示に従ってハンカチで母の額の汗を拭いつつ、いつの間に買ってきたのかストローつきのペットボトルを口元に運ぶ。

「そっちは何してるんだ」

「開門塔ゲートタワーの入り口の固定よ！　私達がたどり着いたときには、もう入られちゃってたのよ。ディアナちゃんじゃ門の入り口を固定できないから、仕方なかったの！」

　円まど香かは、既に聖せい杖じようマーロゥ全開スタイル。いわゆる魔法熟女姿を解禁していた。

　そうでなくては、国家予算の三パーセントを使って運用されるという『開門塔ゲートタワー』の入り口が閉じる力に抗あらがえないのだ。

　本音を言えば、自分が開門塔ゲートタワーの中に突っ込みたかったのだろう。

　だが、門がどこに通じているか分からないし、入り口が閉じてしまえば運よく翔しよう子こを助けられても日本に戻れなくなるかもしれないのだ。

　そんなことになったら、帯たて刀わきのご両親に娘さんが異世界の怪物に憑ひよう依いされた上に魔ま導どう機き士しに誘拐されて異世界に飛ばされましたなどということをどう説明してどう詫わびればいいのか皆目見当もつかない。

　ディアナの力では開門塔ゲートタワーの入り口が閉じることを止められない。

　そのためハリーヤを追うにはどうしても円まど香かがここで入り口を開いたまま固定せざるをえず、仕方なく康やす雄おに『危なくなったら必ず父を召喚する』と約束させて、ディアナと共に開門塔ゲートタワーに突入させたのだ。

「何!?　じゃあ康やす雄おもあの中にいるのか!?　俺もすぐに行かねば！」

　話を聞いて慌てて飛び込もうとする夫を、魔法熟女が止めた。

「待って！　できればぎりぎりまで待って」

「何故なぜだ！」

「ディアナちゃんと康やす雄おが飛び込んだとき、もの凄すごく開門塔ゲートタワーの力が重くなったの。あなたが飛び込んだりしたら、支えられなくなるかもしれない。そしたら意味が無いわ！」

「し、しかし……」

「大丈夫、康やす雄おもディアナちゃんもまだ無事よ。怪け我がはしてるかもしれないけど、命に関わるほどじゃないみたい」

「何故なぜそんなことが分かるんだ！」

　苛いら立だっている英ひで雄おの顔の前に差し出されたのは、見慣れないスリムフォンだった。

　そのディスプレイにはＲＯＰＥの無料通話画面。

　通話の相手は『ヤス君』。

　どうやら録音もされているようだ。

　鼻白む父に和のど香かが苦笑して、上空を指差す。

「まだぎりぎり、電波届くみたいだよ。ハリーヤさんがなんでこんなことしたのかも、大体分かった」

「……何？」

「私が言ってたって絶対言わないでほしいんだけど」

　英ひで雄おは啞あ然ぜんとして、空に屹きつ立りつする星ほし屑くずの塔を見上げた。

「お兄ちゃん、今回はなかなか頑張って戦ってるよ」




　　　※




　流星群のように襲い掛かるマルフィックのユニットを、ディアナは冷静に迎撃する。

　魔ま導どう弾だんで軌道を変え、接近しすぎたものは目にもとまらぬ速さで双子の光こう刃じんが叩たたき落おとしてゆく。

　もちろんそれだけでマルフィックのユニットは力を失ったりはしない。

　だが、今ディアナに向かうユニットは十と少しだけ。

　康やす雄おが破壊した右手のバングルに操られていたユニットが、主に攻撃に使用されていたものらしい。

　翔しよう子こ＝シィが解放されていないのであちらのユニットは全て左手のバングルが操作しているのだろうが、拘束に使っている分戦闘に使えるものは多くない。

　蛇じや骨こつと言いつつ全く蛇らしい挙動もせず、可変が売りと言いながら、弾丸のような使い方しかしていない。

　ときおり康やす雄おを狙って飛んでくるユニットも、ディアナが確実に魔ま導どう弾だんで叩たたき落おとせるほどだ。

「ヤスオを狙えば、私が動揺すると思いましたか」

「思ったな。期待外れだったが！」

「私も、あの戦いから必死で実戦経験を積みました！　ただただ泣き暮らしていたわけじゃありません！」

「そうか！　じゃあその努力も今日で全て無駄になるな!!」

「笑わせないで下さい！」

　ディアナは目前に迫ったユニットに向かって両の刃やいばを振りかぶる。

　それまでとは違う鈍い音がして、ディアナの背後で小さな爆発が二つ、起こった。

「カストゥルとポルックスを『普通』の武ぶ機きなどと仰おつしやる大佐にやられるほど、私は弱くありません」

「マルフィックが半減した途端に強気だな！　現金なものだ！　その挑発、乗ってやろうじゃないか！」

　ハリーヤはユニットを左手に集合させる。

「なら、私の光の刃やいばは一振りでいい」

　棒状のマルフィックが短剣のように光り、ハリーヤはそれを構える。右手は素手だ。

　ハリーヤは左半身を引き跳躍すると見せかけ、

「！」

　ディアナが身構えた途端に、右手から康やす雄おのものとは比べ物にならない程はっきりと射程のある電撃の魔法を放った。

「しまっ……！」

　ディアナはそれを真っ正面から受ける形になり、感電を避けるために武ぶ機きで受けざるを得なくなる。

　受けたのは、右手のカストゥルだ。

　レグルスの雷を受けて破損したカストゥルである。

　日本で調達したありあわせの部品ではベストパフォーマンスを発揮できるはずもない。

「死ねっ!!」

　右半身を跳ね上げられて大きく体が開いたディアナの胴目がけて、ハリーヤはマルフィックの短剣を繰り出した。

　ディアナも黙ってやられるわけもなく、衝撃に敢あえて従い体を右回りに回転させ、間一髪で短剣を回避する。

　だが武ぶ機きの形状に即した戦い方にディアナを引き込むことこそ、ハリーヤの狙いだった。

「バカめ」

　マルフィックのユニットが結集した短剣が、ディアナの体の目の前にある。

　ここまで持ってくるための短剣形状だ。

　マルフィックは複数のユニットが結合した武ぶ機きであり、分解して飛ひ翔しようする弾丸になるのは既に見てきた通りだ。

　刃物のようにギリギリで回避されても、懐ふところで爆散させれば良い。

「終わりだ」

　次の瞬間、ハリーヤの手の中で、マルフィックが弾はじけた。







「……な……ぜ」

　ハリーヤは、激痛に理解が追い付かず、マルフィックの短剣を繰り出した姿勢のまま、塔の壁に倒れ伏した。

「あ……」

　左手の少し先で、短剣の形状が崩れたマルフィックが制御を失い、全てのユニットがばらばらに崩れ落ちているのを目にする。

　ハリーヤはなんとか顔をディアナの方に向け、自分の方を向いているカストゥルの銃口と目が合った。

「……魔ま導どう線せん、切れなかったのか」

「はい」

「……ニホンの、針金だ。簡単に、破断するはずだ」

「私は、絶対に壊れないと信じていました」

　ディアナはハリーヤに狙いを定めたまま断言した。

「カストゥルは、父のレグルスでようやく壊れた頑丈な武ぶ機きです。シンプルで、それ故に強い」

　だがその顔は、とても悲しげだった。

「それを、ヴェレッガーの名を持つ職人が修理したのです。あの程度の電撃魔法で壊れる程、ヤワなはずがありません」

「……ははは」

　ハリーヤは笑うと、自分の左腕を見て言った。

「信用されたものだな。私が手を加えた武ぶ機きが、どれだけの人間を裏切ってきたかあれだけ話してやったのに」

　そこに、ユニット制御の本体たるバングルは存在しなかった。

　腕が妙な方向に折れ曲がっており、バングルは粉々に砕けて破片も収集できないほど星の壁に散らばっていた。

「殺せ」

「殺しません」

「魔力は残っている、右腕だけでも、まだ戦えるぞ」

「いいえ」

　ディアナは首を横に振った。

「その足では、もう私を殺せません」

「……はは」

　分かっていた。

　ディアネイズ・クローネは、アレクセイ・クローネ将軍戦死の後、その戦闘技術だけで中ちゆう尉い官かんへと昇進したのだ。

　双子の武ぶ機きから放たれた魔ま導どう弾だんのうち、カストゥルが左腕のマルフィック本体を、ポルックスが右足を撃ち貫いていた。

『ぐるるるる……』

　そのハリーヤの背後に、シィの鳴き声が迫る。

　制御を失った光の蛇から解放された翔しよう子こ＝シィが、弱った人間を的確に選択したのである。

「……良いザマだ。紅髄玉カーネリアンにあるシィは全部トコロザワに放ってきてしまった……助けなくていいぞ、クローネ少佐。私は……」

「誤解しないで下さい、殺さないと言ったはずです」

「……何？」

　怪け訝げんな顔をするハリーヤ。

　その耳に、歌が届く。

　ひどく声が荒く呼吸もとぎれとぎれだが、音程だけは確かだ。

　ハリーヤに迫った翔しよう子こ＝シィの足取りがぴたりと止まり、歌の主に首を巡らせる。

　その赤い瞳が、へたり込んで首を落としながらも鎮魂歌を歌う剣けん崎ざき康やす雄おに、ゆっくりと歩み寄る。

「バカな……倒しもせずに送ろうなどと……」

「送ろうとしているわけじゃありません。でも、ヤスオはきっと、気づいていたんです」

　あれは、ハリーヤが現れた夜。

　ディアナの引っ越し祝いの夕食の帰り。

　英ひで雄おとディアナが倒したシィを送る康やす雄おの鎮魂歌に、翔しよう子こ＝シィの炎は散りかけていた。

　あのまま鎮魂歌が続いていれば、きっと何かの変化があった。

　だがその前に、ハリーヤが戦闘に乱入してきたのだ。

　翔しよう子こ＝シィは康やす雄おの前で腰を下ろすと、楽しげに体を揺らし始める。

　その揺らぎに合わせ、黒い炎が送られるときのように煤すすとなって散り始め、やがて、あの禍まが々まがしい赤い瞳が微笑ほほえむように細められ、閉じられる。

　黒い炎が煤すすとなって渦巻き、やがて中から現れた人間の瞳に吸い込まれて消える。

　全ての炎と煤すすが消えた後に残ったのは、一糸まとわぬ裸の、帯たて刀わき翔しよう子こだった。

　目を閉じたままの翔しよう子こは、座った姿勢からぐらりと横向きに倒れてしまう。

「ヤスオ！　顔を上げないで！　後ろを向いて下さい！」

「あ、え？　な、なん……うぇっ!?」

　ディアナは狼狽うろたえてとりあえず叫ぶが、ハリーヤから目を離すわけにもいかず、銃口を下げられない。

　康やす雄おは康やす雄おで、いきなりそんなことを叫ばれても対応できるはずもなく、鎮魂歌の結果を見ようとして顔を上げ、見てはならない肌色を捉えて慌ててそっぽを向いた。

　上手うまく歌でシィ化を解除できたと思ったら、翔しよう子こが裸で星の海に横たわっている。

　一体どういう状況でシィ化したというのだ。

「……くく、はっはっは……うぐ」

　そんな様子を見て、ハリーヤは倒れたまま笑い、激痛に顔を歪ゆがめる。

「あ～あ……どうしてこんなことになったのやら」

「大佐？」

「……私の負けだ、少佐」

　ハリーヤは、右腕を軽く伸ばして、塔の壁に触れる。

　その瞬間、突然星ほし屑くずの海がぐにゃりと歪ゆがんだ。

「な……」

「これは……大佐!!」

「安心しろ。開門塔ゲートタワーが閉じるだけだ」

　空間が歪ゆがみ、康やす雄おと翔しよう子ことハリーヤは塔の壁面から放り上げられ、ディアナも真まっ直すぐ立っていられなくなる。

「『復路』が閉じた。入り口に戻されるのさ」

「う、うわ……！」

　ハリーヤは、目だけで『上』を見上げた。

　日本の、埼さい玉たまの、所ところ沢ざわの、航こう空くう公こう園えんを見下ろす、異世界の空を。

　星が逆流し、空間が逆巻く。

「あぁ……私は結局いつも失敗ばかりだ」

　自嘲気味に呟つぶやいたハリーヤがまず最初に入り口に引き戻され、

「ヤスオ！　ヤスオっ!!」

　ディアナは康やす雄おに手を伸ばすが、とても届く距離では無く無情にも入り口に引き戻される。

　そして翔しよう子こは、何故なぜか浮き上がったまま入り口には引っ張られずに塔の空間に浮かんだままだ。

「帯たて刀わきさんっ!!」

　自分のすぐ目の前に浮かぶ翔しよう子こを、康やす雄おは思わず抱き寄せた。

　何故なぜかこのまま、翔しよう子こが塔の中に取り残される予感に囚とらわれたのだ。

　康やす雄おが翔しよう子こを摑つかまえると同時にもの凄すごい力が康やす雄おを引っ張り、強引に塔から追い出そうとする。

「ぐ、く、くそっ」

　体験したことのない大おお怪け我がを、慣れぬ治癒魔法で治し、その上死力を振り絞った電撃魔法を放ったせいで、全身に力が入らない。

　ちょっと油断すれば翔しよう子こと引きはがされてしまいそうだ。

「話さなきゃいけねぇことがあんだよ……！　があああああ！」

　絶対に離さない。

　上も下も分からないほど体全体を振り回されても、絶対に、翔しよう子こだけは離さない。

　離したら、翔しよう子こは、シィとともにどこかに消えてしまう。

　そんな気がしたから。

　無限にも感じられる時間は、その実、わずか十秒も無かった。

　洗濯機に放り込まれた綿わた埃ぼこりのように無力な康やす雄おを振り回していた、ただただ荒ぶる世界の力は、急激に康やす雄おと翔しよう子こを解き放った。

「……っ」

　圧力が消えてから、実際にそのことに気づくまでにかなりの時間を要した。

　気づいたときには、康やす雄おは翔しよう子ことともに所ところ沢ざわの空にいて、ゆっくりと重力に捕らえられ落下してゆく。

「う、うわ……」

　スカイダイビングなどしたことのない康やす雄おも、この状況がマズいことだけは分かる。

　地面は思ったよりも近い。

　目視できる範囲には、ディアナもハリーヤも見えなかった。

　だが、腕の中には翔しよう子こがいる。

　彼女に何も伝えないまま、二人で死ぬわけにはいかない。

　そう。これだけは、絶対に伝えなければならない。

「俺は誰とも付き合っちゃいねえっつーのっっ!!」

　こんなときこそ、あれを使わずになんとする。

「勇者ヒデオは開かれし地の自由を摑つかむ者なり放て翼飛べよ花はな弁びら集え蒼そう穹きゆうにひらくようこうかぜのけしんルタバーガワガコエニコタエケンゲンセヨッ!!　ぶはあっ!!」

　一呼吸で一気に言い切ったその瞬間、

「──────おおおおおっ!?」

　所ところ沢ざわの夜空に光の柱が浮かび上がり、そこから風の聖剣を携えた休日のサラリーマンが驚きよう愕がくの表情を張り付けて出現する。

　伝説の勇者出現を知らせる光の柱の向こうで、異世界への道を作る『開門塔ゲートタワー』の『復路』は、夜空に溶けるようにその姿を消したのだった。




　　　※




　快晴の空の下、賃貸アパート、マリーゴールドヒルズ所ところ沢ざわの屋根の上で、ディアナは両腕を広げ目を閉じていた。

　その手の中には握り拳ほどの結晶体のようなものが浮かんでいる。

　屋根の上にこびりついた砂すな埃ぼこりが、ディアナを中心に同心円を描いて舞い上がるほどに強い魔力が放射され、次の瞬間、ディアナはその結晶体を空に向かって打ち上げた。

「行け」

　快晴の空に、微かすかに星が渦巻き結晶体が消滅する。

「ふぅ……」

　少し汗ばむ陽気に、ディアナは額に張り付いた前髪を整えた。

　すると、彼女の足元から間延びした声がかかる。

「もう飛ばしたのか」

「はい。今しがた」

「そうか」

　ディアナが敷しき地ちの中庭に下りて窓から部屋に入ると、声の主が悲しげな仕草で言った。

「これで私も失職か」

「自じ業ごう自じ得とくですね。私も自分の職は惜しいので、一切容赦なく真実を送りました」

「それでいい。それでいいんだ。あーあ」

「これで終わりと思わないで下さい。すぐに出かけますよ」

「分かってるよ。どこに行くんだったか」

「とりあえず、これからトコロザワ駅前のデパートに行きます」

「ああ、そうだった。何を買うんだ。甘いもの？」

「お酒というわけにもいきません。品物よりも、それを持って伺うという姿勢を見せることが大事なんです」

「了解した。ああ、そうだ。牛乳が切れていたぞ。帰りに買おう」

「……はいはい。とりあえず出ますよ。約束の時間があります。いいですか、大佐」

「大佐はやめろ。私は騎士団の裏切り者だ」

　陰になった部屋の奥から、上下揃そろいのジャージ姿で、左腕を三角巾で吊つったハリーヤ・ヴェレッガーが現れる。

　塔から吐き出され日本に戻ったハリーヤは、右足の治療は受けたが、左腕の治療を断った。

　康やす雄おのスリムフォンを通じて翔しよう子このスリムフォンに録音された会話を聞き、ハリーヤがあのような行動を取るに至った経緯を知った英ひで雄おと円まど香かは、彼女の罪を問わなかったのだ。

　現実問題、彼女を裁くことは日本の法律では不可能だ。

　ハリーヤ自身はその場で命を絶たれても仕方がないと思っていた。

　だが、

「安心しなさい。これくらいのシィなら、まぁものの三十分で倒しきったから」

「結構息切れしてたのにね」

　何てことのないように言う救世の英雄夫婦の言葉に、打ちのめされた。

　ハリーヤが放ったシィは、二十体はいたはずだ。

　それをこうもあっさりと撃退するどころか、見たことも無い魔法で捕らえて逃亡を阻止するなど、普通のことではない。

　マルフィックの光の蛇ほどの柔軟性は無いのか、いつまでも拘束し続けることはできないらしく、康やす雄おの帰還とともに二十体のシィは歌によって送られた。

　戦うための武器を全て失ったハリーヤは敗北を認め、剣けん崎ざき家に身柄を預けることに決めた。

　結果、ハリーヤはディアナが保護することとなり、正式に彼女のアパートに居い候そうろうすることになったのだった。

「大佐、と呼び慣れているもので」

　公私共に立場が逆転しても、ディアナはハリーヤに対する基本的なスタンスを崩さず、時折こうして、レスティリアでは見せなかった強い意思を垣かい間ま見みせ、驚かされることが多い。

「嫌みに聞こえる」

「ならしばらくこのままでいましょう。この部屋の家主は私ですから、家主の指示には従って下さいね」

「君はそんなはっきり物を言うタイプだったか」

「ええ」

　スキニージーンズとチュニックのディアナは、財布とスリムフォンの入ったショルダーバッグを肩に掛けると、不敵な笑みを浮かべて言った。

「周囲が色々な意味で手て強ごわすぎるもので、これくらいでないと」

「……」

　ハリーヤは、ディアナの言う意味が分からず首を傾かしげるが、ディアナはそのまま笑うだけで何も言わない。

「さ、とりあえず行きましょう。夕方にはヤスオの護衛をマドカと交代しなければいけませんから」

「ああ、分かった」

　頷うなずくハリーヤは、相も変わらず上も下もジャージ姿。

　ディアナとの戦いで穴だらけ、血の染しみだらけになってしまった剣けん崎ざきの刺し繡しゆうが入ったジャージは、結局捨てざるをえなくなった。

　代わりのジャージはディアナが弁償することで話がついたが、その後もハリーヤは、やたらとジャージばかりを欲しがり今日も上下、青いジャージで統一している。

「……行ってきます」

　ハリーヤは、真新しいスニーカーを片手で苦労して履きながら、下足入れの棚の上にある小さな箱を軽く撫なでてディアナの後を追った。

「やはり、ヒデオかヤスオに治してもらった方がいいのではありませんか？　日常生活も不便でしょうし」

　ハリーヤが靴を履くのに苦労しているのを見ていたディアナはそう提案するが、ハリーヤは首を横に振る。

「少なくとも、先ほどの君の報告に対する返答があるまでは、このままでいさせてくれ。その方がそちらも安心できるだろう」

「ですが……」

「甘いことを言うな、クローネ少佐。私は卑劣な反逆者で、裏切り者だ。本来だったら部屋の中に拘束されていたっておかしくないんだ。私がもし自分で骨折を治せるほどの治癒魔法の使い手だったらどうする。そんな情けをかける必要はない。いざシィが現れたら、盾に使うくらいの気分でいなくてどうする」

「それを当の裏切り者が仰おつしやいますか」

「君達があまりに甘いせいだ」

「ニホンは平和ですからね」

「軍人の平和ボケはそれだけで罪だ」

「うーん」

　あからさまに面倒くさそうになったディアナは、ふと和のど香かが言っていたことを思い出し、試してみることにする。

「でもヒデオもああ仰おつしやってましたし、それに私は本当は大佐がとても心優しくて、ご自分で仰おつしやるような弱い方なんかじゃないって、もう知っています」

「……な」

「大佐は今でも、私にとっては尊敬すべき信頼に足る方で、あの辛つらい戦いを乗り越えた後は、きっとまたそのお力を私達のために使って下さると信じています」

「く、クローネ少佐……あのな」

「これは私が言っていたと言わないでほしいのですが、ヤスオも言ってましたよ。ハリーヤさんを止められたのは、ハリーヤさんが本当は俺のことをきちんと見て折々にアドバイスをくれていたからだって」

「その、私、別にそんな」

「でもそんな凄すごい人でも悩むことがあるんだから、俺も頑張ろうって。大佐が言葉の端々でヤスオが折れないように優しい言葉をかけてらっしゃったのを、ヤスオはちゃんと気づいていたから……」

「わ、分かったから！　分かったから本当……もうカンベンして……」

　ハリーヤは顔を真っ赤にして、蹲うずくまってしまう。

『褒められて照れくさい思いすんの苦手』なハリーヤは、ディアナの真まっ直すぐな言葉に耐えきれず、折れた腕が上げられないので片手で目を塞いで唸うなっている。

「ね、ですから今日の帰りにでも、腕、治してもらいません？」

「……分かってやってるだろう」

　真っ赤な顔と、涙ぐんだ恨みがましい眼めでディアナを睨にらみ上あげるハリーヤに、ディアナは、

「半分、本気です」

　そう言ってやったのだった。







「お前なんか友達じゃねぇ」

「何回言うんだよそれ」

　今日だけで、碧あお人とから十回はこれを言われている。

　最も早はや接尾辞かと思うほど、会話の端々に織り交ぜてくるので康やす雄おもいい加減うんざりしてくる。

　当然、昨日ディアナが迎えに来た件でちくちくやられているわけだが、康やす雄おとしてもハリーヤと同じ言い訳を使っても説得力が無いので、結局ディアナは両親同士が知り合いの友達、という真実を伝えることで落ち着いた。

　もちろん本当のことを言ったからといって、碧あお人とが収まってくれるわけもない。

「つまり、それ以上の関係に発展するという可能性も十分……」

「あるか無いかで分けるなら五十パーセントだし、そんなこと言ったら世の中全ての女子はそうだろうが」

「そういう詭き弁べんを聞きたいんじゃねぇんだよ！　ヤスの幸せな学生生活を俺に語って聞かせてもっと俺に嫉妬させろ」

「碧あお人とお前この前から本当気持ち悪いぞ」

「俺さぁ、この前は言わなかったけど、後輩からのバレンタインチョコ格好かつこつけて断ったことあるんだよおおお、バカなことしなきゃよかったって死ぬほど後悔してんだよおお」

「うぜえ。さっさと部活行けよ。初志貫徹して立派な芝居を作ってくれ」

「うるせええええ」

　放課後ではあるが、まだ空は青く明るく、夕方という空気ではない。

　事実上帰宅部の康やす雄おは、このあと職員室に寄る用事がある。

「ん？　なにそれ」

　康やす雄おが鞄かばんから取り出したＡ４のレポート用紙の束を見て碧あお人とは尋ねる。

「現社の追試だよ。小論文形式のレポートになったって話したろ。早めに出来たから提出しにいくんだ」

「ほー。何だっけ、テーマ」

「選挙権年齢下がったんなら十八から大人扱いするべきかどうかって話」

　堅いテーマを適当に砕くと、碧あお人とは難しい顔になる。

「なるほどなー。いや実はさうちの市、この間、前任の病気退職とかでいきなり市長選あってさ。ちょっとわくわくしたよな」

「あれ？　でもお前誕生日まだだろ」

「うん。それでがっくりきた。そりゃ別に市長選なんて俺の生活に何の関係があるか分かんないしさ、ジジババの笑顔のポスター見比べて何が楽しいんだとは思うけど、なんだろ、こう来るものがあったんだよ」

「来るもの？」

「うん。なんつーかさ、中学上がったくらいの頃って、ランドセルから解放されてすっげぇ大人になった感て無かった？」

「あー……あったかもな」

「漫画とかでもさ、中学生とか高校生が主役のスポーツ漫画とか読んでるから、中学に上がったイコールそれまでには無かった特殊能力を無条件に手に入れた！　みたいな気分になったじゃん」

「それ分かるわ。三年の先輩とか超大人に見えた」

「でもさ、俺ら今これじゃん」

「これとか言うな。言いたいことは分かるけど」

　中学生や高校生が大人だなんて、とんだ幻想であった。

　あれほど見上げて憧れた存在に自分がなったとき、その憧れ通りの存在になったとは、どう考えても思えない。

　高校三年になっても、全国大会で日本中のエース達と不敵な笑みを浮かべ合ったり、熱い志で大人達の抑圧を打ち砕いたり、鋭い観察眼と大人を凌しのぐ頭脳で全てを冷静に読み解き誰からも一目置かれるような学究の徒になったりした実感はまるでない。

　というか、そもそもなっていない。

　そう振る舞おうとすればするほど、理想と現実のギャップに打ち負かされ、なおかつ敗北を悟り屈服する速度は、ランドセルを背負っていた頃よりも格段に速い。

　時折自分は、友達とバカで下品なことを言い合いながらげらげら笑って、遊んで、やらなきゃいけない勉強を嫌がる小学十二年生なんじゃないかと思うことすらある。

「多分、その市長選、投票できてたとしてもこんなもんかって感じになると思うぜ」

「まぁな。でもさ、十八って車の運転とか、男なら結婚とかできるようになるじゃん。んで、大学生とか社会人になろうとするじゃん。その上選挙だからさ、なんか、あの頃のワクワク感思い出してやばかったんだよ。まぁ、世の中の大体の大人はみんなやってることなんだから、きっとそれがどうしたって感じなんだろうけどさ」

「……俺は、どうだろうな」

『大人』になるとそれまでの制限が取り払われ、数多あまたの自由を得られると考える者は多い。

　だがその自由には責任と義務が必ず伴い、その折り合いをつけるために『大人』は毎日悩んで苦労している。

　そして、ルールや慣習によって『大人』と周囲に見なされるようになった『大人』が、自由に伴う責任に耐えきれず、道を踏み外しそうになったのを見た。

　いつか自然に『なる』と思っていた大人が、近づけば近づくほど、その正体がおぼろげになり、何なのか分からなくなってくる。

　なんとなく、それが今康やす雄おが目指す『勇者』という存在に、似ているような気がした。

　誰もが知っている存在なのにはっきりとした形を持たず、それなのに人から求められ、特別視される存在。

「どうやったらなれるんだろうな。大人って」

「大人になったら俺にも彼女できるのかなぁ……」

「結局お前はそこに行きつくのかよ」

　五十嵐いがらしに彼女がいたことが、碧あお人とはそんなにショックだったのだろうか。

　彼女、恋人こそある年齢に達したからといって自然発生的にどこかから湧いて出てくるものではないだろうに。

　だが今康やす雄おがそれを言ったところで、藪やぶ蛇へびにしかならない。

　碧あお人とが面倒なループに陥りそうになっていることを察した康やす雄おは話を切り上げるために、早々に鞄かばんを肩に掛けた。

「じゃあ俺行くわ」

「何だよもう少しいいだろ。部活始まるまで今日ちょっと時間あるんだよ」

「いや、悪い。今日帰ってから約束もあるから」

　引き留めに応じたいのはやまやまだが、今日のこの後の予定は遅刻が許されない。

　時間に余裕はあるができれば早めの行動をしておきたいのでそう言うと、碧あお人とは何故なぜか不機嫌そうに眉根を寄せた。

「約束……どっちとだ！　どっちの子とだ！」

「うわ、面倒くせぇ」

「お前なんか友達じゃねぇ！」

「はいはい、じゃあな」

「うい、じゃあな。ぺっ」

「ぺっ、て声に出すか」

　笑いながら教室を出た康やす雄おは、急ぎ足で職員室に向かう。

「おー、結構しっかり書けてるじゃないか」

　現代社会担当の高たか山やまは、ぱらぱらとレポートを斜め読みして満足げに頷うなずく。

「採点して改めて返すけど、まぁもう次は俺もテーマ考えるの面倒くさいから、きちんと勉強しておけよ」

「はい」

　あとは明日、古文の追試を受ければ、赤点に始まった追つい試し行あん脚ぎやは終わりを迎えるわけだが、その前に康やす雄おには、もう一つ重い課題が残っていた。

　一人校門を出た少し先の角に、タクシーと、ディアナと、そしてハリーヤが待っている。

「母さんは？」

「後の予定のために護衛を交代したのが一時間ほど前でしたので、先に戻られています」

　答えるディアナの手には、有名和菓子店の紙袋が。

「分かった。それじゃ、行こうか」

　頷うなずくと、康やす雄おはタクシーに乗り込む。

　女性二人が後部座席に、康やす雄おが助手席に乗り込み、行き先を告げる。

「すいません。航こう空くう公こう園えんにお願いします」

　車内の三人は言葉少なで、ディアナが買ったお土産についてのこと以外ほとんど会話が無かった。

　電車の倍近い時間をかけて移動した三人は、やがて航こう空くう記き念ねん公こう園えんの国道沿いの入り口に降りる。

　子供達の集団に混じって、意外と家族連れも多い平日午後の航こう空くう公こう園えん。

　その一角に、花見の時期はとうに過ぎたのに、レジャーシートを敷いて大きな風ふ呂ろ敷しき包づつみを傍かたわらに置き、ぼんやりと木を眺めている後ろ姿があった。

　康やす雄おは覚悟を決めて、呼びかける。

「帯たて刀わきさん！」

　すると、レジャーシートの上で座っていた帯たて刀わき翔しよう子こはゆっくりとこちらを振り返り、康やす雄お達に向かって軽く手を上げた。

　その表情には特に激しい感情の動きはなく、まるでいつも通りの普通のものだった。







　黒と、金と、銀に頭下げられてる私はプラチナカードか。

　翔しよう子こは、そんなどうでもいいことを考えながら、目の前に並ぶ三人の人物の頭のつむじを眺めていた。

　もちろんそれは康やす雄おと、最近康やす雄おの周囲に出現した二人の女性の頭だ。

　平身低頭の四字熟語を地で行く見事な土下座。

　三人の中央に座るディアナからは、代官に賄賂を送る越えち後ご屋やの如ごとく、川かわ越ごえ発祥の芋菓子屋の袋を差し出されていた。

「本当に……この度は本当に、ご迷惑をおかけいたしました」

「はー」

「さぞお怒りのことと存じますが、今後私達が責任を持って事態の収拾に当たって参りますので、何卒なにとぞ、何卒なにとぞ、ご容赦のほど」

「ぶっ」

　ハリウッド女優にだってなかなかいなさそうな金髪美女が、ナニトゾナニトゾゴヨウシャノホドとは恐れ入った。

　翔しよう子こは思わず吹き出してしまい、見えていないことを承知で軽くぱたぱたと手を振る。

「うん、まぁ、大体の話はこの間聞いたし、なんとかしろっつったって今はなんともできないんでしょ。なら別にここで怒鳴り散らしたって仕方ないもんね」

「恐れ入ります……」

「許す許さないって話でもないしさ、話しにくいから顔上げて。折角の異世界コミュニケーションだ。もっと建設的で楽しい話しようよ」

　ようやく顔を上げた三人に、翔しよう子こは用意していた風ふ呂ろ敷しき包づつみを差し出す。

「これは？」

「決まってんじゃん。おべんと」

　そう言って翔しよう子こが結び目をはらりとほどくと、中からかなり年季の入った三段重ねのお重が姿を現す。

「はい、はいおしぼり。あ、その腕じゃお箸使えないでしょ。ちゃんとフォークあるよ」

「ど、どうも」

　手て際ぎわよくウェットティッシュと紙皿、割り箸を配り、腕を怪け我がしているハリーヤには、プラスチックのフォークまで用意してから翔しよう子こが広げたのは、店で売っていてもおかしくないほどの、行楽弁当であった。

「はうあああああ……!!」

　目を輝かせ、歓声を上げたのはディアナだった。

　一段目には、海苔のりの巻き方が見事に統一された俵形のおにぎりがぎっしり。

　二段目は鶏とりのから揚あげ、煮物、タコさんウインナーにサラダなどの彩いろどり豊かなおかずが詰められていて、それらは豊富な食材を使いながらも、ぼろぼろ崩れたり零こぼれたりするようなものは一切無い。

　三段目はカットフルーツの盛り合わせ。オレンジにリンゴ、バナナにイチゴ。どれも一口で食べやすいようにカットされていて、まるでレストランのバイキングテーブルのようだ。

　食欲はもちろんのこと、単純に心浮き立たずにはいられないその取り合わせに、康やす雄おは妙に懐なつかしい気持ちになる。

　思えば行楽弁当など、随分長いことお目にかかっていなかった。

　おそらく小学校最後の運動会以来ではなかろうか、こういったものを食べるのは。

「はい、じゃあいただきますの前に、みんなで記念撮影！　いえい」

「あ」

　三人が戸惑っている間に、翔しよう子こは慣れた手つきでスリムフォンのインカメラで全員と弁当を見事に収めつつ写真撮影。

「後でＲＯＰＥで送るねー。さ、食べよ食べよ。あ、ハリーヤさん、だっけ？　取とり辛づらかったら言ってね、私取るから」

「あ、ああ……その」

　翔しよう子このテンポに、ハリーヤが珍しく圧倒されている。

　それを横目に見ながらも、謝罪に来たことを忘れていない康やす雄おはとりあえず尋ねた。

「こ、これ、全部帯たて刀わきさんが作ったのか？」

「そだよ。てか作ったって言っても、一からやったのは煮物くらいかな。大体の食材はうちの店の厨ちゆう房ぼうから失敬したもんだし。あ、私の家が居酒屋やってるのは、二人は知ってるんだっけ」

「あ、う、伺ってます」

「一応は……」

「ま、食べて食べて。親ほどプロくはないけど、まぁマズくないから」

「は、はい。では、頂戴しま……っ!!」

　勧められれば応じないわけにもいかず、何だか妙なことになったと思いながらディアナが大根の煮物に手を伸ばし、口に入れた途端、目を見開いた。

「でぃ、ディアナ」

「ど、どうした少佐」

「……ヤスオ……大佐」

　ディアナは戦慄しながら、傍かたわらの二人を見た。

「美味おいしいです……とても美味おいしいですこれ!!」

「「あ、ああ」」

「そ、よかった」

「ダイコン……これは、ダイコンですね。ああ、なんということでしょう、これは、こんな奥深い根菜はレスティリアにはありません。醬しよう油ゆとも違う……この味は、この味は一体……」

「出汁だしで時間かけて炊いてるから、それかな。コンビニのおでんよりはマシだとは思うけど、そこまでじゃないよ」

「いいえ！　ヤスオには申し訳ありませんが、マドカの料理もこれほどではありません！」

「そ、そうなのか……」

「召し上がって下さい！　食べなければ分かりません！　この、このスポンジのようにゃもにょもふ」

「スポンジって」

　高こう野や豆どう腐ふを真剣な顔で食べるディアナの横で、康やす雄おも筑ちく前ぜん煮にの鶏とり肉にくに箸を伸ばし口に入れる。

　こころなし、翔しよう子この顔色が緊張していることには気がつかなかったが、

「あ、本当だ美味うまい！」

　ディアナほど大げさな反応はしないが、家庭では出すのが難しい味、ということは康やす雄おにも分かる。

「良かった～」

　ディアナのときよりも大げさに安あん堵どした翔しよう子こも、自分でおにぎりを一つ手に取る。

「こっちから梅、鮭さけ、こんぶね。あ、残していいからね。時間も時間だし」

「こ、これを残すなんてとんでもない!!」

「少佐、少し落ち着け。目的がズレてる」

　必死の形相のディアナをハリーヤが諫いさめるが、ディアナは真剣だ。

「そもそも我々はピクニックに来たわけではない。彼女にこれまでのことを謝罪して、今後の方針を確かめるために来たのだろうが」

「あ」

　両手におにぎりを持ちながら、ディアナは今更思い出したように動きが止まり、それを見て翔しよう子こはくすくすと笑う。

「なんだかなー、変な感じ」

「何か、ごめん、緊張感なくて」

　康やす雄おが謝る横でディアナも顔を赤くするが、それでもおにぎりを離さないのはさすがだ。

「ううん。こっちもその方が助かる。私の方こそ、結構緊張してたからさ」

「でも、これが美味うまいのはマジだよ」

「うん。そう思ってもらえたなら」

「……ふぅん」

　ハリーヤは、翔しよう子こと康やす雄おのやり取りを観察しながら、少しだけ口くちの端はを上げる。

　が、立場を弁わきまえて、不必要なことはここでは言わない。

　しばらくとりとめのない話が続き、弁当が半分ほど無くなった頃だった。

　翔しよう子こがふと、尋ねた。

「んで、私は今後どうしたらいいの」

　その頃には色々落ち着いていたディアナが、三人を代表して告げる。

「我々の護衛の下に入っていただくことになります」

「護衛。あ、頰ほっぺたご飯粒ついてる」

「し、失礼しました。えーと」

　やはり緊張感はまだ戻っていないようだ。

「ショウコさんの置かれているのは、アンテ・ランデでも前例の無い状況です。我々の世界で何が起こっているかのあらましはお話ししましたが、今もって不明な点が多いのが実情です。その中で、ショウコさんのケースは非常に」

「観察のしがいがある、と」

「……その通りです。そして現状、私達にはあなたの体の中から、シィを除去することができません。いずれは……アンテ・ランデにお越しいただかなくてはならなくなると思います」

「……異世界、ねぇ」

　翔しよう子こは微笑ほほえむ。

「遠いの？」

「……片道、二時間ほど……」

「近いな」

　翔しよう子こは苦笑する。

「ヤス君は？　もう行ったことあるの？　その、アンテ・ランデってとこ」

「……いや、まだ。凄すごく金がかかるみたいで」

「そっかー。まぁ不治の病を治しに行くようなもんなんだろうから、行ったらしばらく帰ってこらんないんだろうな。全然、実感ないんだけどね。体調すごくいいんだよ」

「そ、そうなんですね」

　こればかりはディアナもどう答えていいのか分からない。

「ま、分かったよ、信じるし、あなた達には協力する。そうでなきゃ色々説明つかないことあるし、それに」

　翔しよう子こはわざと鋭い眼めで康やす雄おを睨にらんだ。

「そんなことでもなきゃ、見られ損だしねー」

「う、あ、いや、それは……」

　そんな話題を振られたので突然翔しよう子この顔を正面から見られなくなり、康やす雄おは顔を赤らめてしどろもどろになってしまう。




　　　※




　翔しよう子こが目覚めたのは、剣けん崎ざき家けの和のど香かの部屋の、ベッドの上だった。

　体に見慣れぬ毛布が掛かっていることを視界の端に確認しながら、

「……あれ？　ここ、どこ……ん？」

　顔だけ横に向けると、そこには見慣れない年下の少女と、見覚えのある金髪の美女。

「誰？」

「剣けん崎ざき康やす雄おの妹です。和のど香かっていいます」

「へぇ、ヤス君の妹……なんで私の部屋にいるの？」

「ここ、私の部屋です」

「意味が分からないんだけど……」

「色々大変なことがあったんです。帯たて刀わきさんが今起きたって、知らせてきますね」

　和のど香かと名乗った女の子がぱたぱたと出て行くのを見送りながら、確かに、部屋の匂いが違うと思ったときには、自分の体の異変に気づいて翔しよう子こははっと身を起こした。

「何で私服着てないの!?」

　毛布の感触が妙に肌に刺さると思ったが、裸なら当然だ。

　一体どういう理由で人の家で裸で寝かされているのか、翔しよう子こは激しく混乱する。

「あ、あの……それは、最初からでした」

　そこに声をかけてきたのは、金髪の美女だった。

「あ、あなたヤス君の……！」

「いえ、それは誤解で……！」

　ディアネイズ・クローネと名乗った金髪の美女は、翔しよう子こにはまるで理解できない話を並べ立てて、余計に翔しよう子こを混乱させる。

　だが、混乱する翔しよう子この頭でも、いくつかこの数日自分の身に起こった不思議な出来事の説明がつくものがあった。

「つまり私は、化け物になってあちこちうろつきまわってた、ってこと？」

「信じがたいこととは思います。ですが、事実なのです。これを……」

　ディアネイズは、翔しよう子このスリムフォンを差し出してきた。

　何故なぜ彼女がこれを持っているのかは分からないが、とりあえず受け取りロックを解除する。

　いくつか立ち上がったままのアプリを見てみると、

「……うん、確かに覚えてないな」

　ＲＯＰＥの康やす雄おとのトーク履歴に、送信した覚えのないトークがポストされていた。

　時刻は二十三時半。

　記憶にある限り、これより前の時間には、風ふ呂ろに入っていたはずだ。

　そして風ふ呂ろを上がった記憶はなく、自分は裸のまま、剣けん崎ざき家けの一室に横たわっている。

　剣けん崎ざき家けの人々かこのディアネイズ某なにがしが自分を誘拐してきたのでなければ、一体どんな説明なら納得できるというのか。

「……歌」

「え？」

「誰か、歌、歌ってなかった？」

　何とか納得できる説明を自分で整えようとして、ふと、闇の記憶の中に心が安らぐ歌を聞いた記憶が浮上し、思わず口走る。

　するとディアネイズははっと息を吞のんだ。

「ヤスオが歌っていました。我々の世界の、鎮魂歌を」

「鎮魂歌？」

「はい。ショウコさんのシィ化は、ヤスオの歌で解除されました」

「ヤス君の……鎮魂歌……ああ」

「しょ、ショウコさん!?　大丈夫ですか!?　どこか痛むところがあるのですか!?」

　突然翔しよう子この瞳から涙が一粒零こぼれ、ディアネイズは慌て始める。

「あ、ううん。なんでもない。でも、何か、何だろう、こんな状況なのに安心したってゆーか、ヤス君が助けてくれたって聞いた途端に。なんか、そっかーって、あれ」

　涙が後から後から溢あふれてくる。

「ヤス君さ、怒ってなかった？」

「え？」

「怒ってなかった？　私に」

「い、いえ、そんなことは。何故なぜですか？」

「私が勝手に怒って、振り回したから……あなたみたいに、なりたくて、なれなかったから」

「私のように？　あの……」

「ごめん。分からないよね。でもとにかく私、ヤス君に謝らないといけないことがあるんだ。ヤス君、いるの？」

「あ、は、はい。でも、今は少し横になっていて下さい。まだ、戦いからいくらも経たっていないのです。治癒は施してありますが、シィ化の影響がどう出ているかはまだ……」

　そのとき、慌ただしく階段を上がる音がして、

「帯たて刀わきさん起きたって!?　帯たて刀わきざっ、だっ、ばっ!?」

　あちこち服が破れて満まん身しん創そう痍いの康やす雄おが部屋に飛び込んできて、身を起こした翔しよう子こと目が合って凝固してしまう。

「や、ヤス君……私」

「あ、あの、ご、ごめ、俺」

「…………あ」

　康やす雄おが顔を真っ赤にして回れ右したのを見て、翔しよう子こも自分が今どういう状態にあるのかを思い出した。

　毛布こそ被かぶっているが、裸なのである。

　何故なぜか隣でディアネイズまで顔を赤くしておろおろと二人を交互に見ており、翔しよう子こもまた、一気に顔が紅潮する。

　そして、

「いやあああああああああああああああ!!!!」

　手にしたスリムフォンを、思い切り康やす雄おの後頭部に投げつけてしまったのだった。
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　あのときスリムフォンが直撃した頭を思わずさすりながら、康やす雄おは必死に弁解する。

「あの、あれは本当不可抗力で！」

「和のど香かちゃんから、止めたんだけどお兄ちゃんが聞かなくてって後で謝られたよ」

「う、い、いやで、でも本当、あの、その」

「ヤスオ」

　すると、それまで神妙にしていたハリーヤがぼそりと言った。

「男なら潔いさぎよく責任を取るんだ」

「そもそもの元凶が何を言ってるんですか!!」

「確かに今回一番悪いのは私だが、ノドカが止めるのを聞かずにショウコの裸を見たのは純粋にお前が悪い」

　翔しよう子こもハリーヤの言葉にうんうんと頷うなずいていて、ディアナも横目でなんとか翔しよう子この機嫌を取れと言っているような気がしてならない。

「……すいませんでした……軽率でした」

　観念してまた頭を下げる。

「ん、許す」

「いいのかショウコ」

「大佐が聞くことじゃありませんよ」

「いいんです。まぁ、仕方ないっちゃ仕方ないし、それくらい心配してくれてたんだって思えば、まぁ。それに」

　翔しよう子こは康やす雄おを睨にらみ据すえたまま、核心を突く。

「そもそも聞かされたことが全部本当なら、その前の開門塔ゲートタワーとかいうのの中で、もう見られちゃってたわけだしね」

　康やす雄おは、ぎくり、という心の音を、久しぶりに聞いた気がした。

「でもいいよ。まぁ、死者に憑ひよう依いする化け物っていうのはぞっとしないけど、それでもヤス君が助けてくれたんなら、まぁ、いいよ」

「ショウコさん……」

「私みたいながさつな子でも、昔はディアナさんみたいなふわふわの綺き麗れいなお姫様に憧れた時代があったからね」

「ふわふ……い、いえ、私はそんな大層な者では……」

「何だかディアナさんの物言いって、時代劇っぽいんだよなぁ。面白い。異世界では日本語が共通語なの？」

「あ、い、いえ、ヤスオのお父様のヒデオの功績とヒデオが残したものを基もとに、我が国が特に日本語教育を国民が修めるべき教養の一つとして奨励しているのです。なので、カタコトレベルなら庶民の間にも、日本語は広く普及しています」

　そういうことだったのか、と、康やす雄おの数日前の疑問が期せずして解決する。

　相変わらず父と母がアンテ・ランデに残したものの整合性が分からない康やす雄おだが、話を聞く限り、レスティリアに限っては、思っている以上に日本語が通じるようだ。

　最近どこかでそんなことを言っていた奴やつがいたな、と思っていると、

「そっかー」

　翔しよう子こは小さく溜ため息いきを吐つくと、質問を変えてきた。

「……ヤス君は、本当に勇者修行をして、アンテ・ランデに行くの？」

「いや、正直まだ分からない。必ずしも歓迎してもらえるばっかりじゃないみたいだし、話した通り、魔法の訓練は和のど香かにも後れを取るくらいだから」

「そっか。でも、まだ絶対行かないって決まったわけじゃないんだ」

「様子見、ってとこだと思う。今回のハリーヤさんの件で、また向こうに動きがあるだろうから、今の時点ではなんとも」

「私の個人的なことを言うと、行ってほしくはないな」

　翔しよう子こが意外なことを言い出して、康やす雄おははっとし、ディアナは瞑めい目もくする。

「単純にヤス君が大変そうってのもあるし、命の危険だってあるんだろうし」

　かつて和のど香かも、そう言ってディアナに、父を連れて行くのをやめてくれと訴えた。

　だからその気持ちが分かるディアナには、何も言えない。

　だが翔しよう子この顔からは、それとは全く違う決意がにじみ出ているようだった。

「それにね、多分、今の私の状況が解決しないままヤス君がアンテ・ランデに行ったりしたら、ちょっと面倒なことになりそうで」

「面倒なこと？」

「うん」

　翔しよう子こは三人から視線を外し、遠くを見た。

「ヤス君が行っちゃったら、多分、また私、シィってのになっちゃう」

「え？」

「どういうことだ？」

　ディアナとハリーヤが驚く。

　翔しよう子こにどんな確信があるのだろう。

　実際シィを、紅髄玉カーネリアンの力を借りていたとはいえ操っていたハリーヤも、まだ『閂かんぬき』の理屈自体は分かっていないのだ。

「多分、だよ。私も確信があるわけじゃない。でもさ、科学は再現性が重要でしょ。アンテ・ランデの話を聞いてから、私がシィになったらしいときのことを色々思い出してみたの。そしたらね」

　陽ひが傾いてきて、夕暮れの赤みが公園に少しずつ降りてくる。

「私どのときも、すっごくヤス君に会いたいなー、って思ってた」

「「!!」」

　ディアナとハリーヤの首がもの凄すごい勢いで康やす雄おに向き、康やす雄おは一瞬遅れて、

「…………………………へ」

　間抜けな声を上げる。

「ディアナさんやハリーヤさんと仲良くしてるヤス君見てさ、ぐぐーってなってさ、んで、煮え切らないヤス君がＲＯＰＥ送ってきたときなんかさ、もう、ぐわああーってなって、結局未読無視してお風ふ呂ろ入って、でもずーっと気になっててさ」

「あの……えっと……その」

「私」

　夕ゆう陽ひの腕が翔しよう子この横顔を照らし出し、明るい笑顔を浮かび上がらせる。

「ヤス君のこと、やっぱ未いまだに好きなんだなーって」

「…………………………!!」

「…………わ、わ、わ」

「おおー」

　康やす雄おは呆ぼう然ぜんとしたまま徐々に顔を赤くし、ディアナは一拍遅れて狼狽うろたえて体が揺れ始め、ハリーヤは感心したように翔しよう子こと康やす雄おを交互に見る。

「ごちそうさまだ」

「お粗末さまでした」

　翔しよう子こは泰然としてハリーヤの茶々をいなす。

「大事なことだよ。私は中学の頃からヤス君が好きで、最近まで会いすらしなかったのに、いざ再会したらやっぱり好きで好きで仕方なくて、それでディアナさんやハリーヤさんにすっごいヤキモチ妬やいて、そんなときにシィになった。これ、凄すごく大事なことだよ」

「あ、あ、あ、あ……あの、あの、俺」

「たたたた確かにだだだだだだ大事ではありますがそのあの受け止めきれないというか」

「クローネ少佐が受け止めることではないだろう。何を言ってるんだ」

「大佐は何を平然と！」

「私はいないものと思ってくれていい。罪を犯した私は、頭を下げて裁定を待つのみだ」

　唐突な告白に三様の反応を見せる三人を、翔しよう子こは穏やかな笑顔のまま見ていた。

「安心して。付き合ってくれっていうんじゃないんだ。でも、私にとってもヤス君にとっても、ディアナさん達にとっても大事なことだから、言わなきゃって思ったんだ。これからシィってのをやっつけるのに、役に立てばいいなって」

　少女の恋心を、死をもたらす化け物の生態を解き明かすヒントにする。

　なんと、業ごうの深いことであるか。

「ヤスオ、何か言うことはないのか」

　そしてあまりの事態に呆ほうけたまま口を開けて言葉の出ない康やす雄おを、ハリーヤが突つつく。

「あ、あ、いや、えっと、その」

「いいよ。いきなりこんなこと言われたって困るでしょ」

　突つつかれたところで前例の無い事態にオーバーヒートしている康やす雄おを、翔しよう子こが止めた。

「勢いで返事もらったって仕方ないし」

「た、帯たて刀わきさん……俺」

「あ、でも待って。ヤス君」

　動揺する康やす雄おに、翔しよう子こはびしりと指を突き付けた。

「は、はい？」

「翔しよう子こ」

「え？」

「翔しよう子こ。私の名前」

「し、知ってるけど……」

「私をこんな大変なことに巻き込んで少しでも悪いなって思うんなら、そう呼んで」

「えっ!?」

「何、ハリーヤさんだって名前呼びだし、ディアナさんに至っちゃ呼び捨てでしょ」

「い、いやでも、それはなんというか、違って」

「違わないよ。私とヤス君は、もう異世界アンテ・ランデを巡る大冒険の仲間なの。だったら仲間に対して、変な壁作らないでほしいってのはそんなにおかしい？」

　大冒険と来たものだ。

「あ、あ、あ」

「ほら、しょ・う・こ」

「う、お、あ、し、し、しょ、しょう……こ……さん」

「さん付け、余計恥ずかしくない？」

　そう言う翔しよう子この方も、若干恥ずかしそうだ。

「……うん」

　康やす雄おは血圧が限界を突破してしまうかと思った。

「…………し、あ、う、……い、いやでもそれ、うー……」

　ディアナを愛称で呼び捨てにするのとは、明らかに状況も入り口も違う。

　面と向かって、好きだと告白してきた女子を唐突に名前を呼び捨てにするなど、どう考えても無茶過ぎる。

　何が無茶かは理屈で考えても分からないがとにかく無茶だ。

　やってはいけない禁忌のようにすら思える。

　だが翔しよう子こはそれを要求している。

　一体この状況は何だ。

　俺は何してるんだ。

　俺は、俺は。

「……ヤス君には、ちょっと荷が重いミッションだったかー」

　そうこうしている内に、先に折れたのは翔しよう子こだった。

「へたれ」

　ハリーヤの容赦のない一言が、まるでミッションの失敗を告げるジングルのようだ。

「い、いや、俺、その、今までそういうことしたことなくて、だからその」

「分かった分かったって。いいよ、今まで通りで。それだけある意味、私の話を大事にとらえてくれてるんだと思うことにする。はー」

　翔しよう子こは残念そうに、でもどこか安心したように苦笑してから、康やす雄おの隣で康やす雄お以上に顔を赤くしているディアナを見る。

　まるで自分が告白されたかのように康やす雄おに共感し、言葉を失っているこの異世界の少女の可愛かわいらしさといったらどうだろう。

　自分は、永遠にこんな風にはなれそうもない。

「お姫様の壁は高いなー」

　そう呟つぶやいて肩を竦すくめると、

「ま、これから大変な付き合いになるみたいだから、よろしくね、ヤス君」

　そう言って、康やす雄おを促す。

「……うん、よろしく、帯たて刀わきさん」

　それが、今は自分の限界。

「はい、よろしく」

　だから今は、彼の傍そばに堂々といられる、巨大な理由ができただけで良しとしよう。

　そう、心の中で思ったのだった。




　　　※




「一体お兄ちゃんとディアナさん、どうしたの」

「まあまあ顔真っ赤」

「ちょっと若者達には大変なことが多かったようです」

　帰宅するなりリビングに倒れて呆ぼう然ぜんとしている康やす雄おとディアナを見て、和のど香かは首を傾かしげ、円まど香かも何事かと覗のぞき込こむ。

「大変なこと？　帯たて刀わきさん、許してくれなかったんですか？」

「いや、それはもう理想的な展開で協力してくれることになった。ただ、その過程がな。もしかしたら、話してもノドカには信じてもらえないかもしれない」

「訳が分からないんですけど」

　要領を得ないハリーヤの説明はもう放置して、和のど香かは話題を変える。

「それで、結局分かったんですか。その閂かんぬきがどうこうって」

「ショウコがシィ化する際の条件らしいものが一つだけ判明した。これは、ヤスオ次第ではあるが対処のしようがあるものだった」

「はうっ」

「？」

　それを聞いて、康やす雄おの顔がまた一段と赤くなり、和のど香かは益ます々ます訳が分からなくなる。

「だが、ショウコがシィ化できる人間、つまり『閂かんぬき』となった根本的な理由はまだ分からない。タイミング的にはウィリアム・バーレイグが現れたときに彼女がシィと接触したとしか思えない。それに、私にシィを操るサークレットを渡した者が、どうやってニホンにシィを送ったのかもまだ分からない。ウィリアムとは別口なわけだからな。最悪、私よりも前に派遣されていた人員がいるのではないかとすら思う」

「ハリーヤさんよりも前って、下手したらディアナさんよりも前？　それって、大丈夫なんですか？」

「どうだろうな。クローネ少佐がこちらに来てから私が来るまでに何事も無かったことを考えると、考え過ぎかもしれんが……いずれにしろショウコからシィを除去するには、最低でも一度はレスティリアに行かねばならん。だが、シィはそもそも向こうからこちらに来たものだからな。私に接触してきた女も、どれほど手を広げているか分からん。あまり軽率な動きはできんのが現状だ」

「……結局今までと変わらず、ただ待ってるしかないってことなの？」

「仰おつしやる通りです、マドカ。ですが、私は恥ずかしながら私利私欲のみで動いていましたが、もしかしたら中には、大義と理想を掲げて動き出す者がいるやもしれません。そういう連中は理想の実現のために積極的に動きますから、遠からず動きがあると思われます」

　ハリーヤは真剣な顔で頷うなずく。

「もしかしたら今は、ヤスオとノドカよりも、ショウコの方こそを重点的に守るべきかもしれません」

「シィ化した人間を手に入れたい人達から守るってこと？」

「はい。奴やつらは、世界中にその根を伸ばしています。レスティリアの情報を手に入れた者達が、他国の開門塔ゲートタワーを動かすことだってあり得ます。油断は全くできません」

「それで、何て言ったかしら。あなたをそそのかしたその連中」

　円まど香かの問いに、ハリーヤは辛つらい過去を思い出すように、言った。

「魔王コール戦役の戦災難民を取りまとめ、支援していた『炭たん鉱こうのカーネリアン紅髄玉』という組織があります」

　トルジェーソ大公国自体は滅んだが、その国民が全滅したわけではない。

　魔王軍の災禍を逃れ、大国に身を寄せ避難民となったトルジェーソ国民は非常に多く、また戦災難民が発生したのはトルジェーソ大公国だけではない。

　三十年前の戦役では、魔王軍の直接的な被害はもちろん、そういった難民への対処も各国の悩みの種となっていた。

　難民も生きるのに必死だから、ともすれば保護された国で無法を犯す者もいる。

　そういったことを極力防ぐために、戦役勃発後すぐに、沢山の国で難民を支援する組織が立ち上がった。

　炭たん鉱こうのカーネリアンも、そんな組織の中の一つだった。

「あいつは……私と同じ銀色の髪と、青い瞳をしていた。恐らくトルジェーソの民なのでしょう。ですが炭たん鉱こうのカーネリアンが支援していた難民は、トルジェーソ出身者に限りません。その網がどこまで広がっているか、私には想像がつきません」

　シニストラの失敗により絶望に囚とらわれていたハリーヤを甘言で惑わしたその者は、突如としてハリーヤの前に現れ、シィを封じたサークレットを手渡し、閂かんぬきの秘密を語って聞かせた。

「私がニホンに初めてやってきたときに皆さんに襲いかかった六体のシィ達は、私の意思によらずにサークレットから解き放たれた者達でした、思えば奴やつらは、私のように懐柔した者達の行く先々に、シィをばらまいていたのかもしれない。もしかしたら、アレクセイ将軍が戦死したあの作戦のとき、既に奴やつらは活動を開始していたのかもしれません……」

「……」

　アレクセイの名を聞き、厳しい顔をする円まど香かに、ハリーヤはその名を告げる。

「あの女は、炭たん鉱こうのカーネリアンを取りまとめる長おさである『鉱山長』は、ベアトリーチェ・ヘラーと名乗りました」





─　続く　─









　あとがき




　インターネットのブロードバンド回線が普及し始めたのが、丁度私が高校～大学生の頃でした。

　と言うか、ブロードバンドの価格低下と普及がインターネットの爆発的普及の土台だったと思うのですが、本書をお手に取っている方の中には、もしかしたら『ブロードバンド』という単語そのものがなんじゃそら、という方もおられると思います。

　私が高校生だった頃のインターネットは大別して『ナローバンド』と『ブロードバンド』に区別されていました。

　ナロー狭いとブロード広いの言葉通り、ブロードバンドはＡＤＳＬやＣＡＴＶに代表される大容量高速度通信で、現在では光回線に主流を譲りつつあります。

　一方のナローバンドは、アナログ電話回線やＩＳＤＮに代表され、転送速度と量が小さい代わりに料金が安い回線でした。

　デジタルデバイスの性能やネットコンテンツの充実度は今とは比べ物にならない時代だったので、ナローバンドでもやりたいことがある人は結構色々やっていましたが、それでも当時のネット環境は『ホームページがサクサク見られる』ことがある種のステータスだったのですから恐ろしい話です。

　回線もアナログ電話回線ですから使えば使うほど料金が加算される従量課金制で、しかもモデムを通じてプロバイダに電話をかけているのと同じ理屈だったため、通信が行われる度にモデムからもうちょっとどうにかならなかったのかと思いたくなる音が発せられます。

　パソコンを立ち上げてネットに接続するのに、

『ガガッガガガッピ───────ヒュルルロロロロロロロロオオオオオオオ!!』

　メールを出すのに、

『ガガッガガガッピ───────ヒュルルロロロロロロロロオオオオオオオ!!』

　バイト先の書店でお客に在庫を確認してくれと言われる度に、

『ガガッガガガッピ───────ヒュルルロロロロロロロロオオオオオオオ!!』

　それで時間帯やパソコンの性能次第では、

『ずっ……ずっ……ずっ……ずっ……』

　と音が聞こえそうなほどゆっくりホームページが表示されるのです。

　ＦＡＸ用紙が吐きだされるのを待っているのとほとんど同じです。

　こんなのが割と普通でしたから、ブロードバンド回線が普及し、マウスクリックから一秒以内に華やかなホームページが表示されるのは、ちょっとした革命でした。

　それが今や、電気店に行けば、

「ネット回線いかがっすかー、モバイルネット回線いかがっすかー」

　と、きゅうりやサンマだってもう少し大事に売られるだろうと思うレベルで高速ネット回線を手に入れられるのですから恐ろしいものです。







　お久しぶりです。デジタル三さん畳じよう紀きの化石、和わヶが原はら聡さと司しです。

　ここまでお話ししたことは、約二十年前のことになります。昔語りをするようになってしまったらもう立派なおっさんですが、あの時代が良かったとか戻りたいとか言うかというとそうでもないのでまだぎりぎりセーフ。

　本シリーズ『勇ゆう者しやのセガレ』の一巻執筆時に現役高校生の受験環境について取材をしたとお話ししましたが、学生は学業のみに生くるにあらず。

　勉強は確かに本分ですが、人生を豊かにするための遊びやプライベートもまた重要な生活の一部です。

　しかしこれはなかなか取材が難しい、というかできない。

　三十代も半ばのおっさんが平日に街中の中高生にインタビューを敢行したら、確実に手が後ろに回ります。

　ならばと自分の高校時代を参考にしようとしても、デジタルデバイス以外のところで友達と何して遊んでたかって十二時間耐久大貧民くらいしか思い出せるものもないため何の参考にもなりません。

　もう少しみずみずしい学生時代を過ごしたかったと思う反面、じゃあもう一度高校生になったらそれができるかっつったら絶対できないので、やっぱりあの時代が良かったとか、あの時代に戻りたいとかは思ったりしません。







　本書は、そんな学生時代の『今』、何を目標にどう過ごすべきか悩む連中のお話です。

　結局大体のことは悩んでも悩んでも結局そのときになるまで分からない上に案ずるより生むが易しの場合が大半なのですが、それでも真剣に悩んだことはいつかきっと自分の糧かてになると信じたいものです。

　また次の巻で楽しいお話を作るために悩みに悩みまくって、是非また本書をお手に取って下さったあなたと再会できれば幸いです。

　それではっ！
















本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




ファンレターあて先

〒102-8177　東京都千代田区富士見2-13-3

アスキー・メディアワークス電撃文庫編集部

「和ヶ原聡司先生」係

「029先生」係
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